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プレイを核としたAVシステム

.テレビワールドスクェア37(37C962)

高純度蛍光体・ファインピソチ・辛斤
ン"、'

広帯域映像回路などの高画質技術を

投入

水平解像度560本(ビデオ入力時),

2000文字表示(RGB入力時)

AV入力3系統・出力3系統 2RGB

立揣子,ディジタノレリモコン,ディジ

タル画面表示

.スピーカーシステム(VS-10OF)

4 ウェイ 9 スピーカー・バスレフ方

式・防磁タイプ

片チャンネノレ4 個のスコーカーユニ

,トでボーカノレ帯域(中城)を充実

背面に30cmスーパーウーファー・ス

テレオ音場を広範囲に,WAS方式採

用

.AVフ「j メインアンプ(DA -UIOAV)
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.りアースピーカー(DS-107V)
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A>製品の展望

糸賀正巳

三菱電機技報 V01.60・NO.11・P I ~3

AV製",1,は10年代のカラーテレビ,50午代のVTRにより飛躍的に成長し

た。釦午代に入って, CDプレーヤ,ビデオムービなどカリくきな伸びを水

している。ノト後」n人さ九るDATを姑めとして新しいテレビジョンカ'式に

j'つくテレビ受信機, VTRの併」発もi舌発に進められている。ここでは,

AV製'Y,の二ーズ動「{水こついて述ベ,テレビジョン, VTR及ぴディジタ

ルオーディオの製況,動向について展望した。

フレームメモリを応用した多機能ディジタルカラーテレビ
1Ⅲ川1条六・jU茶治身・石ル央典

三菱電機技報 V01.60.NO.11・P4~8

近午のディジタル技術,'1三導体技術の進歩により,カラーテレビはアナ

ログからディジタルへと世んでいる。「村.では,その第]ステソプとし

て多織能形ディジタルカラヤテレビをⅢ1発,製,',t,化した。

このテイジタルカラーテレビは,フレームメモリを備え両1像の1打朱効

果を叫能としてぃる メディア11別北に向けて孝胤化するテレビヘ^、"^0

の犠能要ポにこたえ剛発したもので,木邪ιではその原堺北"ψ巣こっいて

永1】/1 9 る。

アブストラクト

コンパクトディスクプレーヤー DP-209R形
久111浩_ニ・乎沢チ11大・木 1-1 佐治劃}・西村消光

三菱電機技報 V01.60NO.11・P27~31

'11社はCDフレーヤーの急激な11」場拡入と佃儁低ドにヌ゛処するため, CD

ブレーヤーのキーハーツである光ヒ"クァップや.、11川IC/LS1を列げ1に1用

発し,毓'0力ある製".1.を 11i場に心人するための令礼的な開発プロジェク

トをⅢ{和59年8 刀発足させた。その俳野御戍采であるキーパーツと,それ

を搭城したCDプレーヤーの概要について述ベる。

ハイビジョンVTRの広帯域記録技術

石橋通保・藤jN政史・11_1崎辰雄・佐々オU聖宰叫峨也 i問

三菱電機技報 V01.60NO.11・P18~21

近い将来に開姑さ九るハイビジョン(高遍,位テレビ)放送を録1画するた

めのVTRを開発した。このVTRではビデオS/N比UdB以_上,ジッタ検

知1製以下と商1岡質紀1永再乍を述成しており,63分Ⅲ]の1、k師1が可能である。

ここでは,このVTRを尖呪するために斬たに削発した技術について,

広帯域ビデオイ';号を記は再牛するための広帯域磁気.心1,対戈術を小心、に述

ベる

回車云へッド式ディジタルオーディオテープレコーダー
石田禎宣・石田雅之・小川邦彦・国井郷志

三菱電機技報 V01.60NO.11・P32~36

小形カセットを用いた詞転へッド式ディジタルオーディオテープレコー

ダー(小幟用及びホームΠD を開発した。今回剛発したモデルには次の

1"モがある。①フロントローディング機構を採用し,従米のオーディオ

デッキと同じように使える。②訂'正能力の高いアルゴリズムを括UΠし,

システムの伝陳兵1生を向上させている。③サブコードを利用して高速選曲

を尖現し,操イ乍性を向上させている。

ここでは,システム榊成と偕号処理を中心に繊告する。

ハイビジョン受信機

波辺が0友・八尾吹治・秀':嶋宏・111Π典と・浜HHル劇

三菱電機技報 V01.60・NO.11 P 9~ 13

次世代のテレビジ,ンであるハイビジョン受イ';械の開発に関するもので

あり,パラボラアンテナからコンバータ,チューナー,映豫デコーダ,

・ル声デコーダまでの怯器の"ル艾と動作及び技術内容について紹介する。

1丁に1峡像信琴を衛吊放送]チャンネルの,出城帳で伝送するための帯城111

縮技術と,そのスペクトラム解析及びディジタルフィルター技術、 RF11.1

分創孝爪された・1扣DPSK (釜動位棚シフトキーイング)・片戸備号の復

ぷ1技術について述ベる。

0

小形カラービデオカメラ

q!門朽・松本新太郎・杉原正一・

三菱電機技報 V01.60NO.11・P 22~26

ビデオカメラやカメラ・・休形VTRの市場拡大に作い,操作1生の電要な要

楽となる小πみ帷耻化の問踵が人きくクローズアソプされてきている。こ

の糾リV縦どして, W休イメージセンサを仙った小形て帷皐.なビデオカメ

ラを開兆した。この小形督址化を災現した技術の小から,固体イメージ

センサとカラー化方バ,イ';り処列小i1路,レンズ及び実生討戈術についてそ

の概饗を縦告する。

VHS方式VTRのディジタル化

中島巽充・木村恵爾・大川雄敬・大M歌Π典寸屈 16n打

三菱電機技報 V01'60・NO.11・P 14~ 17

現行VHS方式VTRは家庭用VTRの主流の座にあり,その機能,性能の

向」_にヌJする要求はますます高まっている。今爾,牛W朱再生機能(スチ

ル,スロー,スピードサーチ)の改、再Ξのためにディジタル特甲吋戈術を開

発し,製解,に導入した。ここでは,ティジタル画像メモリとそのマイコ

ン制街井支術をJ心用したDSS Φigital speed searC扮方式などのディ

ジタル1丁再技術とこれらの技術を採用したVTRの概要について述ベる。



Mit5Uhishl 0肌ki Giho: V01.60, NO.11,即.18 - 21 (1986)

Vvide、Band Recording Techn010gy for High・DefinⅢon vcRS

by Michlyasu lshihヨShi, Toshilumi Fujii, Tatsuo Y3maSヨki, Yoshiyukl sasaki &釦n Kikuchi

In the near fU加re, direct sateⅡite broadcasting ofhigh・resolution video pro・
grams (" Hlgh vision" services)、viⅡ begln inJapan. The corporation has
developed a vcR capable ofrecoTding high・resolution video pT08rams foT
UP 如 65 minutes.1t 0仟ers extremely hi号h picture quality: the s/N Tatio is
better than 44dB, and the jitter be]ow measuTable level$. The artjcle intro・
duces new techn010号ies developed for this vcR,focusing on the 、videband
magneticrecording techn010gy developed to enablerecordmg andplayback
Of wideband video signals

Abstracts

Mitsubish1 口肌ki Giho: V01.60, NO.11,即.22 ~ 26 (1g86)

A comP且Ct c010r-video camera

hy Aklra Mochlzuki, shintaro Mat3UI"oto,& sholchl sugihヨn

Ihe growing matket fot c010r Ⅵdeo camelas and camcorders has brought
Sttong delnand for sma11,11gh武Ve18ht equipmentthatlncreases ease ofopera・
tion. To meet this need, the corPの'ation has developed a sma11,1i名hいVe1且ht
CO]or video camerabased on a soHd・state im且ge sensoT. The ar11de dcscnbes
the co】or system, signal・plocessi"g ch'cuitry,丑nd the lens and compone11t・
10ountin留 techn010gies

Mitsubishl Deれki Giho: V01.60' NO.11.叩、 1 - 3 (1986)

An overview of current Audio and video Equipment

by Masamiltogヨ

丁he late 60ssaw aboomin c010r TVS, and the]且te 70sthe spread ofthevcR
AS、ve passthrough the mid80S,the cD playerand camcordeT arebecomlng
Increasingly popular.1n the future,、~e can expect to see the commerdaliza・
tion of djgital、audio tape (DAT) eqU中ment, new Tv signal・processin8 and
receivet techn010留y, and increasingly advanced vcR equipment.丁he
aTtide f0ⅡOwsrecenttrendsin conSⅡmer demand foTAv products,and h唱h・
]ights product trends in television, VCR, and digitalaudio equlpment

Mitsubi$hi Denki Giho: V01.60, NO.11,叩.27 ~ 31 (1906)

Model DP、209R. a compact Disc player

by Koji KUγきmヨ, KOZUO Hlrasawa, Ke口jiro Kilne & Kiyom託5U Nlshlmu「3

To compete in the burgeoning cD player market,、vhere prices have been
faⅡing sharp】y, Milsubishi Eledric h且S been developing its o、vn optical
Pickups and custom selniconductors ln a company・wide effortsince August
1981. The atticle intToduces these components and onc cD player that uses
then〕

M詫Suhlshi Denkl Gihol v01.印, NO.11.叩.4~ 8 (1986)

A C010r Television Receiver with a Digital Frame Memory

by nyukichi wadヨ, Harumi Tozuka & Y帖hinori15hli

Recent advances in di8ital and semiconductor techno】0旦ies have enabled
C010r television manufadⅡrets to replace ana]og drcuits by digital citcuits
Offerln菖 Sophis"cated signal、processing capabilities. As a flrst step in this
directiorl, MitS11bishi Electrlc has begul] commercial ploduction of a multi・
functlon digilal c010r 【elevislon. This set employs a digital frame memory to
retain video ima8es, pern]Ⅱtlng a va{iety of special eHects. The aTticle
describes the conflguration 且nd principles of operation. The set 、Yas devel・
Oped to pTovide the advanced information・contro】 functions required in the
Iatest generation of "ne、V・media" onented equlpment.

問ltsubishl D肌ki Glho: V01,60, NO.11, PP.32 ~ 36 09B6)

A Rotary-Head Digital Audio Tape Recorder

by Yoshlnobu lshidヨ. Ma5ayuk11Shldヨ, KU"ihlko NヨkヨgヨWa & sal05hi Kunii

Ihe cotpora60n has developed a digitalaudio tape Ncorderfothome orC町
Use that employs smaⅡ Casse杜es a$ the lecordin号 mediuln.1ts features are:(0
a front、10ading mechanism offerin目 the same convenient operation as con・
Ventional casse杜e recorders,(2) a dig北al・recording a1号orithm that facilitates
eTtor correction and realize$ high system reliabi1Ⅱy, and (3) a hi且h・speed
Song、selection function, based on a subcode,that silnplifles user operation.
The article reports on the conflguration and signal・processing techniques of
this system

M託Suhishl D町kl Glho: V01,60, NO.11,叩.9 ~ 13 (198の

A High-DeflnⅧon Television Receiver

hy Tヨkヨt0Π10 W3tヨnヨbe,閉asahヨru Yヨ0, Hir0工h1 κきya5himヨ, NO「1yukl YヨmきgⅡChi
& TSU口舶kl『ヨ Hヨmad3

Atelevision receiver (oflhe type known mJapan as"Highvislon")induding
a parab0ⅡC anenna, converter,tuner, video decoder, and audio decoder ha$
been developed to enable reception ofthe next generation ofhigh・Tesolution
SateⅡ北e broadcasts. The attlcle introdⅡCes the conflguTation and techn010・
留ies ofthese components. Decribed 1Π detailare the band工Vidth・compression
techniques used to transmit the signal within a sin81e sateⅡite chan11el
(including the spectrum・analysis results), the digital f11tering techniques,
and the method ofdemodulating the audio signalby four・phase diff飢、ential
Phase、shifttracking. The audio signalistime・divisionmultiplexed wHh the
RF signal

Mitsuhishl D肌kl Glho: V01.印, NO.11,叩.14 ~ 17 (19θ6)

Digital Techn010gy for vHS VCRS

by Yoshim託SU Nヨkヨjimヨ, Kelji kimU1き' Katsuhlro okヨW3, Tomoootl ohashi & TakMkl Hori

Video cassette Tecorders using thevHs systemhave succeededincapturin8
the lion's share of the home video market. VHs equipment manufacturers
now face 菖rowing demand for vcRs with sophisticated functjons and
improved overaⅡ PerfoTmance. The corpotation has Tecently used a digital
frame memory to achieve signHlcaDt advances in special・e丘ects playback
functions iTlcludi118 Sti11・frame,SI0、V・motion, and speed・searC11reprod11Ction.
These advances have 、een introduced in the corpoTation's commerdal
VCR lnodels.The aTticle introduces avcRwithdigitalspedal・effectsplay
back such as digitalspeed search, and descTibesthe opeTation ofthe frame
memory and its microcontr0Ⅱer
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ヒジュアルサウンドスビーカーシステム

森則茂・鈴木仁寸京宏造・酒井新一

三菱電機技報 V01.60NO.11・P 37~41

映線を仟った庁粋、1写乍においては,祝堂所般が加わることにより,従来

の2チャンネルステレオとは異なる音場再生方式が必要となる。その主

なものは,映像と壽像の定位の一散性及び音と1映像の相乗効果による廐

場感の蛸火である。<ダイヤトーン>では,広い視1!劃沌囲に力たぢてステ

レオ感を扱なわずに音像を師1瓢に定位させるWAS方式を開発すると同

11丁に,鵬J昜鬼=冉生に有効なサラウンド用スピーカーを開発し, VSシリ

ズとして製品化している。

公衆情報表示システム《DIAMOND NE丁》
ーマルチメディア情幸艮サービスへのアプローチー

野沢俊治・小野雅章・足注浦廻小岩川修河・森田俊、ニ

三菱電機技報 V01.60NO,11・P 42~47

カラー゛加西像,静止f向像,゛h台化 C励を多市化し, 1木の光ファイバ

によって孝数の゛儲末に伝送する映像・ルW情繊システムを開発し,米川

のスタジアムへ納人した。このシステムは, TV山1像,文'1オカ繊,片ノ打か

'付;となった字杉な情轍を公共空捌やレジャー施設などで捉供すること

をΠ的とした新しい情縦メディアである。

木稿では,システム楢成,情挑センターと゛島末の胤込、動1画の帯址圧

範1ベot"」上11司・ n声の市,習:を1勺むイX送力、式について訂1介する。

アブストラクト

クラフィックイコライザー1Cシリーズ

山田友右

三菱電機技報 V01.60・NO.11・P56~59

ホームステレオや力ーオーディオ,ラジカセなどのオーディオ市」牙分野

において,音楽を母K 人の好みに応じて音質をコントロールするグラフ

イックイコライザーシステムが広く・"及してきている。当社は業界に先

駆けて,これらのシステムに最迫なりニア1Cをシリーズで製品.化したの

で紹介する。

0

超高速同報転送ファクシミリ《MELFAS 457の
山中喜夫・中山典夫・高木勝則・大原彰.金田優
三菱電機技報 V01.60NO.11・P48~51

くMELFAS 4釘のは,くMELFAS 1500シリーズンの上位機種で感熱G3

機として業界内でも最高級犠に相当し,オ票準原稿を 9秒で屯送,しかt

当社独臼の,洪り再送機能により伝送系のノイズに対して誤りのない画他

を送ることができる。巫に,扣乎先機種を選ばなL寸司十R転送,ワンタッ

チ自動送信,送信予約,メモリ受信,親展送受イ言,電話機ナ、ど血,.Y六抄

能を備え, A3判イメージセンサを用いた卓上棲である。ここでは,こ
れらの特長,性能,構成を紹介する。

アモルファスシリコン密着形イメージセンサ

羽山昌宏・飛田敏男・力肋纂翫村政・井同呆雄

三菱電機技報 V01.60NO.11・P 60~64

ファクシミリ,イメージリーダなどの画像i北取i)装1誰の小形化を実現す

るためのキーデバイスとなる,密打形イメージセンサを開発した。これ

は,アモルファスシリコンフォトダイオードと・,、11jⅡの畷迩力11ⅡCを川いて,

分解能 8 トソト/mm, A 4 サイズの}京稿を2.5ms,,ラインで光屯変換でき,

基板、」'法か他社のX以、ドのコンバクトな.主打形イメージ七ンサである。

M6385グラフィックディスプレイ装置
中須弘平・大櫛喜代志

三菱電機技報 V01.60NO.11・P52~55

近年, CADシステムの応用分野が火きく広がってきており,グラフィッ

クディスプレイに対する要求仕様も多様化してきた。この二ーズにこた

えて,1別生能CAD用グラフィックディスフ゜レイM63肪を開発した。この

装置は,ランダムスキャン形に匹敞する高速形モデル1から, GKS三次

元ヌJ応のモデル3 までを,統合化ハードゥエアアーキテクチャで実現し

たものである。ここでは,各モデルの特長, ドウェアなどにっいてノ、

述ベる

大出力CO。レーザ溶接技術

平木南剣劇・火峯恩・奥田滝火・永井治彦・菱井正火

Ξ菱電機技報 V01.60NO.11・P65~68

所しい放電励起方式SAGE (無ヂリ攻屯を柿助とした直流グロー放屯励起

方式)を採用した火W.力C02レーサによる深溶込み1容按技術を開発した。

不安定形共振瓣によるりングモードビームては,ビームの拡大率Nが溶

按結果に火きな影響を及ぽすが,本稿ではN佃之溶込み深さやビード形

成現象との関係や焦点深度の溶込み深さに及ぽす影響にっいて述ベた。

ステンレス鋼の溶接において, U2.5,出力10kw,溶按速皮 lm/mlnで

]4.5mmの深溶込み溶按ができた。
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特集

AV製品の展望

1.まえがき

川何055年ごろから VTR の需要が,国内・輸出共に飛謝珀洲C伸びた

ととにより,我が国の AV 製品の生産規模は,昭和砧年の2.93兆

円から昭和釦年の4.95兆円になり,年平均U%の急成長を示し

た。この冏に,昭和60年代の有望製品と拘1待されてぃる CDづレー

ヤー,ビ〒オディスクづレーヤー,ピデオムーピー,液品カラーテレE などの新製品

が次々に登場した。また, DAT (DigⅡ址 Audio TOP田印Ⅲdo0 の

製品化も問近にひかえている。

とのように, AV 製品は,従来のオーディオ機器,カラーテレビ及び

VTR にとどまらずに,今後は LS1化の進屡,新デハイスの搭赦及び

ディリタル技術の導入などにより多様化し,市場は広がってぃくであ

ろう。

そこで,60年代の AV 製",にっいて,放送メディアの列ル勺や製品

ニーズ及び技術シーズの動向を媛望してみょう。

2.放送メディアの動向

(1)放送衛星による新しい放送サーピスが始まる。昭府159年に打

ち上げられた放送術星(BS-2命により,難視聴地域向けの試験放

送が開始され,更に畔杯司61年の BS-2b の打上げにより本放送に

なる予定である。また,ハイピジョンの笑験放送がとの BS-2b により

開始される訓'画である。川杯小滞年には BS-3.の打上げが予定さ

れており,とれ忙よるハイビづヨンのオU攻送も検討されてぃる。また

PCM (pulse cod. Mudulation)による高品質音声放送の尖験も検
討されている。

(2)一方,地上放送においても現行NTSC力式と両立性を保ち

つっ,より高W前羽度な画像を送信する EDTV(Extended D0丘nition

TV)カ'式の放送bステム及びその受信機の開発が進められてぃる。

この二っの新しい放送メディアの進展により,家庭において浩件酬北

度な画像とi高忠実度な音声を楽Lむととができるようになる。

3.製品二ーズの動向

物質的に豊かな環境になり,モノに対する価値魏やライフスタイルが多

様化していくに従って,消費形態もモノ偉体を使うための消賀から

生活の場を竹Ξり出すための消費ヘと変わってきてぃる。また,村会

の情鞍化が進むにっれて,情雜伝達手段のーつとしての画像が担う

役割は極めて大きくなってぃく。

とのような状況の中で, AV 製品に対する二ーズは,

(1)ハイクォリティ化リⅥテクによる高品質.新機能

(2)ハイライフ化.生活の場を豊かにするエンターティメント

(3)ポータピリティ化.パーソナルユースに適Lた使いやすさ

のブj向にいくであろう。

この方向から, AV製品の二ーズと具休的な製品を表 1.にまとめ

ることができる。

型品分野

表 1.製品二ーズの動向

製h

TV

(】) 悶画質化

1'菊糾度化

;イ

(2)火画面化

(3)薄形化

IDTV'1, EDTV, f王DTV才0

(】)

VTR

「」
.J-

商画質化

闘粘細埋化

3フバンチカラーテレビ,

プロジェクションテレビ

体

(2) f力1{の問忠火映化

例

液品カラーテレビ,寸、面デ'スプレイ

(3)問辻化

デH ジタノレ

オ・ーデ'メ・

税行VTRのHQ 化門,ディジタル化

EDTV及びHDTVヌ寸応VTR

デ'ジタルVTR

(4)小形化

(1)高忠災度化

(2)酔場感の創生

PCM化

t[、1

H2

、3

( 3 )

高迹検*,泊」辻グビング

Imptoved TV

High Dlfinition TV

High Quality

オーデ'オとビデ

オの削.合

4.製品動向

AV 製品の主流であるテレビジョン, VTR,ディジタルオーディオの分野に

ついて製品・技郁可刎司を艦望してみょう。

4.1 テレビジョン受信機

テ此り.ン受信機は,半導休の高染砧化及びディジタル信・弓処理などの

技術の進展に作い,泊沖竹創ヒや画像の浩湘j細度化が進む。現行方式

のテレピにおいて,マルチ仙Ⅱ血表示や PIP (pictute in picture)な

どを伺的としたディジタルテレピが製品化されているが,最近では更に

ラインメモリ又はフレームメモリを用いて画質改・筈を行ら IDTV の開発が
進バノく、いる。

ーカ,現行力"式とは別に将来新しい放送メディアとして才火の二っ

の力式が研窕開発されてぃる。

ーつは, EDTV と呼ぱれ現行力式と杣j立性があり,現在の伝送

チャンネル内忙遍i枋細度イ言号を多玉し送信する方式である。との方式

は,現在,郵政省の主管のもとにメーカー,放送業者忙よって朋発が

進められており,昭和63年末忙技術開発が終了する計画である。

EDTV受信機は,フレー△間の画像処理を三次元的に行い,水平.

垂直力向共に解像度が現行力式に比ベ約印%向上する。

もうーつは,衛亙υ攻送対応の HDTV (別名ハイビジョン)である。

とれは,走査線数が 1,125本(現行方式は525/625本)で,ぢ蝋従

比は 16.(現行方式は4.3)であり,現行方式の5倍の情蛾呈を
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もってぃる。そのため,画像は浩諾!i細度であり,現在の 35ミリスライ

ドと同1穿の剣珍兇度を、つており,火1由Ⅱ血に適して込る。オ゛制恂なハ

イピジ.ン放送が開始される前に,その特長を生かして,映画産業.

印刷・教育・阪療分野において実用化されるであろう。

りく{C ディスづレイに関する卿卸勺をみると,ーつにブく画而化のブj向が

ある。イ・1畊リ寛の改善や放送内容・ピチオソフトの二ーズの変化などから,

大形づラウン管(例えば,当社が発光小の 3フィンチ)を採用した家庭

用カラーテレじの需要が」楠えてきている。従来,との分野は投写形が

独占してぃたが,今後,40インチ前後は仙j者か競合する。投写形は

更に大J倒目羽発が進み,ピデ才シアタ用の大血而ディスづレイが笑用化さ

れる。

、うーつの方向は,平而ディスづレイ化である。現在,画質の点で

は不十分であるが,液品ノせ北やづラズマディスづレイなどは将来の最も

オ丁力な手バイスとして各社で開発が進んでいる。液品パネルは, OA

機:剖司ヘの}心用は夘ルして,テレビ用には竺lmiボケヅトテレビ(3インチ、

座)として製吊,化が進むが,将来VIR やカメラとの複合化機器と

して発艦してぃく。また,づラズマディスづレイはブ訓画面用途が期待され

ている。

4.2 VTR

昭和39年K最初の家庭用VTRが発売されたが,その後昭和50年

にβ力式,続いて51年に VHS方式の発光によって本格的な普及

が始まった。図 1.に水すように家庭用 VTR は,2 へッドへりカルスキャ

ンカ式と色信号イ氏域変換方式を基本に,アジマス記録力式,更忙ライ

ン相関を利用したカラー信・号のクロストーク除去方式として PI(P1捻託

1加紅り/PS (P1捻託 SMfり記録方式が開発され,記録のi司密皮化

が図られてきた。これと並行してテーづやへッドの記録性能は茗しく

向上し,この 2 ~3 午の冏に相次いでハイファイ VTR,浩j1画質VTR

及び新フォーマ,"の 8ヨ,Jピ¥オが商品化された。今後,ディリタル画像

信号処理,ディづ夕」レ配録などの技術開発忙より,更に商画質化及び

画像の高梢細度化が進展しよう。

(1)音声の高忠笑度化・高画質化

VTR のオーディオ信号記録は,従来りニアトラ,,クへの直接記録のみで

あったが,回転ヘ,,ドを用いた FM記録方式が付加され音質が飛躍

的に向上した。今後は, DAT などの普及に伴って, PCM記録が

主役となることも杉えられる。

一方,画質の面においては,信号処皿但1路の改良により画像の

年代

機器

ヘッド走査方式

.β( 1 ).β( 11)・β(Ⅱ1). EIAJ-1 . EIAJ家庭用VTR.1へッドV丁R

. VHS(SP).U規格 カートリッジ.2へッドVTR .2へッドフィールド

.VHS(EP).C-VHSスキソブ (カラー)

ーーーーーーーーーーーーーーーー(白黒)ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー(カラー)ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

1960

.回転へソド方式HI-FI^
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.8 ミリ PCM

(マルチトラック)

信号記録方式

1965

色相安定化

^.2へッドへりカル

トラッキング方式

低搬送波FM

1970

テーフ'

^.CTL

.ダブル

1975

三塑竃機技靴. V01.60・ NO.Ⅱ・ 1986

ヘテロダイン

ヘット

^.

.色信号

1980

低域変換

フ-Feユ03

.ヘテロダイン

APC-AFC

(HC :30o oe)

オーディオ

1985

.アジマス方式

.カラーP{方式

.カラーPS方式

.8ミリ(SP)

.8 ミリ(LP)

2(736)

.センタ'スト^.フエライト

1990

ハイエナジー形

リニアトラック固定へッド方式

(ACバイアス記録)

. cr02

(50o oe)

.βハイバンド化^

. VHS-HQ化

.パイロット方式^.8ミリパイロット方式^

DTF/ATFDTF/ATF

. VHSオートトラッキンク

.(CO)γ一F眺0.
(6500巳)

.アジマス特再

(スピードサーチ,ノイズレス

.パーティカル^

エンファシス

図 1.家庭用VTRの技術変迷
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SIN比や鮮鋭度が向上し,画質改善が図られているが,解像度や

SIN比の面からはまだ不十分であり,信号記録方式の見直しや高性

能(テーづ高抗磁カテーづ)の導入など新しい高画質化技術開発が行わ

れている。

(2)信号系のディジタル化

最近,手イジタルメモリを用いて特殊再生画質を改善したVTRが市場

に登場しているが,ディジタルメモリを用いることにより,イ言号のH割拐

軸処卿が容易になるため,多種多様な画像処理が可能となる。例え

ぱ,画面分割によるマルチ画面表示, PIP及びモザイク画而表示など

を追加することができろ。介後は,信号処理回路にブイジタル処理技

術を導入するととにより,ノイズ,J夕'クション,悩聶弔補正,ジッタ補正など

画質の改善を図るととができるようになり,イ昔牙回路のオ゛樹内な手

イづタル化が進む。

(3)高稍細度化

4.1 節で述ベたように,我が国におけるハイビジ.ン方式やEDTV

力式の開発,また欧艸ΠCおける MAC(Multゆ】獣ed An址og com・

Ponont)力式の推進など,テレビづ.ン放送の高粘細度化の研究が111:界

的レベルで進行中である。当然のことながら,とのような動きに六す

応したVTR の開発が必要になってくる。そのためには,広帯域ピ

デオイ言号処皿技術,合金磁性休テーづとへ',ドの性能改誹及び広帯域

記録技術などが今後取り組むべき重要課題である。

(4)記録の手イジタル化

VTR をタイムシフトを作った伝送機器とみなせば,信号の劣化を最小

にするためには,ディジタル記録が理想であることは自明である。し

たがって,放送機器では既にその規格化が進められている。家庭j刊

VTR のディジタル化のため忙は,前記(3)項と同様に記録の高密座

化技術,高能率符号化技術, VTRに適した誤り訂正符号技術なと

の技術開発が必要である。

以上のように, VTR の技術開発は将来に向けて多くの質的向上

の余地があり,特にディジタル技術の遵入を中心に研究開発がますま

j、加速されていく。

(5)ピゞオカメラの周体化

ビデオカメラに関しては,従来撮像管が主流を占めていたが,最近は固

体イメーリセンサの感度・解像度などの基本性能がほぽ玉劉象管なみに

なり,従来欠ノ魚とされて込たづルーミングやスミャなどの性能にも大幅

な改善が図られた。とれにより,固休イメージセンサがカメラー休形 V

TR においては撮像管に代わって木略的に立ち上がってきた。今後,

半導体徴細加工技術の進展に作い,より高画業化が図られ固体化が

更K進むものと杉えられる。

4.3 オーディオ機器

エジソンのフォノレコードの発明以来約 100年問,オーディオ機器はアナ0グ

信号の形態で記録再生が行われてきたが,昭和50年代に至って,

業務用をはじめとして民生用にまでもディジタル化が浸透し始めた。

とのディジタル化により,新しいオーディオの動きが顕著になりつつぁ

る。

(1)高忠実疫化

昭和40年代後半から研究開発が行われてきた DADが,昭和57年

に CD方式づレーヤーとして発売された。ディジタル化による高音質化

の二ーズは極めて強く,また,ディジタル回路の LS1化による小形,

低佃律劇ヒが急速に進行したために,昭和飢年の国内生産規模は約

800万台に達する見込みであり,従来のアナログ式づレーヤーの数倍の

規模になると予測されている。

ーカ,ディジタル録音再生が可能なDATについては,岡和58年に

国内外のオーディオ関連メーカー(機器,媒体,ソフトゥエアメーカ→が蝶ま

リ, DA1の標淋化作業を進め,釦午に冏定ヘ,,ドカ式(S-DAT)

と回転へッドカ'式(R-DAT)の標準化を終了した。このらち,技術

的に硫立された R-DATが62年前半に据1礎形として商品化される

見込みである。その後, CD づレーヤーと同様に、升叫或用,ボータづル用

など製遍'の多様化が進み, L現在のコンパクトカセットにとって代わる、

のと円1待されて込る。前述のように放送禪H'の打上げにより PCM

放送が開始されれぱ,オーディオのディづタル化は一層加速されるであ

ろう。また, DAT は記録容耻が極めて大きいので,計算機用のメ

モリとして用途が拡火していくと思われる。

(2)臨場感の劍生

淡突会場と同じょらな竒の館場感を剣生しようとする献みは,昭和

33年のステレオ化により音像の定位が可能となり,更に 45年に4チ

ヤンネルの録音1影上力1に力并蛸発されたが,冬メーカーのノj式が乱立し,

技仙m勺{C酒ボ成熟であったために,普及するまでに至らなかった。

最近忙なって,ディジタル技術の進歩により,音場を決定する要永で

ある音源からの直接省'や鞭西からの各反射告の力向,遅延時問やレ

ベルをディづタル i寅算により 4Ξ成し,りスニングボイン1、の鳥1囲に酉己したス

eーカーから再生する技術開発が行われて加る。これによりコンサート

ホールと同じょうなアンビエンス感を味わえるし,またライづ淡奏のよ

うなづレゼンス感を楽しむこともできるようになるであろら。

(3) AV の結合

音声の島忠実度化と高画質化が進む中で,賄場感を更に高めるため

に,音と映像を組み合わせた AV のシステム化が新しく登場し,エン

ターティメントに欠かせぬ大きな商品となってきた。

音と映像の相乗効果を出すために,ソフトの内容,者縛システム画

砥戸打ズなど,心理的な而を含めたシステム開発が今後の課題である。

AV製・品の展望・糸賀

我が国の AV 製品は,カラーテレピ, VTR を小心に,好司"加愉出によ

つて支えられ,順調に発展してきた。ノ>後込以_上に述ベたように,

様たな新技術の開発により,新しいメディアの幽現を、たらし,また

製品の多様化が恢1られて,市場は誇笑に拡大を続けていく。しかし

ながらJ欠のように AV製品をとりまく経済.社会環」尭は極めて厳

しい、のがある。

(1)円高や貿易摩擦などによる生産拠点の海外進出

(2)韓国,台湾などの技術力・生産力の拡大

(3) VTR のi1リ易成熟に作う全需の伸びの鈍化

しかし,我が国のAV製品は先行技律溌Cよる新製品の開発にその

発展の道があり,秩々は常に世界市場の新しいf吊要を剤成し,また

ニーズにとたえながら,岡際社会の発屡とよりょい生活の具現化に貢

献していく役割を担っている。

5.
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特集

フレームメモリを応用した多機首皀デイジタルカラーテレビ

1.まえがき

カラーテレビは,アナ0グ技術としては歴史が長く完成度の高い製品とな

つているが,近年のディづタル技術,メモリ技術の進歩によって,従来

のアナロづ技術では突現困難であった新機能を導入した製品が市場

に出てきている。

今回,我々はディづタル技術の導入により,画像の特殊効果を可能

とするディジタルカラーテレビ CS-2670R形(図 1.)を開発・製品化し

た。家庭における視広勧腎報機器の中心.して,多様化するカラーテレ

E ヘの機能要求にとたえてディジタjレ画像メモリを刊加L,新機能を

、つテレピとして開発した、のである。本稿でせ,その俳成と原理

を中心に概説する。

会

井尹

和田隆吉、・戸塚治身、・石井良典、

メヲ'

表] カラーテレピのディジタル化の励'内

付加機焼

ゞ_、 1ヲ

.轡〆・ー、
条""*"*心
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ダ'驚ゞ

1窒ψ彰ノ 1/

フ'ールドメモリの使用に上るテレビ両面の竹

殊再生。

①肺止画面

⑨モニターイソ TV

③々ルチi1可面

④ストロボ々ルチ画面

ス'ーム①

⑥ハードゴピー(ビデオコビープロセソサ)

{'

図 1.三菱ディジタルカラーテレビ CS-2670R 形(米国向け)

2

韮木仂なカラー

テレビの杜能

σ可質)の改誇

K十

2.カラーテレビのディジタル化

カラーテレピのディジタル化の匠珀勺は,表 1.に示すように分類できる。

いずれも,従来のアナ0グ技術では実現困難でありディジタル技術によ

り可能となるものである。すなわち,

(1)画像メモリを利用した画像の特殊効果など,新機能の付加

(2)同じく画像メモリを利用した,ディづタル画像処理による画質改

゛盆
L二1

(3)システムの合肌化,製造コストの低減

(1)と(3)の項目は,カラーテレビの基木回路であるビデオ,ク0マ,

偏向回路などをディジタル化することで可能となるもので,現在,半

導体メーカーからディジタルカラーテレE 用 LS1力薪詔介され,ーー部のメーカ

て、商品化されて込るが,アナログカラーテレピと置き代わる忙は今少し

時問が必要である。したがって現状においては,(1)項の新機育断寸

加がディジタル化の第一段階となる。
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3,1 付加機能

今回のディジタルカラーテレビ(CS-2670R)は, A/D, D/A変換器,

フレームメモリなどの手イリタル回路の付加により,従来技術では困難で

あった以下のような画像の特殊効果機能を可能にしている。

(1)動いて込るテレピ画像を暁時に,止める静止画機能

(2)主画面のなか忙別の画像を子画而として表示するモニターイン

TV 機能(図 2.)

(3) 9分割ルた画面に異なるチャンネルの画像を表示するチャンネルサ

ーチマルチ画面機能(図 3.)

(4) 9分11ルた画面忙連続した画像を静止画で表示するスト0ポ機
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能(図 4.)

(5) 9分割した画面に任意の画而を表示できるダイジェスト機能

(図 5.)

以上の機能に加えて,全面の静止画の一部忙動画を表示する機能

をもって込る。仇ずれも,フレー△メモリを利用したテレピ信号の時問

判1変換,画面サイズ変換により,特殊効果表示を行って仏る。表 2.

に,それぞれの表示仕様を示す。

3.2 フレームメモリ

このディジタルカうーテ此'に備えているフレームメモリは,汎用 256KD-

RAM(4×64K) 10個で拙成されており,との規模のフレー△メモリが

民生機器に導入されるのは初めてのことである。また,特殊再生さ

裂
1 咲'亀1

窃珍
塗忠

モ郭

式叉ン、

れる画像のイ言号帯域幅は 5MH.と十分忙広く,階調は5ビット処理

であるが,ディザ法を用いて6ビット(64階調)相当の階調を得てい

る。

このフレー△メモリは,りアルタイ△て〒能み出しながら,かつ同時{C リ

アルタイ△でフレー△メモリの一部を新しいデータで書き換えるととがで

きるのが特長である。とれについては 5 章で述ベる。

4.ディジタルカラーテレビの構成

図 6.にディジタルカラーテレビのづロックダイヤづラムを示す。ー・点t1絲宗内宮3

が画像の特殊効釆のために付加したディジタル回路を中心とするづ口

四クで,次の 8づ口.,クに分けることができる。

(1)特殊効果処理する映像信号を師度佶号Y,色差信号R-Y,

B-Y に復凋するピデオ・クロマ回路

(2) Y, R-Y, B-Y のア寸Bグ信号を 5ビリトの手イジタル信号に変

換する A/D変換器

(3) 1ライン分の1少H象偏・牙を一朕蒜酎意するバリファメモリ

(4)汎用 256KD-RAM I0個で"成されるフレー△メモリ

(5) D/A 変換器及びRGB の原色信号忙変換する色マトリクス回

ノ_

(6)フレームメモリ,バッファメモリの統1_Ⅱし,;リ込み1川鶴Ⅱ叫路

(フ)局部同期信号発生器

(8)全休のシステムをコントロールする 8 ピリトマイクロコンピュータ

特殊効釆処即するための映像信号は,ピゞオ・クロマ1引路で卸度信号

Y,色差信号R-Y, B-Y に復調され,次に 5ピ四卜のA/D 変換器

によりディづタルイ言号に変換される。とのときの色差信号のサンづりン

グ周波数は,色信号の帯域が狄いことから,表2.に示すように卸
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映像信号

PIF
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信号釖換
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図 7.フレームメモリ周辺づ口,ワクダイアづラ△ 1

ための同期関係が独立していることから,バ四ファメモリを利用して時度信号の V2 巴している。このためメモリ容呈が節約される。

問'1岫を調整し,同期をとるようにしている。ただし,静止画モード続いて,これらのディジタル画像信号は,いったんラインメモリに書

では,フレー△メモリの読出しと〒ヰ込みを同時に行ら必要がないためパき込まれ,その後っレームメモリへ転送される。フレームメモリは表示のた

,,ファメモリは使用しない。 256KD-RAM I0 個からなるフレー△メモリめの読出しと,表示内容更新のための書換えを同時に行う必要があ

にi井き込まれた内容は,モニターインTV Eードでは主画面の映像イ言号る。しか、A/D変換器に入力される映像イ言号の同期と,表示する
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に同則して,またそれ以外のモードでは局部同期

信号のタイミング{C同期して統み出される。

したがって,テレピへ入力される映像信号がなく

なった場合でも,静止画像はそのまま同期が乱れ

ず表示を続けることが可能である。そしてフレー△

メモリから統み出されたディジタル信号は,3 仙の

D/A 変1剣掃でY, R-Y, B-Y のアナログの信号

に変換される。次{C色マトリクス 1川路で原色信・号忙

復嗣されてづラウン管ヘ導かれる。マイクロコンピュータ

部は,赤外線りモー1、コントロール{舌号を受けて,各衣

示モードに応じた制御信号をメモリ制御1旦1路,その

他ヘ出力する。その主なものは,

(1)チャンネルサーチマルチ曲岫i時のヲヤンネルシフト信

・号

(2)各表示モードを指定するための制御信号

(3)ス1、ロポ画而のための表示11討町制御信号

(4)モニターイン TV E-1汀1寺,四つの表示位1置を

指定する信号

などである。

5.フレームメモリ制御部の回路構成

5 ビット

このシステムの4寺長は,りアルタイ△でフレームメモリを,硫み出しながら,

かつ同1埒にフレームメモリの一部を新しφデータに'"き換えることが可

能なことである。これによって画画企体の静止阿の1・1'に 1円ガイズの

動画を表示する機能,9こまのストロポ画商の小で9こま目を到ル可表

示する機能,またダイづエスト機能が可能となった。その山1路枇成を

図 7、及び図 8.忙示す。

特殊効果処理する映像信号は,まずピデオ・ク0マ復、1111C により,

絢U剣言号Y と色差信号R-Y, B-Y に分航される。 Y信号は師止画,

モニターイン TV,ストロポの名、モードでそれぞれサンナjングj,峨皮数がyιな

るため,それ{C1心じた帯域を1寺つ 0ーパスフィルターで帯域制1製され,

折り返しひずみを防φでいる。ーカ,色差信号はマルチづレクサにより,

R-Y, B-Y が叫杉)割で A/D 変換器に力11えられる。

A/D 変換は,5ビット処理であり,できるだけ映像信リのダイナミ

'"クレンづを増すため,阿j切信号泓を除き,映像信号の}県レベルから,
..

白っぶれしないように最火変朋時の山レベルまでをサンナルづしてぃ

る。また 5ピヅト処理であるが, A/D 変換器の基準筵位{CサンナJン

グク0,りクの V2j珂波数で, y2 LSB レベルのパルスを亟靴するととで,

量子化による偽愉郛の発生を 6ビ.り卜処理11_1当までに改雪すること

ができた。この重登するパルスと,サンづりングク0ツクとの位相を,ライ

ンビと,フィールドごとに反転させることで, LSB の境界レベルの信

号でも不自然さが目立たないように工火してぃる。

A/D 変換された 5 ビリトのディジタル信号は,いったんバッファメモ

りに密えられる(但し,前述のように静止画モード時は,直按フレーム

メモリ K山1込まれる)。バッファメモリからフレームメモリ K転送する際に

は,フレームメモリ1C のアクセスタイムを長くとるためシリアル・パラレル変

換する。すなわち,塒Ⅲ」的に異なる Y信号(Y0 と統く(Y9)を

それそれのラッチパルス忙より Y1 ラ,りチ, Y2 ラッチにデータをホールドし

て,フレー△メモリには同1埒忙書き込む。これによりメモリ1C は,サンづ

リンクJ司波数の 1々の刷波数で動作することになる。

モニターイン TV やスト0ポモードでは,画面をν9 サイズに浦小するた

めに,垂直ブj向忙は疋査線を 3本ビとに 1本を抜き取り,フレームメモ
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図 8.フレームメモリj"辺づロックダイアグラム 2 (Y信号について)

り K転送し,水平力向はサンナルグJ,り波数の 3佶のj,吋波数で統み出

している。図 9.にそれぞれのモードでのパヅファメモリへの転送タイミ

ングを示す。モニターインTVEードでは,子廸轍iとして表示する副映像

信号の同期と主画面の映像信号の同期が異なるために,走査線3本

に1本の割合でサンナルグしたバッファメモリの副映像信号内容は,残

つた2本分の走査甥間で主画面に同期して転送される。すなわち1

(b)ストロポ,マルチ画面モード

バ,りファメモリからフレームメモリへの1広送タイミング
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."゛」;、壬ミ'ι 1.'.

D/A

g乏1奥暑号

ハヤ.ゞモリ

1 "、、、;

、YRIT重

映像信号出力

7 L/ーノ」ノ{ 1J

RεAO

、リR11E

REAO

フレームメモリを応用した多機能ディジタjレカラーテレビ・利幽・戸塚・石井

がξ1.1]

(a)モニターイン TV Eード

,、,フ,、J {」」

」^]H^.」

フ(741)

、YRITE

71/ー'.ノ「リ

REAn 一『一『,^^

Y/RITE

RE厶D

図9

ラ
ッ
チ
 
3

ラ
ツ
チ
ー

ラ
ッ
チ
 
4

ラ
ツ
チ
2

1
 
ι
.
ー
ー
ー
ー

Y
.
 
Y
.



畢^

RAS

CAS

1 1
」一J

READ

水平だ査円Ⅱ削要してバッファメモリに習き込まれた副映像信号1ライン

分のデータを子画面の表示期冏と重ならない主画面の 1ル水平走査

期問で読み出し,フレームメモリに転送している。ストロボモードでは,画

而全体がフレームメモリの読出し均」冏にあたるため,バッファメモリからの

転送と読出しを同時忙行う必要がある。ここでは,メモリの読出しサ

イクルのすき間を利用して転送している。

しかし,フレー△メモリを高速にi井き込み,読み出すため忙次のよう

な工夫が必要である。図 10.に示すように統出しサイクルをぺーづモー

ドで読行い,6個のデータ(Y信号のみ)を連続して読み出すことで,

読出L時間を短縮し,そのあいた時間を書込みサイクル時問に割り当

ててφる。この連続して読み山したデータは,4個のラッチ(1~4)

を効率良く利用して,クロックとアウトづツトコントロールの1例御により1埒

間順に並ベ直され,問断なくデータが山力される。このようにして,

見かけ上フレームメモリの同時読山し/書込みを尖現している。

このフレー△メモリは,汎用 256KD-RANI (4×64K,アクセスタイ△

10ons)を使用しているが,データは 5 ビリトであるので 4ビット並列

サイクル

^^

WRITE

図 10.フレームメモリ READ WRITE サイクルのタイミング(ストロポモード,マルチ仙Ⅱni E-1ハ

サイクル

1 1
L-.J

READ

サイクル

ι一."

WRITE

サイクル

1 1
L-.J

のそれぞれ不足分を集めてメモリをもうーつ化11り当てることにより,

効率良くフレー△メモリを雛i成している。図 11.にとのフレー△メモリの

桜j成をボす。フレームメモリは,偶数フィールドメモリと奇数フィールドメモリ

から成っており,書込みは入力映像信号に同期して行われ,統出し

はそれと非同問の内蔵の局部同期信号に従っている。

モニターインTV やストロボモードでは,フレームメモリは動画を表尓する

際,書込みの祠川ル非同賜で読み出され,託出U侍の垂直アドレスは

書込み時の爪直アドレスの 3イ高の速度で動作している。したがって,

二っの映像イ言号の同期関係によっては,奇数フィールドメモリを奇数フ

イールドて〒託み出す場合,読出しアドレスが譜込みアドレスを追い越す

可能性がある。この場合,追い越したアドレスから先のフィー}レドメモリ

の内容は,前フレームの内容であるので,動きの火きな信号の場合,

画而の上と下で喫なるフレー△を衣尓することKなり不自然な画像と

なる。このため,このシステムは,統山しアドレスが書込みアドレスを

READ

1 1
L_」

サイクル

映像信号

入力

WRITE

サイクル

0-ーーーー^

偶数
フィールド

メモリ

ノ

READ

サイクル

READI

WRITE コ

追い越すような同期関係のときには,統出し時のフィールドが奇数で

あって、,完企に書き込み終えた偶数フィールドを読み出すようにし

ている。ただし,この場合奇数フィールドで偶数フィールドメモリを,ま

たその逆で読み出すことになるため,走査線の上下関係が逆となり

西i像の内容が1ラインごとに上下反転するので補正を行っている。

すなわち表示1-1ゆフィールドと逝のフィーjレドメモリを読み出す場合は,

奇数フィールドメモリを読み出すときに垂直アドレスをーつ加算し,1走

査線先のメモリを読み出すととで,走査線の上下関係を補償して表

示している。

奇数
フイールト

メモリ

-X-)^ーーー^映像信号出力

図 11.フレームメモリの構成
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ディづタル画像メモリを導入することにより,従来アナログ技術では困

蛾であった画像の特殊表水効米を可能にするカラーテレピCS-2670R

形を製品化した。これは,今後視覚情報センターとして一厨の多様

性,高機能化が要求されるであろうカラーテレビのーつの方向を示し

たものと考えている。ーブj,カラーテレビのディジタル化の大きなメリッ

トである画質改善など基本性能の向上、今後の大きな課題である。

当社は川杯打矼年に適応形C/Yづ打靴フィルター,輪郭補償フィルターな

どを内容とするディづタル画像イ言号処理VLS1を発表したが,これら

の利用により更にi宕Ⅱ血質のカラーテレビが製品化できょう。
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特集

ハイビジョン受信機

1.まえがき

ハイピジ.ン放送は,υぐ世代のテレビジョン放送しステムを目指して,十数

年来NHK放送技祐Π"究所において開発が進められてぃるものであ

る0 現在,カメラ, VTR,テレシネなどのスタジオ機器忙関しては,番

組制作が可能な段階に逑してぃる。

郵政省においても,我が国での開窕の状況と CCIR (国際無肺泉通
信諮問委員会)での世界統一規桃ヘ向けての動きを踏まえ,昭和59

年5児から確気通信技術審議会Kおいて,スタジオ規格,伝送力式な

ざの技術的条件を定めるととを配的として排議が行われてぃる。と

れら関係者の努力により,岬何唯61年5月にユーゴスラピアで1判礎され

た CCIR の総会において,スタジオ規桃の唯一の勧夕K案)として採
択された。

更に,放送衛星による 1チャンネル伝送とパッケージ系ヘの利用を老

嫡:した新しい帯域圧縮方式が,畷仟打59年1打 NHK放送技術研窕

所において朋発され,現行の放送衛星によるハイピづ.ン放送ヘの道
が開けた。

当社においても,とのような背条を踏まえて新しい帯域圧縮力式

のハイビジ.ン受信機の開発を進め,科学万博っくば'85(畔何a釦年3

打~9門)をはじめ,各種ショーへの出屡を通じハイビジョンの索1噛ら

しさを訴える努力をしてきた。以下,との受信機の概要とイ苛弓処理

の内容について説明する。

2.ハイビジョン受信機の概要

ハイビジ.ン放送は,将来放送衛星により笑現する予定である。我が国

には,12GH.帯に八っの衛星放送チャンネルが割り当てられており,

1チャンネjレの無線周波数帯域幅は 27MH.である。 NfⅡくの開発し

た新しい帯域圧縮技術は,との1チ七ンネルの無線周波数帯域崎でハ

イビジョン{言弓を伝送可能としたもので,ハイビづヨン信号のぺースパンド帯

域幅約20Mfb を 8.1MH.に圧縮する力式である。開発試作した

ハイピジョン受信機の雛成を図 1.に,仕様を表 1.に示す。

放送衛星からの 12GH.帯の確波はパラポラアンテナで受信したあと,

9(743)

BS コンパータ(屋外ユニット)で IG王b 帯の第1小1剖J.司波(第11F)信

、弓に変換される。次忙, BSチューナー(屋内ユニ引、)において,進局.

第2 巾問1'吋波(第21F)増幅・ FM復調をおとない,帯域幅 8.1M

H.の映像イ言号と中心j,"波数 134,26M亘.の剣口IF信号を得る。と

れらは,それぞれ映像イ言号デコーダと竒声復調部ヘ送られる。1决像信

、弓は,映像信、牙デコーダで処理した後,ハイビジョン手イスづレイ上に映し
出される0 芽ワ1F信号は,音声復朋部で復奇,1・時冏伸長したあと

PCMデコーダてli声信号として復号される。

3.ハイビジョンのディジタル画像処理

3.1 映像信号デコーダの概要

新しい帯域圧縮ブブ式のサンナルグパターンを図 2.にポす。とのサンナJ

ングパターンは,4フィールドで一巡する多重サづサンづりングである。図 2

のdはサンづりング冏隔を尓しており, vd は 64.8MH.に相当する。

12GHZ

ヰ1

＼

イ*1

偕チ

^ 1.

表 1.ハイビジ,ン受信機の仕様

},'d

1]

gり

バラガ・;ラ

フワンテ・づー

一

U<

j.'゛

ソ

^1

号

数

X

伝広ベースバンド帯域^'

'1ト

ノし

汽

11.フ~12.OG11Z

BS

コンバータ

形

リサンフノレクロソクレー】

数

BS-1,3,5,フ,9,】1, 13, 15 の各 Ch

鼻厘イ.;号水下得竣朝

式

第 21F 134.26 MHZ

内

動き苅正多爪サブサγプル方式,色儒号多靈哉色イ'HJ
の圧拡比4 の TC1イ,1り型式 G宅顎汝)

*電子商品開発研窕所

式

同

1,}25 木/'60 2:1 (インタレース)

第11F

(1GHZ帯)

8.1 MH.(-6dB)

曹戸,付加砧怯多玉

捌

容

]6.2 MHZ

1映

静Ⅱ_領域

動仙域

形

BS

チューナー

映像

.」

師」1.領域

動韻域

斗÷

第21F

出

20~22MHZ

12.5 MHZ

正拠デ'ジタル1司」那

垂直局線期刈小に多玉, PCM

4 φ DPSK (2.0相 Kbps)

力

夕

音声

復調部

フ、OMf1乞

3.1 入4HZ

映像信号

テ'コータ

図 1.ハイピジ,ン受信機の舷成
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また,りサンづルクロックレートはν4 d の 16.2MH.,伝送ベースバンド帯

域は 8.1MH.である。

次に,映像信号デ3ーダの基本朧成を図 3.にポす。 BSチューナーで

FM復訓した映像信号は,16.2M、PS のティジタルデータに A/D 変換

された後,同期信号.コントロールイ言号が分航される。[司j切信、号はディ

づタル PLL部忙送られ,ここで基本クロック(32.4MH幻や各種タイミ

ングパルス(水平,垂直同期パルスなど)を発生している0 コントロール信

号は、サづサンナJンづ位相などの情報を伝える信号で,各部の制御を

行う。

マルチづレクサは,現在の映像信号データ(16.2MbP幻とフィールドメモ

リ(2)の山カデータ(32.4Mbps)を,サづサンづりング位相に介わせて
32.4 MH.で切り換え,フィールドメモリ( Dの入力{C送っている0 例え

ば,現在の入カデータが図 2.の0IC対応するとき,フィールドメモリ(1)
の入力Kは,図 2.の実線く、示したライン上の0 と.か交互忙並ん

だ手_夕が送られる。一方,フィールドメモリ(1)の出力忙は,1フィール

ド前のフィールドメモリ(1)の入カデータが送られるので,図 2,の破線
で示したライン上の口と駆が交互に並んだデータが得られる0 つま

リ,フィールドメモリ(1)の入カデータと出カデータから 4フィー}げ'分のす
べての伝送データが得られる。このようにして得られたテータは,肺

止領域と動領域に分けられ個別の処理が行われる0

部止領域補問部では,との4フィールド'分のデータから,伝送されな

仏サンナ」ング点(図 2、のXE山のデータを有捌剖する。補問はサンナJ

ングレー1、 64.8MH"の二次元フィルター(静止領域補冏フィルター)で行

つてぃる。剰茆貞域では,過去のサンづりング点のデータを使用しく

夕の訶釧剖を行うと,二重像などのω1占が価而{C現れるので,耐茆頁域

補問部では,現在のフィールドの伝送データのみを仙用して,その他

のサンナJング点のデータを補問する。補岡はサンナjングレート 32・4MH"

の二次元フィルター(到ル貞城補間フィルター)<、行って込る0

動き検出部は, 1山i像の動きをフレーム刷のデータの差分から判定し

てぃる。靜止領域と動領域の吻換は,動き検出部の情報忙基づいて

画業ごとに混合部で行っている。混合部の出力信号のうち,鄭度信

号はそのままで,色信弓は TCI(Timo-compr0豁odlntog捻60n .時

冏杣圧縮多重)デコーダで復号してからD/A変換を行う0

こうして,、との帯域のハイピジ.ン信号に復元された輝度信号(帯

域20~22MH力と色信号'(帯域7MH勾を,マトリクス回路でRGB

イ言弓{C変換してハイビジョンディスづレイヘイ11絲合してV、る0

3.2 スペクトラム解析

3.2.1 方式の原理

新し仏帯域圧紘力式では図 2.のようなサづサンづりンづを行っている

が,これは 32.4MH.の第1次サンづりングと 16.2MH.の第2 次サン

ナ」ングの 2 回のサづサンづりングに分けることができる0 前者はフィール

ド問オフセットサンナJングであり,後者仕ワレー△間オフセットサンづりングで

ある。

以下に静止領域及び動領域の帯域圧鞍にっいて述ベる。静止領域

での冴U言号成分は,図 4.のリ部泉のように 32.4MH.以下に帯域刷

限されてぃる。との信号を 32.4M王しでサづサンナJング(第U欠サンづ
リング)すると同1刈の一点鎖線のよう{C1斤り返しが生じる。更に 16・2

MH.でサづサンナjング(第2次サンナjング)を行うと同図の破線のよう

な折り返しが生じる。このスくクトル状態を細かく見ると,↓剣菁、ケ成

分は,水平ヌE査周波数jN の継数イ音のj司波数を中心に 2jバj〆フ

レームj,峨皮数)問隔の側波帯が広がる。群"次及び第2次サンづりング

による折・り返し成分は,原信号のスペクトルに対し jl'及び互j'U士

・1j1だけずれた岡波数を中心に側波帯が広がる。これらのスペクト

}レは,すべて削波数インタリーづの形で多重されており,8・1MH.の

帯域に圧縮することが可能である。

一方,動領域での原イ言弓成分は図 5.の尖線のように,16.2MI、b

ーーーX-ーー.ーーーX-ーーローーーX-ーー田一ーーX-ーーローーーX-ーー

ーーーX-ーーローーーX-ーー闘一ーーX-ーーローーーX-ーー囲一ーーX-ーー

ーーーX-ー^ーーX-一→コーーーX-ーー匪一一→くー一→コーー→くー

04π番目のフィールド
d

04,+1番目のフィールド

整数.411+2番目のフィールド 11

走査線問編11.4π十3番目のフィールド

サンブリンク問隔dX伝送しないサンプリング点

図 2.サンづりングパターン
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0-81MHZ
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に帯域制限されている。 21回のサづサンナJ

ングによって,同図の一点鎖線,破線の

ような折り返しが生じる。とのうち,第

2次サンナJングによる折り返し成分が1郭

止領域と同様に原信号成分と刷波数イン

タリーづの形で多重され,8.1MH.の帯域

内忙圧縮される 0

3.2.2 標本化のミ次元表現

映像信号処理を行う場合に,三次元塒空

朋とそれに対応した三次元j司波数空問を

ぢぇることはオ丁効である。ととでいう三

次元時空問とは,1画血を枇成するご次

元情轍之,ンと,それら巴は独立な時1剖

情轍ιで朧成される空闇であり,一方三

次元周波数空問とは,それぞれ%, y,.

力向の空問周波数/., fv,/しで"j成さ

れる空問をいら。

図 2・に示したサンづりングバターンを,

次元喝剥郭司上に表現すると図 6.(のの

ようになる。図は画脚上の水平 4d(vd

=64.8 MH幻,垂直 4h(1々h=1,125 TV

本)の格子内の各フィールドの標本点を 5

フィールド分衷現したものである。とのサ

ンナルグパターンの配列が,エ,ツ,ιブj向に

無1製に広がっているとして,これのフ_

ノ,

伝送帯域

."ー
゛^

'^

0

'^

^

、、、

リ1変換を行加,標ポ化スペクトルを求めると図 6.山)のようにな

る0 とのときの標本化スベクトルは,60H.で一巡し, j'仙 j力 jιブj

向に無限に広がっている。また/しが 30lb の塾数倍である斗打血上

のスペクトルは笑数成分のみをIJつてぃるが,それ以外のスペクトルは

干夏雰引戍づ)を1寺っている。

ある1决像信号が図 6.(a)のようなサンナルグパターンで標木化され

たとき,同伐Kb)の周波数突問上で原信号成分は,原点Kある標本

化スペクトルを中心にある広がりを持って存在する。また,その折'リ

返し成分は,同佳1(b)に示した原点以外の名標オ薪ヒスペク1北を中心
に叫じ広がりを持って存在する。折'り返しひずみが窕生しな込ため

には,原信ぢ成分と}斤り返U戊分が周波数空問」二で玉ならなφよう

に原信号成分を帯域制限する必要がある。

3'2.3 伝送可能な周波数帯域

新しい帯域圧縮方式において,伝送可能なJ.辧皮数帯域を1峨皮数空剛

上で表現すると図 7・のようになる。同図(a)は静止鎖域の伝送帯

域,(b)は動領域の伝送帯域をポしてぃる'肺止領域と動領域では,

伝送方法が異なるととから例区Ka),化)のように伝送帯域も災な

る0 したがって,送信側において静止領域と到姉頁域で異な翫狗確フ

イルターが必要である。しかし,卸止領域,弱ル頁域共に行猷Nフィルタ_

には二次元フィルターをj、Ⅱいているために, jι力向の帯域制限を加え

ていない。そのため,蔀止領域では 7.5H.,耐玲頁域では 30H.以上

のι力向の変化がある但Ⅲ象では折り返しが生じる。前殿フィルタ_の

切換は画索単位で行っており,30H.以下のι力1司の変化のみの舸

像では,折り返しひずみは発生しな仏。

3.3 補問フィルターの特性

との節では,伝送された信号から受信側で欠落点を補冏するフィルタ

にっいて述ベる。この補問フィルターは,図 3.の静止領域補ル予部

ハイビづ,ン受信機・渡辺・八尾・謝抽島・ U_1U .浜田
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と動領域補問部で示す2種類のフィルターである0

3.3.1 静止領域フィルター

静止領域の葡岡フィルターは,フィールド1謝補朋によりクく落点を補剛す

るフィルターで,その振幅の二次元周波数特性を図 8,(0)に小す0

図8,は血而の水平周波数j"と垂頂周波数juく*蹄貞される二次元

周波数平mi」二でのフィルターのゲイン A を立体表示したものである0

同区K司からわかるように,1笄止鎖域フィルターでは,水平ブj向,垂

直方向の周波数成分捻通過するが,図 6.(、)の jι=OH.平画上

1,

、、

、、

1

211

、、、、、、、
、、
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の斜めソj向の標本化スペクトルによる折り返しひずみを防ぐために,

とのj制波数成分を迎断してぃる。なお,垂直j司波数を表す単位とし

ては,画1川の垂池か向IC白P、1の繰り返しが見える合引'本数で表し

1、V本としている。

3,3.2 動領域7 'ルター

四玲頁域の柿冏フィルターは,フィールド内補りホCより欠落点を補開する

フィルタ_で,水平 16.2M王b,埀直 1,125/31V 本で遮断され,し

か、斜めガ向成分も除く、のである。卸_止領域の補朋フィルターは,

フィールド冏補冏を行うのに対Lて,到伶頁域の補開フィルターはフィール

ド内補問を行う。このネ劇珂フィルターのフィー」げ1剖の二次元刷波数特

性は図8,(b)のようになる。

4.ハイビジョンの音声信号処理

ハイビづ,ンの斉一iデータは,映像信号の埀修掃線期問に RF僻杉)割多

重されて伝送される。すなわち, RF信号において,映像信号J切間

は FM 変J樹言号で,竒声データ期朋は4相 DPSK(差動位相シフトキ

ーイング)変嗣信号で多重されている。

図 9.に・高声信ぢ処廻!1仰戊図を水す。この受信機ではチューナー,第

2Ⅱ1沖M, PCM デョーダなどは,呪在製品化されている衛IW攻送受

信機の山1路と1司じである。図に水すように, BSコンバータの出力(第

11F信号、)はチューナーに加えられ,希望のチャンネルの選局が行われ

る。このとき,叫μ寛条件の変化によるチュー寸一局部発振器の}帛波数

変動を抑えるため, AFC(凶羽ル出皮数制鶴D をかけている。との A

FCの力'式として,池i像の変嗣内容により局部発振周波数が変動し

ないようにキード AFC力式を採用した。 W1幅された第21F信号か

らは, RFスィッチにより1侠像信号期冏の FM 変調イ言号成分を減変さ

せ, PSK変嗣信号成分のみが取り出される。前述のキードAFC及

び RFスィ,,チに必要なタイミングパルスは,映像信号処図培3で再生され

るりサンづルクロック.水平1司川1信号,フレーム戸リ弸五、号などから得てい

'〕 0

PSK 変朋信牙は戸帯域ヰ・,心j田波数が 134.26MH",符・弓伝送速度

が 32.4MbpS の 4相 DPSK 信号であり,これは,同刈検波回路と

0嚇茜皮「耳生回路により復調される。この搬送波再生岡路は,4相D

PSK信号から祠期倹波に必要な基準撤送波を再生する回路である0

RFスィヅチの出力の4相 DPSK信号は,バースト状であるため搬送

波再生河路として応答特性の速い4てい倍/AFC力、式を採用した。
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との槌成図を図 10'に示す。 4相

DPSK信号を4ていイ高するととに

より,基準搬送波に相竺1する無変

調波を再生し,単同調回路により

雑音を除去した。また, AFC 回

路により,入力信号の周波数変動

にかかわらず,その入力周波数か

単同司^回路の巾心周波数に偶1持さ

れるよら{4袴成している。り'本的

には, j司波数変換1川路〔4 てい佑

ミ十サー(ダウンコンパート)一嘩同J,1-

4分j司ーミ十サー(アリづコンバート)〕と

AFC 回路郵立相検波ーローパスフィル

ターー確圧制御発振瓣(VCO)〕か

ら構成されている。したがっで庁

声系として2段の AFC をかけ、

刷波数の安定化を図って込る。

次に 4相 DPSK1斯剖された信

号は,差動デコーダにより,位相不

備詐"が除去される。この川ノJは,

符弓伝送速皮 32.4 MI〕PS に時1琳1_!

和iされた音声データであり,とれけ

データ舛仕剣可路により 2.0娼Mbps

の PCM 手一夕に伸長される。との

とき,クロック,コントロール信・号など

は,映像系で再生したものを使用

するので,特にビットタイミング再生

回路は用いていない。とのように

して得られた PCM データは, PC

'十一゛ー、、 J^J-、""、コ"ー、ノ「、"J、コー、 J-、"〔、J『ノ、コJ、"J、[、"ー、J^ J、""、"ノ「"^ J^"ノ「『"]、J-、ナ、"J、"ノ、_ノ

第11F信号

(1GHZ帯)

ヲ'ユ^ナ^

RFスイッチ

134.26MH2

第21F

増幅

同期検波

キードAFC

4相DPSK

信号入力

搬送波

再生

される。

5.むすび

以上,ハイピジョン受信機の概要にっ

FM復調

差動

デコ^タ'

力

仏て,帯域庄縮された伝送信号の

スペクトラム楴造を踏主えて説明し

た。将来,ハイピジョン放送を災現す

るために仕,送信仰kおいて帯域

Hゞ枯力式の改良忙より性能の一眉の向上を灰1るとと、に,受信側に

お仏ても大幅な LS1化を挟ゆ,一般家庭用として小形で低仙i格な

受僑機の供給を可能{こしなければ左らない

終わりに,この受信機の開発にあたり,御指導と御協力をいただ

いたNHK放送技林Wf窕所ルびに技術木部の関係老のか大托深く感

謝の愆を表す。

タイミング

発生

4てい倍

324

Mbps

帯域圧縮された

映像信号

図9

データ

伸長

4jp

π声信弓処野難j成関

4/'1,-j、

ミキ"'^

リサンプルクロック

水平同期信号

フレーム同期信号

2.048Mbps

単同調

回路

PCM

デコータ

/1

位相検波

音声信号

4分周

ヒーク

ホールド

/1,-jl /4

ローノCス

フィルター

ミキサー

ハイピづヨン受偏機・渡辺リy弓・茅噸J・11_1Π・浜田

図 10'搬送波再生回路の枇成図
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特集

VHS方式VTRのテイジタル化

VHS力式VIRは家庭用VTRの主流の座にあり,その機能,性

能はますます向上してφる。これらはへ、,ド,粘密メカニズム,冠子回

路などの進歩忙よる、のであるが,今後一屑の飛撮{をするため忙は

ディジタルイ言号処郡技術の遵入が必要である。家庭用VTR のゞイジタ

ル化には大きく分けて三つの力向がある。第一に現行のアナ0グ回

路にディジタル回路を付加して,機能,性能の向上を図る凾の,第二

にアナログ処理の機能をディジタ」レ処皿に尻き替えるもの,そして好工ご

にはテーづへの記録そのものをディジタルで行う、のである。第三の

ディジタル記録は VHSフォーマ,,トで仕なくなるため, VHS 力式の範

囲内では第一,第三の、のが開発の対象となる。

介回開発したディづタル特殊再生(特再) VTR は第一の範ちゅう

に入り,現行の VUS力式VTR に手イリタル画像メモリを応用して,

特殊再生(スチル,スロー,スeードサーチ)時の画質改;野を図る。従来の
..

VTR では困挑であったノイズやぶれのない鮮明なスチル,ス0一は、

ちろんのこと,スビードサーチについてもノイズパーやスキューひずみのな

いディジタルスeードサーチを実現することができた。更に内藏のディジタ

ル画像メモリを利用して,画像の特殊効果処郡機能、付加してVTR

の用途の幅を一段と広げている。なお,との技術を遵入したVTR

は今秋から製品化(HV-V14)される(図 1.)。

1. まえがき

中島義充、.木村恵爾、・大川雄敬、・大橋知典、・堀

R では手イづタル画像メモリを採用し特殊再生回路のディジタル化を図

つて込る。そのため,以下のように画質のよい安定な特殊再生機能

を再生モード(SP, EP)に関係なく突現している。すなわち,

(1)ノイズやぶれのな込スチル再生画が陦時に得られる。

(2)ノイズ,横ゆれのないスロー再生ができる。

(3)見たい所を系早.く見つけ出すためのスビードサーチ(剣音速/SP

モード,10佶速/EP Eード)もノイズバーやスキューひずみのない画像で

行える。

2.2 特殊効果機能

前に述ベたディづタル似Π写のために,この VTR がもっているディリタ

ル画像メモリを利用して特殊効果機能、付加した。これは,放送局

でも使用されてぃる DVE(DigiねIvid即 EHod)機能を簡易化した

、ので,画像に冬郁の加工(側人用途に限定)を加えて特殊な効巣

を山すものである。今詞は次の三つの機能を逃んだ。

(1)ストロポ効采

ディジタル画像メモリの利用により,再生画而を四っの小画而にして連

而t写真のように表示するマルチ画im機能で,スボーツなどの動きを分

解して研究したり楽しむことができる。

(2)ソラリゼーシ.ン(ペイント)効釆

ディづタル画像の階朋を変化(3段階)させて,油絵やアニメーションの

ような効果を出すことができるので,タイトル画西のイノ助艾やパ四ククラ

ウンド用ビデオとしての利用など VTR の用途が拡大する。

(3)モザイク効采
..

ディづ夕jレ画像のきめを意図的に机く(3段階)して,モザイクのような

効果を出しクィズなどにも利用できる。

2.3 TV 画像のディジタル効果機能

放送を受信したテレビ画像やカメラからの画像に対しても,前に説明

したスチルや特殊効果機能がこの VTR を通すととによって利爪で

き,従来の TV がディづタルTV 忙早変わりする。

ノ>回明発したディジタル特再VTR のづ0りク図(特再回路部分)を

図 2.に示す。 VTR本体は従来の、のと同じで, VHSフォーマリトの

VTR であるが,ディづタル特再のために図 2.の回路が迫加されてい

る。追加した回路は次のとおりである。

(1)メモリ回路

256K ピ,トのデュアルボート D-R八M を 5個使用したディリタル画像メ

モリで,削裟(Y"言号に 256(行)×512(列)×6(1若調)ピ四ト,色(C)

信号に 2別(行)×256(詞D X6(階調)ビヅトを1訓り当てている0

サンナ」ング j司波数は, Y信号が 10MHZ, Cイ言弓が 5MHZ である。

ただし, C信号は二つの色差信号(R-Y, B-Y)を時分割多重して

取川及ってぃるので,各々の色差イ言号のサンづりング周波数は25MH.

となる。 A/D コンバータは 6 ビットで, Y信号{C 1個,多重化C信号

に 1個使用しくぃる。・ーカ, D/A コンバータは 6 ビットの、のを, Y

イ再号に 1佃, C信号に 2個と 1個増えているが,これはメモリから

3

I J1翫1、
'ξJ之歩.ゞ

契季恐

明*

'謬岐'ノ琴.ゞ_、、戸{>ニ:邑乃ぐW

゛f

ディジタル特再VTRの製品仕様の孃要について述ベる。 HV-VUは,

当社のピデオのイメーづを変えるに十分と AV誌でも絶賛された HV

-FI0 をぺースに,ディジタル画像メモリを応用した製品で, HV-FI0

の高画質,高音質,多機能にディづタルスチル・スローはもちろん,業界

初の木格的ディジタルスビードサーチとディジタルビデオエフェクタ機能を刊j川し

た最高級機である。その特長は淡のとおりである。

2.1 ディジタル特殊再生

従来の家庭用VTR では,スチル,スロー,スビードサーチなどの特殊再生
..

時において,ノイズやぶれ更忙画像の曲がり(ス千ユーひずみ)が生じ,

画質の点で改善の余地があった。これを改筈するために,このVT

^

図 1.ディジタル特再VTR

ン、 王避『"』,

2.製品の概要

ディジタル特再回路の構成
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VTR本休
TV O

再生

KEY

^^^^^^^^^

ビデオイ号'
YC分離

RF

D-FF

C

R-Y

④ビデオ処理回路(1)

B-Y

^^^^^^^^

R/B I
多重化

A/D

6

スロー

コントロール

絖み出された多重化C信号をD/'A変換する際に元の二っの色差信

号にづ"机するためである。

(2)メモリコント0ール同路

前に述ベたメモリに対する映像データの読み霄き(R/W)をコントロ

ールする向路で,特再の名モードに応じて外部からの制御信号忙従っ

てメモ北ルのアドレス指定と RノノW の指令を行う。更に,特殊効果

のコントロールも行って込る。この回路はゲートアレー 1C (4,800 ゲート)

として新規に開発した。

(3)特再コントロール同路

VTR本体側の特再動作に応じて,メモリコント0ール回路に対する制御

信・号を発生する回路である。例えぱ,ス0一時にはテーづが問欠送り

となるが,テーづの移動ごとに映像信牙が完全な形で再生されるタイ

ミングにメモリへの枇'込み(W)を指イ)する(図 3.)。

(4)ビデオ処理同路σ)

入カピデオ信号からメモリへの卸度信弓,多埀化色差信号を生成する

同路である。また,タイミンづ用の同期信号も出力する。

(5)ビ手オ処理同路(Ⅱ)

メモリの出カイ喬号から NTSC コンボジットイえ号を生成する。

(6)システムコント0ール

人冏の操作に応じて特再と特殊効果の制御を行うマイコンである。

A/D

③特再コントロール回路
^^^^^^^^^^^^^^^^^

L^^^

エンヘローフ

ーーーーー「

6

メモリ

検出

256KX5

6

D/A

6

D/A

_(2ゴモリ回路"

Yf特

1 補償

混合

6

D/A

SS
コント

ローJレ

L_

特殊効果

クロマ

図 2.ディジタル特再VTR1のづロック図

クロマ

変調

クロソク

発生

一.

②メモリコントロール回跨

価)システム
コントロール

C

SYNC

_J

A 次の画面まで移動 B 次の画面まで移重力 C
ト・ーーー→・・・ーーーーー・・・・^・・・ーー・・・ーーーー→一・ー・・→

Y:輝度信号

C:色信号

R-Y :色差信号(赤)

B-Y :色差信号(青)

SS :スビードサーチ

SYNC :同期信号

RF:ヘッドからの再生信号

D-FF:ドラム回車云位相信号

ディジタル特再VTRの実現にあたり,開発を要した要業技術につぃ

て述ベる。

4.1 R/W非同期画像メモリ技術

VTRの特再時に映像信号を一疫再像メモリに記憶するととによって,

ノイズなどの不要な部分を除去しょうとするのがディジタル特再VIR

の原理である。ところが,映像信号のメモリへのi牛込み(W)巾にも

VTR からの映像信号出力が,とだえてはならない。そのためには,

①映像イ舌弓をメモリに;芹き込むと1司時に同じイ言号を出力する力、法と,

②テ牛込みのタイミングと非同期でメモリからの映像信号の統出し(R)

^

(W)

メモリ ^^^^

15 (749)

4 技術的特長

1劇1,11, 11,1劇1, 11
沌"国国.・・・・・国国四・・・・・・国

1 き

1 (W)

レ・一非同朔R/W

A, B, C・・・画面

VHS 力式 VTR のディジタル化・小11,ケ・木村・火j11・ブく橋・掘

を述続して行う方法とがある。

前者①の方法ではメモリのR/W を入力映像信号に同期させて,

うまく制御してやる必要があり,特にスローやスビートサーチでは R/

Wの切換時の同期信号の不迎続が遜けがたく,スキューひずみ(画面

の曲がのの原因となる。今回は,特再時の画質改戴泛いう立場か

らより安定な画像の得られる後者②の力法を選択した。そのために,

まず 256K ビットデュアルボートメモリを採用した。とのメモリは,その名

が示すようにデータの入出力(ボート)が二つ独立しており,基本的

(Cデータの読み1階(R/W)が独立して行える。したがって,この

メモリを用いれば,前述のR/W非同期方式(後者の力?幻の画像

メモリを原理的には繕成できる。しかしながら,実際忙は乗り越えね

ぱならない問題がーつぁった。

すなわち,デュアルポートメモリは三つのポー1、が独立とはφつて、,

笑際は 1行分のゞータをメモリセルからデータレジスタへ転送するわずか

な時問 q御60ons)は書き込むことができない。通常の画像メモリ

では,ブータを書き込む必要のなφ期問(水平づランキング期問)を選

んでこのデータ転送を行うので問題はないが,ディづタル特再のための

画像メモリで仕特にスeードサーチの場合などには, VTR の出力映像

B B B

(W)

図 3.スローの原理
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信号は不連続でありそのようなことはできない。

今回は,図 4.に示すように,前述のデータ転送期間の入カデータ

を遅延させるシフトレジスタを付加することで,この問題を解決してい

る。偶数倍速のスビードサーチを行うとテーづから再生される信号は,

ワイールドビとに映像信号・とノイズが交互{でなる。この映像信・号の部分

だけメモリに書き込むことでノイズを除去するのであるが,その書込

み期問中に必ず IH (水平期問)に 1回上述の 1行分(1H分)の

データ転送期冏が存在する。

このシステムでは,データ転送期問の入力映像信号データ(6画索分)

を上記のシフルジスタに待避させてメモリへの書込みを停止させる。

6ク0,,ク(池i身0分の時問が経過するとゞータ転送は終了しているの

で,映像信号の書込みを再開するが,このとき先にシフトレジスタに待

避した手一夕から書込みを開始し,それ以後はその行が終わるまで

映像データはシフトレジスタを経由してメモリに書き込まれる。

これを別の言葉で説明すると,入力映像データをメモリに書込み中

に,手一夕転送のタイミングに合うと映像手一夕を 6クロック分の遅延線

(シフトレジスタ)にう(迂)回させ,その 6クロック分の時問だけメモリヘ

のデータ非込みを停止してデータ転送を行う。データ転送が終了し,書

込みが再開された後は,映像データはすべて遅延線側を通ってメモリ

に入る。このようにして IH分の映像ゞータの11込みを終了すると,

手一夕の通路は元ヘ戻りシフトレジスタを経由せずに,新し仏 IH分の

映像ブータの書込みが始主り以下同様の動イノ肋新県り返される。

4.2 ディジタルスピードサーチ(DSS)技術a〕

従来,スビードサーチはノイズパーを固定するために奇数佶速が採用され

てぃる。一方,ディジタルスビードサーチでは,前述のように偶数倍速と

し,フィールドごとにノイズのない信号の得られる位隈が交互に入れ替

わることを利用する(図 5.)。ディジタル画像メモリを用仏て再生偏号

の得られる部分のみをメモリに書き込み,ノイズの部分を除去して,

二っのフィールドで完全な画像を補問して作る。この画像をメモリか

ら読み出すことにより,ノイズパーのないスビードサーチの画像を得ると

とができる。このように原理的には単純なものであるが,ヲ引祭には

記録状態(トラ,,ク柘D が様々であるテーづを再生して,すべてにノイ

ズバーのないスピードサーチを実現することは容易ではない。今回,こ

の問題を解決するために,マイコン応用忙よりテーづの記録状態に

適応したメモリの R/W制御を行って,常にノイズバーのないスビード

サーチ画像を得るディづタルスビードサーチ(DSS)力式を開発した。

回路構成は図 6.忙示すとおりで,前忙述ベたR/W非同甥の画

像メモリ(フィールドメモリ)をマイコンで制御している。図 7・に示したビ

手オテーづ上の記録卜うりクに対して,例えぱ逆方向4倍速のスビードサ

ーチを行うと,再生 1ンベ0一づ信号はフィールドごとにそれぞれ図 8

のようになり(上下対称であるので上側のみ図示),2フィールドの内

容が五いに補問されて 1フィールドの画像となる(ただし,笑際には

このエンベローづイ言弓を復闘したべースバンド映像{言号の状態でメモリに

書き込んで補問している)。

この 2フィールドのエンベローづ信号が時冏側1上で交わるレベル(Sで表

示)をコンパレータのスレショ」げ'而圧忙設定してメモリの R/W を制

御すれば過不足なく両フィールドの画像が画而上でつながる。このと

き,2フィールド目忙対する R/W 信号は図 8. aD となる。ととろ

が図 7.{Cおいて,記録トラ,,ク幅 W,は記録済みテーづ忙より様々

A/D

S .R

D ・ R

ンフトレジスタ
コントロール

データレジスタ

図 4. R/W非同期画像メモリ

S

1窒に

R

メモリ

セルアレ・ー

;タ,三τ
D . R

エンペロープ

(0 ) 1 フィールド月

図 5.

S

D/A

:tンペローフ'

(、) 2 フィールド月

フィールドメモリを矛川Hした

ノ凡、 卜

フりアンフ

0

(C)補冏された画像

スeードサーチ

ビデオ信号
処理回路

ぶQ

フィールト

メモリ

、、

エンペローフ

検波器

コンパレータの出力

16(75の

メモリ

ントロール

＼

図 6.スeードサーチ時の回路排成図

＼ ＼

＼

ンバレータ

^

D/A
コンノゞ^タ

図 7,記録テーづとスeードサーチのへ,,ド軌跡図

＼＼

( a )

←順方向

＼

＼

マイコン

＼

、、

( b )

＼

＼

^

( C )

＼

T

＼
＼

R

(d)

S1

1フィールド目

W

←^1フィールド期間・・・・・・^

図 8.エンベ0一づ信・弓とコンパレータの出力
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である。したがって, W,の値Kよって変化するエンベ0一づ信号に

応じて,図 8.(C)に示したスレショル11電圧 S 、変える必要がある。

今回開発した DSS 力'式では W,の値に応じ,マイコンを用いて最適

なスレショルド確圧を発生し, D/A コンパータを介してコンパレータに入

力する。

そのために,まず図 8.(0)に示したように一定電圧 S,をマイコ

ンから出力する。 S.はエンベローづ信号の最大レベルより低い任意の

値である。との S,レベルと入力のエンベ0一づ信号レベルをコンパレータ

て、比皎して得られるパルスから,図 8,(0)に示した時冏r をマイコ

ンによりi則定する。との 7 の値は記録トラ,,クψ品 W,の大小に対応

している。この 7 の値とその記録トラック叫ⅢC最適なスレショル1卜五

圧 S との関係は,訓卸により求められる。図 9.はその一例で,標

準(SP)モード順方向 6倍速のスビードサーチの場介に, S,としてエン

ベローづ信号の最大値のν3 に選んだときのr と Sの関係を示す。

ただし,再生へッド1崎(WP)は 70μm であり, S の_畄位は WP=

W,=58μm のときのエンベローづ信号の最大値で規林化されてぃる

(VHS ブj式のピデオトラヅクピッチ=58μm)。

図 9.の関係を用゛たディジタルスビードサーチの動作は次のようにな

る。ま,、,マイコンからエンベローづ信号の最大値の 113 にあたる電圧

を出力してコンパレータの比校確灰とし,時問T をi則定する。その7

の値に対応して,図 9.の関係から決まる確圧Sをマイコンから出力

してコンパレータへのスレショルド電圧とすれぱ,図 8.(d)に示すよう

に,そのときのコンパレータの出力が,画像メモリへの最適な R/W

信号となる。このようにして実際に得られたノイズパーのない仰i像を

図 10.に示す(図 11.はメモリのない場合)。

5,今後の展開

これまで述ベたように,介回は家庭用VTR のディジタル化の第一段

階として,ディジタル画像メモリを応用して特再時の画質改許を実現し

た。今後,とのメモリ応用の領域での特再性能の改善,機能付加,

コストダウンが課題であり,更に VTR木休の画質改辨や合皿化などを

図るためのディジタjレ儒号処到リ)野ヘの屡開も杉えられる。

図9

T (ms)

測定時冏 T と最遭スレショルドレベルS との関係
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宝一

吉

すなわち,介回開発した DSS技術をJ占に,更に特再性能の向上

を図るとともに,当ネ1:の特長であるコンポーネントカ式(色信号を一度

復調してディづタル処郡する方式)を生かして,特殊効果など付加機

能を更忙豊富にしていく。また,今回汎用 IC やゲー1、アレー 1C で1緯

成した回路を専用 IC化してコストダウンを図る。更に VHS 力式VT

R のゞイジタル化の第二段階としてディジタルフィルターによる画質改善

やFM変復調, YCイ言弓処理のディづタル化忙よる部品点数の削減,

性能向上,信頼性向上ヘの展開も行われる。

6.むすび

以上,家庭用VTR のディジタル化について,ディジタルメモリの応用に

よるディジタル特再VTR を巾心に述ベた。デュアルボートメモリを使用し

て,霄込み,謬""しが非同燭動作の画像メモリを俳成し,更にそれ

をマイコンを用いて最適に制御するようにして,ディジタルスビードサーチ

を笑現した。この技術を利用して特再時の画質を改誇し,更に同じ

画像メモリを使って特殊効果機能も心"川したディづタル特再VTR の

製品化に成功したが,これは家庭用VTRのディづタル化の第一歩に

すぎない。今後はディジタル技術の更にオ郡内杓な導入が行われ,名実

共忙家庭用VTR のディづタル化が進展するととであろう。

参考文献

(1)品中ほか.家庭用 VTR のディジタルスビードサーチ技術,1986 午

テ此'づ.ン学会全国大会(フ-13)
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特集

ハイビジョンVTRの広帯域記金示技術

ハイピジョン G高品位テレビ)は, NHK が杉ぐ唯代テレe として捉唱して

いるものである。画両のも畷従比を 16支J9 (現行テレビは4対3)と

ワイドにし,走査線を 1,125 本(現行テレe は 525オ0 に」竹して,粘

細度が高く臨場感のある画像を実現したみステムであり,最近の高度

情報化ヘの対応及び高品位テレピの世界統一規格化を目指すシステム

として、注目されるものである。そして近い将来, NHK において

新たに開発された帯域圧縮方式山を用いて,術晃によるハイビジ.ン

放送が行われようそしている。

とれらに文1応して,当礼ではハイじづヨン受信機及びVTR の開発

に取り組んでいる御御。オ薪高ではハイピジョンVTR を実現するため

に新しく開発した要素技術について,広帯域eブオ信号を記録再生

するための広帯域磁気記録技術を中心に述ベる。

1. まえがき

石橋通保、・藤井敏史"・山崎辰雄、・佐々木慶幸、・菊池

NHKが開発Lた帯域圧縮力式は,帯域20MH.のハイビづ,ンイ言号

を 8.1Mモ互に圧縮し,衛昂放送の 1チャンネルによるハイピジ.ン放送

を可能にした。図 1.に示すハイビづヨン受信機では,衛杲.から 12

GH.帯で送信されるFM変調信号を BSチューナーで受信し復調し

て,帯域圧縮ハイビづ,ンイ言弓を得ている。との帯域圧縮ハイピづ,ン信

号は,帯域圧縮デコーダで元のハイビづ,ンイ言牙に復元される。

今回開発した家庭用ハイビジョンVTR は,との帯域圧縮ハイeジョン

信号を記録再生するVTRであり,ハイビジ,ン放送の普及にイ*う一般

号淀でのテレビ録画用を目指している。ハイピづ,ン放送は,粘細度が

高く臨場感のある画像の再現をねらうものであり,家庭用ハイビジ.

ンVTR の場合は,従来の家庭用VTR とは異なり,放送と同じぐ

らいの高画質再生が前提となる。

要になる。このため,テーづへりド系の記録帯域は,後で述ベるよう

に,従来の家庭用VTR の約5佶となり30MH.近いル新啓城信弓記

録が必要になる。ーカ,家庭用VTR であるというととから,従来

の VTR と同程度の大きさにまとめることが要求される。

このような条什を満足する記録力式としては,ビデオ信号を分割し

てマルチチャンネル記録する力式と,1フィールドのビデオ信号'(1画面)

を複数卜う"に分仰ルて記録するセづメント記録力式がある。 A回開

発した VTRでは,信号処理が単純であり,記録再生系が1チャンネ

ル分ですみ,同路規模を小さくできる点を市視してセグメント記録力

式を採用した。

セグメント数は,再生 6'オSIN比と,肩速回転時のドラムの信頼性

とを老慮して3とした。すなわち,この VTR ではドラムの回転数

を従来の VTR の 3倍の毎分5,400 回転巴し,1フィールドのビデオ信

・号を 3木のトラ.,クに分割して記録している。

2 開発のねらい

BSアンテナ

潤*

BSコン

4.1 要素技術

この力式のように 1フィールドのピデオイ舌号を 3トラ.,クに分割して記録

するセグメント記録力式において,亮粘細で安定な再生両像を得るた

めには,特に下記のととが重要Kなる。

一夕

BS

チユーナー

L_

__と
TV

4

ハイビジョン受信機

図 1.ハイEジョン術星.放送受偏シス〒△の雛釦艾

要素技術の開発

ⅥR

帯域圧縮

デニータ,

_____」

帯域圧縮された信号は,その伝送特性が劣化すると復元した信号ヘ

の影縛が大きくなる。そとで,ハイビジ.ンVTR の開発では,帯域

8.1MHZ の帯域圧縮ハイビづヨン信号を忠突K記録再生するととが重

家庭用
イビジ

V丁R

( 1 )

( 2 )

( 3 )

( 4 )

( 5 )

( 6 )

(フ)

表 1.ハイピづ.ンVTR の基本仕様

ノ

フ

筱力式

対述雉
ゴラ厶

ι、1"1 転数

イヒ

ディスプレイ

三菱電1幾技何1. V01.60. NO.11・ 1986

3. VTR の記録方式

18(752)*電子商品開発研究所

ド

( 8 )

( 9 )

12イγチメタルテープ

1"1,佐 2 へッドへりカノレスキ十ソ

17.4m噛

62nlm

5,40o rpm

58μm

セグメソト記録力式(俳域庄紘ハイビ

ジ 0 γ仁号をil'U立 FM 変詔)

65分

188(W)×25αむ X ]04(D)

帯域圧縮

ハイビジ

信号

力七ゞ 1.ナオズ(mm)

ノ

圓圓

害1

回路

HC::{ 同研究所(工博)

FM

変調器

再生

帯域圧市盲

ハイヒジョン

信号

酸

アンフ

ノ、、

タイム

ヘース

コレクタ

^部分は従采の家庭用VTR(VHS)にはない機能

図 2.家庭用ハイピづ,ン VTR のシステム構成
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(1)記録する帯域圧縮ハイビジ,ン信号が,多重サづサンナJングカ式

で帯域圧縮された信号であるため,再生信号に含まれるジッタ(時問

軸変到D を数nS 以下に抑える。

(2) 3分1剃された 1フィールドの信号を画面上で継月が見えな込よ

うに再生する。

上記を実現するためのハイピづヨンVTR の基木仕様を表 1.に,ま

たシステム構成を図 2、 K示す。広帯域信弓忙刈応するため,砲径儒

mm の小形ドラ△を何分5,400 回転と亮速回転させ,テーづへ,,ドの相

対速皮を 17.4mlS に高めている。更に,記録するビデオ信号及びテ

ーづへ,,ド系の広帯域化に作い, FM変復調器,祀録アンづ,再生イコラ

イズ同路などの記録再生信牙処郡回路を広帯域化している。従来の

家庭用VTR と比較して,システム構1戊上で異なるのは余啼泉を施した

画而分11訓珂路及びタイ△ベースコレクタの部分であり,上記(1),(2)

項の実現に不可欠な構成要茶である。

図 3,忙示すように,このハイビジョン VTR を実現するため{C新し

く開発した要素技術は,広帯域ピデオ記録技術,広帯域q高窟度磁

女蜻ι録技術及び VTR 凧右の手イづタル信号処郡技術が1,甥惟になって

込る。とのうち,ディジタルイ言号処四辻断村の導入による画m杉)1判・合

成及びタイムベースコレクタ技術につ込ては既にⅧ告している('り。とこ

では,帯域1・酬'ノⅥビジ.ン儒・号の記録再生忙ついて,ルW告域ビデオ記

録技術及び広帯域・滞密度磁気記録技術を小心に述ベる。

4.2 帯域圧縮ハイビジ.ン信号の記録再生

4.2.1 VTR用信号の付加

帯域圧縮ハイビジ,ン信号には,図 4.仏)に示すように正極同1明信号

が採用されている。なお, Yは郁度信号であり, Cは時問軸が y4

に縮められ水平づランキング期問に時分割多重された線順次色信号で

ある。との信号をそのまま記録したのでは,再生時忙同期分雛がで

きずづヅタ補正を行うことができない。そとで,同図(b)に示すよ

うに,帯域圧縮ハイビジョン信号を IH (Hは水平走査期間)単位で

時冏軸圧縮してづランキンづ期問を設け,そこにづツタ検出のための負

極同期信号'とバースト信号を抓入している。ヘ回採用した圧緋社U太

24/25 であり,テーづに記録される帯域圧縮ハイピジ,ン偏・牙の帯域は,

8.1N11・h の 25/24 佶の約 8.5 入Ⅱh となる。

4.2.2 FM パラメータの設定

(1) FN1パラメータ

_ヒ祉の帯域8.5MH.の帯域Π1縮ハイビジョンイ言号は,πU妾 FM 変調さ

れてテーづに記録される。ピデオ信号帯域は余冷をみて 9MH.(-3

dB)とした。

VTR の再生脚逐越士,ピ手オ信号帯域, SIN比,モアレ,づ,,夕によ

つて火半が決主る。このうちビデオ信月1筈域, SIN比はテーづへヅド系

の特性と FMパラメータにより決まる。そこで,テーづへ,,ド系の特性と

1き合をとり, i拓1可質1]チHt に士及も j商した F八1パラメータを行生フEした。

図 5'(")に帯域 9 MH.のじ,'オ信号のスペクトラムを,同1叉1(b)に

設定した FM パラメータとテーづ K記獄する FN1偕牙のスペク1、ラ△を

iパ。

(2)モアレ

画質劣化の要因のーつにモアレがある。モアレは主にFM復調過程で

兆生する。 FM復J,1器では図 5.(C)に示すように再生 FM偏号を

2逓倍して1鰭甜し,9M壬しの低域フィルターでビデオ信号を取り川し

てぃる。このため,同関の1県訊")に示司、よらに,2逓イ片した FM儒

号の下側帯波がビデオ偏弓に湿入し画質を劣化させる。ビデオ儒号帯

ハイビジョンVTR

広帯域ビデオ記録技術

広帯域回路技術

広帯域FM記録技術

広帯域・高密度磁気記録技術

従来の家庭用VTR

ビデオ帯域幅3MH

FM搬送波周波数

4MHZ(白レペル)

テーブ

広帯域へッド

片側波FM再生

ハイビジョンVTR

高速回転ドラムサーボ

高速回転ドラム搭載デソキ

ビデオ帯域幅9MHZ

FM搬送波周波数

18MHZ(白レベル)

ディジタル信号処理技術

酸イヒ鉄テーフ

(1/2インチ幅)

フェライト

記録帯域幅6MH2

両側波FM再生

画画分割・合成技術

タイムベースコレクタ技荏1

相対速度 5.8m/S

ドラム径 62φ

回転数 180orpm

(め

メタルテーフ

(1/2インチ幅)

図 3.家庭用ハイビリ.ン VTR の要索技術

センタスト

記録帯域幅30MH2

帯域圧縮ハイ

ピ三Jヨンイ言手ヲ'

テーづに井己録

される信号
化)

相刈速度 174m/S

ドラム径 62φ

回転数 5400ゆm

図 4.負極同期信号及びバースト信号の付加

ハイW.ンVTR の広帯域記録技術・石橋・際y十・山峅・佐々木・菊池

9

Y

1水平走杏朔問(297μ5)

0

A/D.D/A.メモリ
負極同期
パースト1言号イナカロ
スキュー・ジック

の検出と補正

2010

周波数(MHZ)

(a)ビデオ信号のスペク トラム
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Y

C

45

正極同期信号

115 135 18

30

Y

＼

負極同期信白

0

C

＼

10 20

周波数(MHZ)

(b) FM信号のスペクトラム

、、
,、 50

27

C

FMパラメータ

FM搬送波周波数

同期先端11.5MHZ

黒レベル13.5MHZ

白レベル18.OMHZ

9

30

18

0

FM周波数偏移

45MHZ

23

3020 4010

周波数(MHZ)

(C) FM復調時のスペクトラム

図 5.ハイピジョン VTR の信号スペクトラム
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回転トランスヘッドアンプ

n

(1一κ)ιP

ιH

RH

(1一κ)ιP

eH

ノ、ツド

KιP

征・ー[>・一誕^

回転トランス

(田従来タイづ

π2CS

J＼ツド

π2C/

ヘッドアンプ

ヘッドアンプ

5

ιH

4

1

丑リ

n

回転トランス

C1

eH

3

ι":ヘソドのインダクタンス n

R":ヘッドの実効抵抗

四H :ヘッドの出力電圧

ιP:回転トランスー次巻線のインダクタンス

κ:回転トランスの詰合係数

図 6. RF再生回路系の系統灰1と等価回路

ノ、、ツト

2

RJ

ヘツドアンフ

化)回転ドラム内蔵タイづ

1

ノ、=16MHZ(灰色レペル相当の
搬送波周波数)

ξ一1

域は 9MH.に設定して込るので,モアレは FM パラメータによって決

まる。ここでは,2逓佶した FM信号の第2下側帯波が E手オイ言牙

に混入しないよ5 に FM 搬送波周波数を設定するととにより,モア

レを一40dB 以下忙抑えているa)。

4.2.3 広帯域信号記録と C1Ⅳ比改善

上記の FM パラメータによる FM 変調イ言号から帯域9MH.のビデオ

信号を忠実に再生するには,両側波FM記録再生を行う必要があ

る。そのためには,30MH.近い記録帯域のテーづへ,,ド系を要する

(図 5.(b)参照)。このような広帯域信号を記録再生するには, 丁^

づへッド系の広帯域化並びに回転トランス,ヘ,^ドアンづを含むRF再生回

路系の広帯域化が課題となる。更に, FM復調された再生ビデオ信

号の SIN比はテーづへ,,ド系の qN比に比例するので,(C.灰色レ

ベルの FM搬送波のへッド出力のアー四値, N.FM信号の所要帯域

ψ吊のノイズの実効値),高SIN比の再生画像を実現するためにはテ

ーづへヅド系の qN比改誹が重要になる。

(1)テーづへ,,ド系の広帯域化

テーづは抗磁力が綜K短波長記録に適した V2インチメタルテーづ(HC=

1,5000.)を採汗1している。ヘ,,ド吐,テーづの抗磁力の向上証びに

広帯域信号記録にヌ1応するために,高周波領域まで十分強い記録磁

界を発生させ,かつ,高感度再生ができるととが重要である。そと

で,飽和磁束密度と透磁率が火きく,かつ,高周波特性の良いセン

20 (754)

ダストへ四ドを新しく開発した。メタルテーづと新開発のセンダストヘッドの

採用及び既に述ベたように,テーづへ,ゞドの相対速度を 17.4m心と高

めるととにより広帯域信号・記録を実現している。

(2) RF再生同路系の広帯域化と qN比改善

RF再生同路系の広帯域化とテーづへ,,ド系の aN比改善を図る力法

として,ヘ,,ドアンづを回転ドラムに内蔵する力法を採用した御。図 6.

(axb)にそれぞれ従来タイづ及び回転ドラ△内蔵タイづの RF再生

回路系の系統灰ル等価同路を示す。従来タイづのへ.^ドアンづの場合,

ヘッド及び同転トランスのインダクタンスと,ヘ,,ドアンづの入プJ容_最及び回

転トランスとへ,,ドアンづ冏の浮遊容吊により共振特性を持っている。

そのため共振点にお込て心井Πが火きく変化し,復調された再生 Eデ

オイ言号にひずみを生じる。したがって, RF再生回路系の帯域はと

の共振周波数によって制限される。このハイビジョンVTR では両側

波FM記録再生を行うので,共振周波数は図 5.化)に示すFM

信号の最高周波数付近の 24MH.に設定して仏る。

1川転ドラム内蔵タイづの場合,ヘッドアンづの共振周波数f0 は式(1)

に示すように,へりドのインダクタンスιΠとヘ四ドアンづの入力容昂; CI

により決まる。(図 6.(b )参照)

1

5

( 1 )

二次岩線と一次巻緩との比

回転トランスとへッドアンプ問の浮遊容墨

ヘッドアンプの入力容量

ヘソドアンブの入力抵抗

JμノJO'

15 /'C 20

周波数(MH2)

図 7.倒1帯波変化率の一例

10

ξ+1

25 30

2 πVιΠ・CI

この場合j0 は 50Mモし主従来タイづの憾ぽ'2倍であった。 RF

再生回路系の共振周波数は 24MH"に設定しているので,回転ドラ

△内蔵タイづの場合,ヘ,,ドのインダクタンスは釣4倍にするととができ

る。インダクタンスは巻線の2乗に此例し,ヘッドの小力は巻壽曳に比例す

るので,ヘ,,ドの巻線を 2佶に蜘すことができ,ヘ,,ド1"力を 2佶に

向上するととができる。実際にへッド巻線を 2倍忙」哲し,ヘッドアンづ

を風転ドラム忙内蔵したととろ,ヘ,,ド出力を約2倍にするととがで

きた。との結釆,テーづへ,引ぐ系の CIN比は訟dB と約 6dB もの大

怜ゐ改筈を行うことができた。

4.2.4 再生イコライズとビデオ SIN比の改善

ビデオイ言号を FM変調してテーづに記録する場合,再生FM 信号の

下側帯波は強調され」二側帯波は抑圧される。図7.に側帯波変化率

の一例を示す。ととで, JO, J゛1, J_1 は記録する FM 信・弓の搬送

波,上側波,下仙1波の振町、1を,また, J嚇, J,1ι, J-U はへ,ワド1"カ

での再生 FM信号の搬送波,」_氾鵬皮,下楓瓣皮を示す。ξ.1,ξ一1はそ

れぞれ上側帯波変化率及び下側帯波変化率を示す。Eデオ信号の振

幅特性を平坦に再生するためには,との磁気記録噛有の下側帯波強

調及び_聨則帯波抑圧作用を再生イコライズ回路Kより補償する。すな
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周波数(MHZ)

(a)再生イコライズ特性僻N啼鹸

差動アンフディレーライン

21(755)

ノ

撮趣波周陵数16MHZ(灰色レペル相当)

9 MHZ (-3dB)

熊dB 以士

卯dB 以下

5nS 以千

t

6、むすび

今1川削兆した八化'ジ.ン VTR では家庭則として十分な高1山質'測画

を笑悦できた。今後はピデオSIN比の改・辨を更忙進め,その^古釆得

られる S1Ⅳ比の余冷を狄トラ,,ク化{C振り向けて長時階伶1山を習指

す。また,特殊呼生,音声のディづタル記録などの機能の充笑を図り,

来るべきハイビジ.ンn寺代に備えたい。

参考文献

(1)二宮ほか.浩姑削立テレピの衛1'1チャンネル伝送力'式一MUSE-,

信学論(D), J68-D, P.647 UV16の

(2)波辺ほかり、イピジョン受信機,三饗篭機技報,60, NO.11,
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(3)石橋,ル削卞,家庭用ハイビづ,ン VTR,三凌確機技W,60,

NO.3, P.28 (昭 61)

(4)佐々木低か.VTR用広帯域FM変調回路におけるモアレ特

性,昭釦年"気関係学会関西支部連大, GN-4

(5)上原ほか. VTRヘ,,ドドラ△ヘの前置単1幅滑南人」蔵κよる再生回

路系の広帯域化,信学会磁気n酢示研資, MR85-54

(の上條ほか.広帯域FM記録{Cおける祀録・再生特性の改善,
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0

K

30

0 jy2 厶

周波数

再生イコライズ回路の拡成と振ψ品特性(皿論伯)

図 8.再生イコライズ特性と回路

化)

わち,、冉生 FM信号の'穿価変f1釧片数が記鉄FMfり}の変剖指数に

等しくなるように葡倹する必要がある。また,柿峨と同時に,ビデオ

信号の SIN比改誓が可能な再生イコライズかH1ましい。

この条件を満足する再生イコライズとして,搬送波付近にコサイン特

性のビークを持ち,その抽j側の傾余陪1拓)で上、ド仙帯波を抑圧するコ

サインイコライズ特性を採用した(山。図 8.(")1C灰色レベル 11.1竺1の搬送

波(16NIH幻忙ヌ1'する再生ピデオ信琴・を,9MH.まで振ψ1,Hξ坦にす

るための再生イコライズ特性俳ル轍脚を示す。再生イコライズ特性の

求め力は,灰色レベル11_1竺1の幟送波{Cヌ1'する側帯波変化*をリ噺則し,

との突測値から計'算で求めた。このような特性を突喨するための再

生イコライズ山1路の描成と振幅1、"生(理論岫)を図 8..)に水す。

とこで, j'112 を灰色レベルのN1送波j占」波数に逃ノVでいる。ピデオ信

号の SIN比改・許は,コサイン特1生のじークの1"側の修徐十部分で上下側

帯波を川ルfすることにより, 1般送波から凱れた刷波数のノイズほと

その復."ノイズι1,1力が火きく永る FM 特打の三角ノイズ忙ヌJし,ノイ

ズ低減を行っている。また,この炉1路は位イ1N寺性が直線であり,位

相特性比{C起因する波形ひずみは発生しない。

このコサインイコライズ特性を持つ再生イコライズ刈路の採川により,

所則の目標であった 9MH.(-3dB)まで振ψ訓寺性が平地なビデメ

信号を再生することができ,かつ,ビデ才 SIN比を 5~6dB 改筈司、

ることができた。

1ンファシス回路による FM三角ノイズの低波を含む一連の qN

SIN比改鯵策により,再生 Eデ才恬牙の SIN比を"dB以上と「高

SIN比を災現することができた。

5.ハイビジョン VTR の性能と特長

開発したハイビジ.ン VTR の外観を図 9.に,ピデオ性能を表 2.に示

す。ビデオ性能は,記録帯域 9MH.(-3dB), SIN比"dB 以上,

づ,ワタ・モアレとも検知限以下で,ノイズも抵とんど獄につかなV、,家

庭用VTR としては冶材く泌の1幽質を得るととができた。

1- KCOS2π(ノノj。)

j.=1/t

ハ化'づヨンVTR の広帯域記鉄技術・眉橋・喋井・山崎・佐た木・菊池

ψ革

図 9.家庭用ハイEジ.ン VTR の夕K現

tS毛ゞキ多'ゼ,ノ
イ'イ・弍丁÷ーイ、イ、'運

4^

以、Fにこのハイピづヨン VTR の主な特長をあげる。

(1)直径 62mm の小形ドラムを証分5,400 恒N強と商迷桓肝蛋させ,

画川iを 3分剖するセグメントi謎録ノj式を採川することにより,小形の

VIR で帯域圧靜iハイピジョンイ言牙の紀録冉生を可能にしている。

(2) i高速回転ドラ△に遭したスパイラルづルーづベアリング G允1木,Ⅲ1受)を

採川し,長力1命で低騒蔀・低振動の商速河転系を突現して込る。

(3)テーづ 1'113μm の U2 インチメタルテーづの採用と新しく1消発Lた

,冉1劇生で広帯域なセンダス1へットの搭叔により,小形カセ.引、で65分

川」の商1画質録画を尖現している。

(4)新しく1刑発した'氾録時の1叫lm分削1叫路及び再生岫のタイ△ベー

スコレクタにディジタル信り処円!技術を導入し,これによりジッタを検知

限以、ドに抑え,安延で^冉Ⅱ1断羽な脚j像を突g1している。

(5)広帯域祀録にヌ"ぶして,新しく開窕した FM変舟11器を始めと

する広帯域記録再生信弓処理回路は,すべて局密度突装によりコン

パクト化を図っている。
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特集

jい升多カラービデオカメラ

1.まえがき

昭和60午の家庭用ビデオカメラの生産台数は,257万台に達し対前年

比喫%増であった。カメラー体形VIRが需要に拍車をかける結果

となっている。ユーザー層の拡大K伴って小形]隆量化などの丹H乍性を

重視する要求も一層強くなりつつぁる。小形,韓量,低消費篭力な

どの特長を持つ固体イメージセンサはとの要求に適したカメラを笑現で

き,特K カメラー体形VTRではカメラ部分のレイアウトを一新させ,

全体を小形嵯量に仕上げるととが可能となる。

今回固休イメージセンサを用い,仕様を簡略化し,小形輕量化に主眼

をおいたカラービデオカメラを開窕した。小形隆量化に関連した技術の

中から,固体イメンづセンサとカラー化ブj式,信号処理回路,レンズ及び

実装技術につき以下忙槻要を説明する。

2,カメラの構成

図 1.忙カメラ本体部の構成を,表 1,にその概略仕様を示す。カメラ

の描成要業を,光学系,主回路部、確源部及び付加機能など忙分け

た。とのカメラのレンズは焦点距礫f=Ⅱmm の固定焦点レンズとし,

通常のズームレンズのようなカメラケースから突き出した形ではなく,カ

メラケース内に納まる形態となっている。主回路部は,

(1)イメーづセンサとその周辺回路(タイミングパルス発生1回路及びイメー

ジセンサ卵動回路)

望月 哲、・松本新太郎秤・杉原正

式力

撮像梁子

水平解像度

師度 SIN

最低被写体照度

レソス

表 1. CCD カラービ手オカメラの仕様

毅P

^

色差殿次方式

ν2 イソチ CCD カラーイメージセソサ

270TV本

48dB 以上

151×(38 dB)

FI.4,メ=11mm 固定焦点レンズ

(オートアイリス付き)

非TTL北学式

慾尾式全内動

DC 6V

1.7 W'

50(W)× 103(H)× 35(D)

(色遍皮センサユニソトは含まナ)

】75g

(カメラ心匠,ビュープブイγダ,マイタ含ま,リ

^

ビ斗一フフバγグ

ホワイトノ{ラソス

1忙 ι゛

油斐砥力

法(mm)

'、

コーダ基板

^

1 '

露 がヲ

生

色温度センサ

(2)づロセス回路及び色分雛回路

(3)エンコーダ回路

の 3づ口,,ク忙大別し,各づ0,,クごとに 1枚の基板で描成できるよう

回路区分を酉南飢した。これら3枚のメイン基板は,1枚のマザー基板

を介して相互に接統している。イメージセンサの唖動に要する4種類の

慌源は,ユニ,ト化したカメラ専用の DC-DC コンバータから供給した。

また,とのカメラは小形幢量を基本コンセづ卜としながら、,永"川機

能として追尾式オートホワイトパランス機能を備え,固定焦点レンズの採

用と相まって,操作の簡便さを考慮した設計になっている。なお,

ビューファインダ及びマイクなどもカメラとしては不可決な要素であるが,

カメラの意匠上の自由度を残すため,カメラ本休から分雛した形(32

g)で別途開兆とし,本"1では触れなかった。

3.イメージセンサとカラー化方式

採用したイメーリセンサは, V2インチ光学系に迪合した CCD イメーリセン

サ(MN3734F)とした。とのイメーづセンサの基本仕様を表 2.に示

す。主な特長は,高感度,低スミャ,低残像であり,家庭用VTR

と組み合わせたとき,パランスの良い性能が得られる設計となってい

、キ

.

j゛

マザー基板
→芝 、多

^

D@一邑Cコン

"声

ス

轟

だ

豊y 雫
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図 1. CCD カラーピデオカメラ本体部の構成
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イメージセンサ

3.1 フィールド蓄積モードイメージセンサ

イメージセンサにおける受光蓄積モードとしては,1フレーム円1冏(1130

砂)信号電倚をぎ汗貰するフレー△蓄積モードと,1フィー」げ1リ1問(ν60

秒)蓄祐するフィールド蓄稙モードとがある。とのイメージセンサは,フ

オ"イオードに 1川0秒問舗積された信号確荷を,垂直づランキング期冏

に埀直 CCDヘ転送し,1水平期問ごとに水平CCDヘ転送する,

いわゆるフィールド蓄積モードのインタライン転送方式となっている。水

平CCD ヘ転送された電荷は,クロック周波数7.95MH.(水平周波数

の50訊剖の 2相駆動パルスにより水平方向に転送され出力信号と

なる。
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力

撮醗醐りイズ

2

世U

イメージセンサ(MN卸34F)の仕様

PI'

(VX11mmo)

叡

チフフ寸 iι

寸'よ

(VXH)

色フ'ルター

(vxaμmり

イソタプ4 ソゼ込ガ式 CCD

1.2 イノナ(4.89 × 6,4 り

蓄裁モ

(VX五'mmo)

489×422

ド

10.O× 15.2

6.42×フ.88

モザイクフィルター(Mg, cy, Ye, C)

フィールド嵒韻

nライン

水平耶動j峨皮数の半分 G御4MH幻で変ゴ.されているととになる。

すなわち,

C,=(Mg十Cy)ー(G十Ye)=2B-G ( 3 )

C, H=(Nlg十YO)ー(G十Cy)=2R-G ( 4 )

ただL Cが nうインの色信号 C山'.n+1ラインの色信号

とのように色信号は,1水平ラインごとに 2B-G,2R-G の色

三倒舌号が得られる。 B フィールドについて、企く同様忙影向矧言弓及び

色信弓が得られる。とのよう忙冬水平ラインから,ーつの色差イ舌号

の得られる色劃順次力式は,水平心査線闇での演算をテテわナK色信

・号を得ることができるので,信号処理回路がm猶1になり小)珍難雄化

には最迪の力式である。また,被写イ本の境界に発

生しやすい偽色現象も最小限に抑えることが可能

となる。Mg

n+1ライン

Cy

G

Mg

Mg

Ye

ただL

(Bフィールド)

Ye

Cy

G

G

Mg=R+B, cy=B十G,

(Magenta)(cyan)

図 2,イメーづセンサ

Mg

Mg

Cy

Ye

信号の統山しは,隣接する縦力向二つの画索の信号を,イメーリセン

サの内部で混合して統み出す2行混合統出しとしており,また2辻

のインタレースを行うため,混合する 2行は,フィールドごとにその組合

せを変える。このようにフィールド者汗立モードのイメージセンサであるた

め,フレー△残像がなく,また垂直方向の仁"言ぢの少ない画像を得る

ととがて・きる。

3.2 色フィルター配列と色変調

図 2.に示すように色フィルターは, Mg(マゼンタ), cy(シアン), YO(イ

10-), G (グリーン)の 4 色をモザイク状に酉引難してあり, R (レッ 1{'),

G (グリーン), B (づルー)の 3 色を舌Ⅲ難した原色フィルターに比ベ,約2

倍の光透過率となり高感皮化が可能となる。却座信号と色信号は次

のようにして得てφる。 A フィールドの場合,洲1度信号はイメーづセンサ

の各画索の出カイ言弓を, LPF(LOW P部SIHlt.r)を通すことによっ

て得る。すなわち,

Y。=(Mg十Cy)十(G十Ye)=2R+3G+2B ( 1 )

Y。、,1=(Mg十Yの十(G十Cy)=2R+3 G+2B ( 2 )

ただし Yn:nラインの輝度僑号 Y。Ⅱ:n+1ラインの鄭度信り

このように各水平ラインビとに 2R+3G+2Bが得られ,これを

却度信号としている。

次に色信号について説明する。色フィルター配列は水平方向に2画

索ビとの繰り返しとなって゛る。色信号は,水平方向隣接画素問の

信号の差を求めるととにより得られる。このため得られる色イ言号は,

小形カラービデオカメラ・望ナ]・松本・杉原

Ye

G

G

nライン

4.信号処理回路

4.1 相関二重サンプリングと高感度化

カメラのづ0ツク図を図 3,に示す。レンズ,オづティカ

ルローパスフィルター,赤夕十力,りトフィルターを通過した被

写体像は,イメーづセンサ上にゑ剤象し遜女U青号として

1」_VJされる。との信号は相関二玉サンナルグ回路

ヘ伊絲合され,イメージセンサの出力回路く、発生するり

セッ1ソイズと yjノイズとの抑圧を行う。これは

1画業ビとにノイズ卿問及びノイズづラス信号期問を

それぞれサンづルホールドした後に減算処理を行い,

ノイズ成分を除去する1旦1路となってし、る。このゑ占

采SIN比は鄭度信号で4dB改苫され,補色フィ

ルターによる入力光!止削1加効来と相まって商感皮

化を迷成している。&N比の改詳された信号は

ン(ガンマ)補正, AGC 山1路ヘと供給されるが, AG

C 山1路ではレンズの絞り(アイリス)が開放になった

場合から,12dB の利得ア,りづを行うように設定し,15 ル,りクス前後

の低照座でも十分使用できるよ町高感疫化を図っている。

4.2 信号処理

却度信号は前述の色信号成分(約4MH幻及び水平CCD転送クロ,,

ク成分(約 8MH力を除去するため,カヅトオフj"波数 3.2MH.に設

延したLPFを通して分籬される。分航された絢り剣言弓は各種の信

・牙処到!を行い,出力信・弓となる。図 4.に EIAJ-A チャートにおける

搬像例を永す。水平解像皮約270TV本を得てぃる。

次{C色信号について説明する。 AGC 回路の出力信・ぢは,4士0.5

MI・しの帯域を!Jつ BPF(Bond p0部 Filte力を通して 4MH.の変

朋成分のみが抜き取られ, 1司甥検波回路でべースバンドの色差信号と

して取り出され,前述のような 2B-G と 2R-G の信・号が1水平走

査線ごとに得られる。この信弓に補正を加えることにより, B-Y と

R-Yの色差信号として削込る。この補正は図 3.の色温座補正回路

で行うが,被写体の色温皮忙対してホワイトバランス及び色差{言号のバ

ランスをとるようにしている。ホワイ1ソ朽ンスの補正は,0,5MHZ の狄

帯域のLPFで帯域制限した鄭度信号を色信牙に加減算することに

より行い,色差信号のパランスは B・・Y 信ぢと R-Yイ言弓の利得を制

御することにより行っている。

これらの補正は全自動で行うよう K拙成している。図 5.,図 6

にカメラの色再現性を示す。このベクトル図は,1丁E カラーチャートの左

半分を打迦象した例であり,図 5.は 3,20OK のハロゲンうンづで照1明し
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Mg

Cy

Ye=R十G

(Ye110W)

(MN3734F)の色フィルター配列
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(Aフィールド)

n+1ライン
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レンス

アイリス

ドライブ

オプティカル

ローパスフィルター

1

CCD

イメージ

センサ

トフィルター

一1

相関二重

サンプリング

センサ

ドライプ

色温度

センサ

タイミング

発生

赤外カッ

升甫正

AGC

.イノ

!,/ i'

.ー~、 0 、ー^^」 1 イーム、^

、 J 、.、 J

ー",

トフィルター

ホワイト

コントロール

LPF

(32MHZ)

広帯域趨度信号

Y=2R+3G+2B

BPF

(4.0士

05MHZ)

ノー・ーー'"・'ーー",0 、ーー

'1" y -、.
乳ンで J' 1

1繍4'、,、七,才ノ、.、'ー〆ー"玉i

LPF

(05MHZ)

同期検波

図 3. CCD カラーピデオカメラのづロック図

2R-G

」ノ'

"ノ

/一

YL

5、光

,

2B-G

,げコ

た場合,図 6.は更に色温度変換フィルター W14(5,80OK 相当)を

使用した場合の撮像例を示したものである。家庭用のカラービデオカメ

ラとして十分な色再現性をもっているといえる。

4.3 オートホワイトバランス

とのカメラでは操作性の向上を図るため,余自動の追尾式オートホワイ

トバランスシステ△を開発採月」した。づ口,,ク図を図 7.{C示す。カメラの前

面に設けた受光窓から被写体周辺の光を取り込み,拡散板,赤外力

ツトフィルターを通した後,フォトダイオードで赤色成分と吉色成分を検出

し,その両成分の比率から色温度を検知するようにしてある。とこ

で,・ーつの工夫として誤動作防止回路を入れている。レンズなどの操

作を行う場合,誤って受光窓前面に触れ,入射光を遮断した場合の

対策である。色温度検波出力信号の急変時における高域成分を検知

し,規定値以上の変化があった場合に前値ホールドを行うようにして

Ⅵる。との出力は制御信号発生回路に供給され4種の制御信号が出

力される。との信号Kより,前述したよう忙ホワイトバランス及び色差
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、、/1、;

画質補正

J

1

^

ー、1ば'1全」.茎電窪弍ヂJ驫t亜八

同期発生

図 4.解像度チャート撮像例
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゛
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変調
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信号'パランスを胸動的に制御している。

以上の電気回路による払H象特性のうち,一般被写体の撮像例を

図 8,に示す。

図 5.3,20OK における色再現性

5.1 レンズ

とのカメラのレンズは図 9.に示すように 4群 5 枚1雌成で, FI.4,

/=11mm の固定焦点レンズである。枚数の少な仏小形のレンズで

あるが,フ才ーカシンづレンズとテーキングレンズの問に絞りを配した最もー

般的なピトゥイーン(Botweon)絞り力式を採用した。との方式は,フォ

ーカシンづレンズ K影粋を与えないでフランづバックの調整ができ,ひと

み(唖)距籬を長くできるため収差が少ない利点はあるが,ビハインド
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j・
図 6.5,80OK (相口)における色再現性

ソトフィルター

^

赤色

センサ

=.色

センサ

対数アンプ

.

"
垂ゞ

( 5 )

"ーーフL -"、J.」

、シ、,

対数アンプ

ノ

子

房'

y4凡、ツ'
^'卦

人'

子

、ノ゛

fミ含

Xゞ

ノ

誤動作防止

後伽斧皮写界深疫突=大一ーー ( 6 )

ただし/:レンズの焦点N扉雅 F :レンズのじ1径

比(絞り)α.被写体設定距航δ.許容錯乱円

とこで y2インチイメージセンサの場介,許容錯乱円

(のはその解像本数から計算して 25~30μm とな

るため,計算上ではフォーカス設定位置は 1,5m と

5m程度の2点ゾーン切換でも可能であるが,笑

用而で低ぽ固定的に最も使いやすい中1剖点も設け

3点ゾーンカ式とした。

オートアや炊の絞り羽根は小形化のため2枚式と

し,高胤度での過絞りを緩羽1するためのND(NOU"

t捻I Density)フィルターは F5.6 以1罪で効くように

^

色温度検知

(Bohin心絞り方式に比ベ,外径,長さなどが若干大きくなる。

j=umm の焦ノ1ぱE凱は,一般のビデオ用ズームレンズでは広角に近

い領域であるが,35mm スチルカメラに換算するとメー60mm に相当

し,標準サイズ(j=50mm)より若干望逮寄りの画角 G内如つとな
つている。

光学的な最至近撮影距航(MOD)け 1.2m となってぃるが,被写

外深度が深いため lm以下からの繊影も而Ⅱ地で, F8以上に絞られ

る明るい被写体の場合は,フ才ーカスレパーの設定位置にほとんど関係

なく 0・6m~伽の範囲の撮影ができ,とれが固定焦点レンズの使い

やす込最火の特長でもある。とのことは次の被写界深度の式から算

出できる。すなわち,

前側被写界深度

図 8.一般被写休撮像例

げ"ノ、ψ、1

)、咲1.
建ザ

ノ

25 (759)

1ノ

図 7・辿尾式オートホワイトバランスのづ口.りク則

制御信号

発生

・^

,入卑
リニ,

ー、1 喫
ノ 1

"』,」ナノ 1
3

ン点il

゛

小形カラーピデオカメラ・望打・松本・杉原

δFα9
^

1-/9十δF4

、七 J"

して仏る。

5,2 オプティカルローパスフィルター

単管式や単板式のように,鄭度信号に色信号を多

重化して取り出すビデオカメラでは,被写体に含ま

れるナイ牛スト1製界を越える商い空恬U'勺波数成分は,

低域に折り返されて偽色信号が発生するため,と

れを川1制するオづティカルローパスフィルターが欠かせな

い。とのカメラでは2枚の複加折板の問に,ν4波

長・阪を配した複合形の口ーパスフィルターを採用,入

射光は水平ブゾ向4点に分部され,310TV本と465

TV 本の 2 点にトラッづボイントをもった 0ーパス特性となってぃる。

図 10. 1C オづティカルローパスフィルターの交IJ牙玉を CZP (circulat zone

P1舐e)チャート撮像例で示す。

なお, CCD イメージセンサは近赤外域{C、感度をもっており,とれ

が色再現性に悪影縛を及ぽすため,赤外力.,トの色ガラスをオづティカ

ル0ーパスフィルターと一体に組み込んでいる。

6.小形軽量化

とのカメラは別ビースとなっているファインダ(非IT上光学式)及び

音声関係を除き,175g の幌呈:化(意匠ケースは除く)と,図 1.の

ような小形化を達成している。その主な内容を紹介すると,

(1)ハイづりツド1C 及びサづ基板の効果的な酉引査による体砧実装密

度の向上

R-Yホワイトバランス

B-Yホワイトバランス
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メイン基阪は前述のように,イメーづセンサ才遊板,づロセス基板,1ンコーダ

基板の3枚で,合剤・基板面積83.40がの巾忙U5個の部品を装荊

してぃる(実装密度5個/omり。吏にこの3枚のメイン1劇反上忙ハ

イづ小,ド1C 2個とサづ基板3枚を立休的に配置して,而実装部品上

の余剰空問を右効に利用し,体積実装密度の高い枇造とLている。

(2)マザー基仮力式による配線の削減

上記3枚のメイン基仮問の接続に,マザー基板を採用したととKよっ

て基板問の配線類が全く不要となり,重量而は、ちろん酉譜泉スペース

の点でも,あるいは組立性,メンテナンスなどあらゆる仙iでメリットと

なる。また,各メイン基板とマザー基板との相互按市τにヒンジコ才クタや

基板対基板コネクタを採用したため,各基板問を 9ぴ近くまで屡開で

き,調整やメンテナンスも極めて容易となっている。

(3)ユニ汁部品の基仮直付け化とシャーシレス化

DC-DC コンパータ,オートホワイトバランス用色温度ヒンサなどのユニ"部

品を,上記マザー基板に直付けしたことも無配線化忙大きく頁献し,

同時忙イメーづセンサ基板に直付けしたレンズユニ,寸と併せてカメラ削")

のシャーシレス化にも寄与している。

フ.むすび

固体イメーリセンサの出現は,ビチメカメラの小形幌凪化を一気に加速し

た。半遵体技術の進展とともに応1休イメーづセンサは,その主要性能に

おいて撮像管の領域忙迫ってきており,センサ自体の小形化とともに

高感度化(イ剛馳斉化),高觧像度化が強力に推し進められている。ま

た,もう一方の主要キーパーツであるレンズにっいては,枝"旨化か進

図 9.固定焦点レンズの構成1刈
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められようとしてぃる。確気101路に目を転ずれぱ,多機能で複雑化

する回路枇成も,大規模LS1の出現と,より高密度な実裴技郁ル

により,更に小形帷量化が進展しっつぁる。これらの技術が一歩一

歩前進し芯尖忙具現化されたとき,よりユーザー忙身近なピデオカメラ

やカメラー体形VTRが突現でき,一層の普及が期待できる。

参考文献

(1)石川ほか.フィールド蓄積モード単板カラー化方式, N祉ional

Teoh. Ropt.,31, NO.1 (昭 60-2)

(2)井手ほか. CCD 固体カメラの信号処理 IC, N飢ional T.d,

Ropt、,31, NO.1 (1唱 60-2)

(3)小薗ほかソト型CCD撮像素子, TV 学会技蝦ED940 (昭

61)

(4)中小上写真レンズの性質,写貞レンズハンドづツク(写真工業出版

社)

( b ) メづティカルローパスフィルター肩りのとき

図 10. CZP チャート撮像例
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特集

コンノぐクトデイスクプレーヤーDP・209R野多

1.まえがき

コンパクトディスクづレーヤー(以下, CDづレーヤーと祉す)は,昭和57年10

打に市場導入された。 CDづレー卞一は従来のLPレコーFづレーヤーに比

べて様々な特長を持っが,特にそのディジタルオーディオの音の良さと,

格段に優れた操作性とで市場を急、激に拡大してⅥる。また,市場拡

大に作い市場価桜も急、速に低、ドし,昭和61年春忙は4万円前後ま

で一Fがってきている。今後更に, Hi-Fiオーブイオからゼネラルメーディオ

までと桐広い分野ヘの用途開発が進み, CD市場力斗広大するととが

予想される。(図 1,参Nの

当社でもこの動きに対応するために,光 eツクァ,,づや専用 LS1な

どのキーパー'フコス"'ウンを重点{Cおいた技術υH発を推進してぃる。と

こで紹介する DP-209R形CDづレー卞一(図 2.)は,との朋兆の成

果をとり入れて昭和61年7打から雄産が開始された機種である。

2.全体構成

CDづレーヤーは,光ビックァ,,づとその光ピリクァッづが1詠械されるメカニ

ズム及び竃子回路から織成されているが,そのづ0ツクダイヤグラムを図

3.に示す。

27(761)

久山浩
ー・ー*

・平沢和夫"・木目健治朗、秤・西村清光、"

CD づレーヤーで最も靈要な(コスi、ウ1-1、の1高い)部,Y.は,光 eツク

アッづであり, MLP-4D形光ビヅクァッづ(図 4.)を新たに開発して

搭戯している。この光 eツクァヅづの詳細は後述するが,右限系対物

づラスチ,クレンズの採川や,光検知1瓣としてオづティカル会イレクトナbンづ

M515紹P形の搭赦など,鞆しい技1ホ佐とり人れて,ト形化,商性能
化かつ低仙i格化を笑現してぃる。

施子回路部には,光ビックァッづサーホナⅡIC, M51564 P形とディジタ

ル信弓処毘LSI, N150421P形を新た{d刑兆し排減した。との 2種

類の新ICの採用により,確子回路部品点数が50%以上削減され調
整箇所も半減している(当社比)。とれら忙上り確了'地1路の簡略化と

低佃怖化が尖現された。

以下,新たに酬1兆Lたキーパーツにっいて^#述する。

3.光ピックァップ

20

10

3.1 光路構成山

MLP-4D形光ビックァ,,づの光路挑成1刈を図・5.に示す。レーザダイオ_

ドからのレーザビームは, 1旦1+斤1芥子,ハーフナ以'ム,ヌ科勿レンズを透過し

てディスクに焦,はをネ古ぶが,とのように途中で光路を打〒り曲げな仏プj

式を直管ソj式と1呼んでいる。直管力式は最も光学部扉.点数が少なく

0

,,,/<ゞ
'^

57 58

IHIF1オーディオ

(単品CDブレーヤー)

(年)

図 1. CD づレーヤーの生産規模

59

^^^、、

コスト而で村利であるが,反血,光ピ,,クァッづの全

1冨」が大きくなる欠,点があった。光ピックァリづの高

さはCDづレー卞一全体の商さを左右するが,沌形

化ズ払化の市場要求にとたえるには,光ビ,ワクァ

,りづのi高さを極ノJ/]、さくする4Z、要力ξある。

MLP-4D形では肩1製系づラスチック弁糾勿レンズの

採用とレーザづイオードの薄形化,アクチュ1一夕の薄形

化忙より,心管力式でありながら全高28mm (従

来機極MLP-3 形は41mm)を突現して仏る。

オj限系対物レンズと従火使われて込た無限系対物

レンズとの光路の述゛は,図 6.に永すように拡

散レーザピームを平行ピームに変えるコリメートレンズが

オi1製系文科勿レンズの採用で不要となるととであり,

これにより""戊の簡業化及びブd啼なコストダウンを

可能とした。

3.2 薄形アクチュエータ山

アクチュ1一夕とはオートフォーカシング,オートトラリキンづの

ため{こ,ヌす物レンズを光川1力向及びブイスク半径ブj

向の 2・側,方1司{C動かす機備を込 5。 MLP-4D形

光ビックァリづでは,対物レンズを収り付けたホルダー

を1本の袖に治って,しゅう動及び回動させる

「2,似11体形」のアク子ユエータを採用してぃる。と

の力式は可動部重呈メシトさく刷波数特性が優れて

いるため,安定したサーポ系を椎成司・るととがで

き CD づレーヤーの再生能力を向上させてぃる。図

フ.に織成を示す。

、,1上、 J ι、1人' 、ーづ,ウ、,ιノ、ノノ、、

ノρ

瀞部 イン

60

剖"=

*併1局製作所"電子胸品研"凱叶窕所

61

ゼネラルオーディオ

(複合商品)

..ー'羊,^

62

図 2. CDづレー卞一DP-209 形の外観
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ディスク

モータ

/

ローディンク

モータ

ディスク

/

迭り機構

フりアンプ

フォーカス

サーホ

信号検出

PLL

ローデイング

モータ駆動

トラッキンク

サーホ

EFM

復調

8.46MHZ

スライト

サーホ

サーボ

コントロール

RAM

コントロール

回庫云
サーポ

(CLV)

RAM

CIRC

デコータ

システムコントロール

(マイコン)

,門ヲー

气、゛゛寺ゞ,','弓i勢

゛,'゛.ア,ノ'

各部制御

図 3,コンパクトディスクづレーヤーのづロリクダイアグラ△

図 4. MLP-4D形光 eヅクァ,づの夕悩餌

3,3 オプティカルダイレクトプリアンプ

M 51563 P 形御

徹小信号をすべて光ビク,ゞア,,づ内で処郡し,必要

な信号のみを扱いやすいレペルで取り川すととを

ねらいとして俳仔6された 3ビームカ'式対応のICで,

当社独自の光センサ技術を用い,光検知1器とナけ

ンづ回路を同ーチッづ上に枇成している。とれ忙よ

り外乱雑音による影欝を受け卿:く,正硫な光ビリ

クァ,づのサーポコント日ールが実現できる。また,光

検知器の光雌流を別澗にIC外に取り小せる織成

となっているため,光ビリクァッづ線力:1埒の光検知

排位隈測整に利便が関られている。

このオづティカル互イレクトづりアンづのづ口,ワクダイヤクラ

ムを図 8.に示すが,主な内j歳機能は以下のとおりである。

(1) 6分割光検知器

(2)確流,篭圧変換アンづ(各検知剛;)

(3)再生信号アンづ

(4)トラックエラー信モシ形成回路

28(762)

ディジタル

フィルター

表示部

アナログ

アンフ

D/A

コンバータ

操作部 電源部

各部ヘ

出力

Lch

LPF

LPF

アナログ

アンフ

///

Rch

コンパクトディスク

対物レンズ

ハーフプリズム

オブトプリアンプ

図5

レーザダイオート

MLP-4D形光ビックァッづの光路1凶

( 5 )

( 6 )

(フ)

( 8 )

センサレンズ

フォーカスエラー信号形成1亘Ⅲ各

再生信・号レベル検知回路

再生信号波形整形回路けールベルスライサ)

ミラー検山回路

回析格子
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ディスク

対物レンス

＼

コリメータレンス

ディスク

対物レンス

/

＼

無限系

図 6.無1狼系とオ丁限系ヌ、1物レンズの緋成

ヨーク

4.電子回路部

4.1 光ビックァップサーボ 1C M 51564P形B)

セリトの小形i島密度実装化をねらし、として開発さ

れた iC で,ⅡL を含スノだハイポーラづロセスの IC で

ある。光ピックァッづの制御を行うために,従来は

マイコンから複雛な指令をサーポ1C に与える必要が

あったが,との IC く'は専jl、1のロジ'ワク 1旦1路を1人」部

に線み込ノVでいるため,マイコンからの指令は簡単

な、ので制社打所能である。機能としては,光 eヅ

クァリづのサーポ同路に必要な増幅器,スィッチ及び

シリアルインタフェースのロジックコントローラ回路を組み込

んでいる。更に士 5 Vと単一・5V冠源の両用を笑

現し,ボータづ1レづレーヤーなどへの使圷jlC利便を図っ

てV、る。

また,アンづの利得や刷波数特性は外刊部品を

変えることにより肖由に設計できるため,種々の

光ピリクァ,づに品1応できる。との IC のづ口,,クダイ

ヤグラムを図 9.に示すが,主な機能は以、下のとお

りである。

(1)フォーカスサーボアンづ

(2)トラリキングサーボアンづ

(3)フォーカスサーチ回路

(4)フォーカス・ゼロク0ス検知回路

(5)トラ,,ククロス検知回路

(6)ショ,ク検知,対策,傷ディスク対策回路

(フ) Bジヅクコントローラ

4.2 ディジタル信号処理LSI M 50421P形御

ディづタルイ言号処理技術, CMOSアナロづ技術,ディジ

タルフィルター技術,ディジタルサーポ技術を駆使し, CD

づレーヤーに必要なディづタル回路を高密度に集約し

たICである。とのIC実現のために,当社独幽の

CMOSアナログ技祐肋二波形整形回路告5, PLL部に

用いられており,1C の夕H寸部品点数を大幅に削

i成して、へる。

この LS1 のづロックダイヤグラムを図 10.に示す。

また特長は下記のとおりである。

(1) CNIOS VCO (V01仏g. con廿010釦i1ねtoo

を内蔵し,少ない夕W寸部品で無調整ピットクロ,,ク再

生PLL 回路を構成できる。

(2)外部RAM として,64K D-RAM を用い

るためジッターを士 8フレームまで吸収することが

できる。

(3) 26 次位札扣斯波ゞイジタルフィルターにより,サン

ナルグ周波数を2倍に変換しDAコンパータ以降の

ローパスフィルターの負よ旦を中欝咸している。

(4)付1目補償部を含んだディジタルCLVサーポコン

トロール回路を内蔵しているので,モータドライパ回路

が解佃ぎ化できる。

(5)簡素化されたマイコンシリアルインタフェースによ

リ,マイコンの負担を軽減している。
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光検知器

出力

レーザビーム

E

「

F

^

A

C

テストモート

(出力切換)

B

D

電流一電圧

変換アンプ

L_」

電流一電圧
変換アンプ

電流一電圧
変換アンプ

電流一電圧
変換アンプ

スイッチ

電流一電圧
変換アンプ

.トラックェラーアンプ

5. CD プレーヤー DP.209 R 形

DP-2四R形 CDづレーヤーは,前述した当ネt独自

の新開発キーパーツを搭載したレギュラサイズの単品
」一冒^

CDづレーヤーである。この CDづレー卞一の特長,

格,性能について述ベる。

5,1 特長

(1)パネル高さ 58mm のスリムタイづ,新しいハイ

テ,ワク 1惑覚の CD づレーヤー

動作がスムーズで機械的動作音が小さφ高精度萪形

メカニズムを新規に1用発し,このメカニズムに前述L

た1運形光ビ四クァヅづMLP-4D形を搭載して,パネ

ル高さ 58mm のスリムタイづを実現している。

(2)優れた音像定位,グワな再生音を生み出す

ディづタルフィルターを採用

ディジタルイ言号処郡LSI M50421形に内蔵されてい

るダづルオーパサンづりングのディづタルフィルターは村ι十目斗寺

性が平坦で,高訓波含有率が低いため,者像定位

の優れたクリアな再生音が得られている。

(3)安定な再生を可能にする強力なサーポシステム

新開発の光 eツクァ,,づサーポコント0ール用IC M51564

P形とその周辺同路により楢成された強力なサーボ

システムの鋤きにより,外部からの振動やディスクの

傷やよごれに文、1して安定した再生が可能になって

いる。

(4)優れた操作性と豊富な機能

30 (764)

フォーカスエラーアンプ

EFM信号振幅検知

再生EFM信号アンプ

図 8.メづティカルダイレクトづりアンづ(M51563P)のづ0,,クダイヤグラム

ミラー検知

トラックエラー

'信号

フォーカスエラー

信号

トラックエラー

信号

主イ言号

(HF信号)

トラッキングサーボ

フォーカス

フォーカス0K

信号

二にラーイ言手号

スライドサーポ

フォーカス0K

ミラー面検出

信号

信号

フォーカスサーボ

フォーカスエラー

ゼロクロス

検知

トラッキングァクチュエータヘ

ミラ^イ言^

トラックァクロス信号

スライドモータヘ

トラックエラー

ゼロクロス

検知

フォーカスアクチュエータヘ

ショック検知

ロジック

コントローラ

図 9.光 e,,クァヅづサーポ 1C (M51564P)のづ0.,クダイヤづラ△

マイコンからの

シリアルコマンド

36曲ランダ△づログラム選曲機能や 3モードリeート機能など豊富な機能を

持ちながら、,簡半.なキー操作で機能達成ができるようマイコンづログ
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データセパレータ

HF信号
データ

スライサ

VCO

ディスク
モータ

駆動

PLL

システムクロック

発生

64K D-RAM

EFM復調

CLVサーポ

ラムが工夫されている。

レーヤーとなっている。

5.2 定格

形式

チャンネル

ディスク装播方式

光ビックァッづ

電 'ノ、

消贇電力

外形寸法

サブコード

復調

RAM

インタフェース

CRCチェソク

とのために操作性が向上L,仙いやすいづ

CIRC

復号

補問

図 10.ディづタル信号処理LSI (M50421P)のづ0,,クダイヤグラ△

システムコントロールマイコン

コマンド

テ'コ^ダ

コンパクトティスクづレーヤー

2 ヲヤンネルステレオ

前而スライド0ーディングカ式

3ピーム方式光ビックァ',づ MLP-4D形

AC I0OV 50/60HZ

12W

424 mm(W)×63 mm(王DX280 mm(1))

3.3 Rg

5.3 性能

周波数特性

高調波含有率

ダイナミ.ワクレンづ

チャンネルtパレーション

ワウフラヅター

出力電圧

ディジタル

フィルター

D/A

インタフエース

6.むすび

以上,今回開発したCDづレー卞一用キーバーツ及びそれらを使っ

DP-209R形づレーヤーにつき,その構成巴特長について述ベた。

発された光ピリクァ,づ及び専用ICは,部占,単体ではもちろんのと巴,

組み合わせてCD再生ユニ,引、としての販売も行われている。ユニット

は現在CDU-10 形を始め,2機種が生産されているが,ホー△用据

置きづレーヤーから CDづレーヤー付きうりカセまで幅広V、展開が行われ

ている。

また, CDづレーヤーとしては, DP-2四R形を始め7 機種の展開が

行われ拡大するCD市場に対応している。しかしながら, CDづレー

ヤーの価格低減,多機能化は今後、影談ことが老えられ,これらに

対応するための技術開発を今後も進めてゆきたい。
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特集

回車云へッド式テイジタルオーテイオテープレコーダー

1.まえがき

民生用ディづタルオーディオ機器としては,既に再生専用のコンパクげ'イス

ク(CD)づレーヤーが倍MNヒされ,培突K普及しつつぁる。これに対

し,1己録再生機育Eを、つたディリタルオーディオテーづレコーダー(DAT)の

IH現が期待され,その標準化のため DAT 懇談会が1983年6打忙

発足した。国内外約85社忙も及ぶメーカーが参画して審議と検討を

重ねた末,1985午7打に,~功ルスキャン方式による回転ヘ.ゞド式

DAT(R-DAI)と,マルチトラックカ式による固定ヘ四ド式DAT (S-

DAT)のそれぞれについて技術仕様がまとめられた。

DATのシステムは,一般オーディオからハイファイオーブイオに至るまで

幅広く使用されることを同的としており,高品位なオーディオ特性は

もちろんのこと,裴置の小形嵯昂オヒ,操作性の向上,機能面の充実

などにヌ、1して様々な配慮がなされている。

新社ではDAT懇談会の技術仕様に基づいたホーム用及び車載用

R-DATを開発したので,以下にそのシステム構成と信号処理及びメ

カニズムについて述ベる。

2. DAT懇談会のR・DAT技術仕様

DAT懇談会でまとめられたR-DATの技術仕様は表 1.に示すと

おりであり,合計 6モード巴豊富な用途に対応できるように杉慮さ

れている。とりわけ標本化周波数は,現在憾ぽ世界の標準となりつ

つぁる三つの周波数(48/".1/32kH力の仏ずれに、対応できる

ように,システ△パラメータが選定されている。 DAT の基本モードは,

石田禎宣、・石田雅之、・中川邦彦、・国井郷志、

伴って再生時朋も短かくなるが,安価なテーづの仙用ができ,ソフト

の大最生産が可能になるなど利.点が大きい。

DAT の場合,ディづタル記録であり,時問轍の操作が容易にでき

ることから, 1U1転ドラムの径とテーづの巻付け角は固定する必要がな

く,その積が一定の値になるようにするだけで,設計は自由となっ

ている。一例として,技術仕様ではドラム径30mmφ,テーづ巻付け

角 90゜をあげているが小径ドラムと浅い巻付け伯のおかげで,機構

系の小形化,簡業化などを図るととができる。

テーづ上の記録トラ四クは, VTR と同様2個の回転へりドを用いて

斜め方向に形成される。記録はアづマスカ式を用いて仏るので,トラ

ツク冏にガードバンドを設ける必要がなく,狭トラ四クe四チと相まって

114Mビヅト/平カインチという高密度記録を逹成しており,テーづの

単位時冏消喪皐:の削減に役立って込る。使用カセ,ゞトは,従来のコン

パクトカセリトの約ν2 の大きさで2喝罪Hの記録が行える。テーづ開口部

はり,,ドとスライダとΠ乎ぱれる二つのふたで密1羽され,テーづが保護さ

れている。

図 1.にトラ,,クフォーマットを示す。 1トラ,,クにiι録される PCM 信

号領域,曲番,時問清帳などのサづコードイ言弓領域,トラッキング用

ATF (Autom飢ic T皿ok Finding)信弓領域は IBG (1nta BI0永

GOP)で分部されているので, PCM信号'とサづコード信号のアフターレ

コーディンづが独立して行えるようになっている。サづコード信号は,

273K、PS (CD の約 4.6イ冉)の容吊;があり,多様な用途に文、1応でき

る。

48kHZ であり,32kHZ はオづション

で,長時問又は 4チャンネル化が可

能である。".1RHZ は, PCMづ口

セッサや CDづレーヤーなどで民生用

として広く採用されている周波数

である。 DAT では,このモードを

づりレコーデリドテーづ(市販の音楽テー

づ)対応の再生専用モードと規定し

ている。

ワイドトラ四クのモードを設けたの

は,コンタクトづりントによるづりレコー

テ,ドテーづ製作に支、j応できるよう

にしているためである。コンタクトづ

リント法は,マスタテーづとスレーづテー

づを接触させて,磁化パターンを転
0

写させるものであり,スレーづテーフ

には,メタルテーづより保磁力の低

い酸化物系のテーづを使用する。

このため,再生出力が少し低下す

るので,トラ,,クビ.,チを 1.5 倍に広

げてこれを補償している。これに

チ

サンプリγグ周波数(kH幻

十 ソ

量子化ビ

ネ

面

/1/

サプコ

J己

数(C励

亥

録

フ ト数(E"ト)

「1

Ξ

表 1. R-DATの技術仕様
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05mm

テープ゛
381rnm

サブコード領域2

(8ブロック)

ATF 領域2

(5ブロック)

有効記録幅

2613mm

05mm

PCM領域

(128プロ

3.システム構成と信号処理

3.1 システム構成

図 2,は竺井士で開発したホー△用R-DAT のシステム枇成を示す。車

載用は再生専用機と Lており,ホーム用の記録回路を削除した1'成

となる。

記録系では,まず2チャンネルのオーディオ信号を口ーパスフィルター(LPF)

ク)

皀)

オフシ

ノ一

ントラック1

ATF今頁域1

(5プロック)

サブコード領域2

0
゛,

ノ、、

^

_ノ

で高域成分を除去した後, AD変

換器て、16 ビ.,トのディジタル信弓に

変換する。この 16 ピットデータを上

位,下位それぞれ 8ビットに分割

,、る。以後 8 ビ.,トのデータをシン

ポルと呼ぶことにする。エンコーダで

は誤り鋼'正のためのパリティを付加

する。 1欠にシンポル↑Ⅱイ立く、 8 ピット

を 10 ピ.,トに変換する 8-10 変靜ι

を施し,これに1司j明伝・号, ATF

イJ・号を卞1加L た後,祀録アンづ,

回転トランスを介して2個の磁気ヘ

,,ドにより交五に磁気テーづに記録

する。

再生系では,ヘ.,ドで再生した信

テープ走行方向

図 1.トラックフォーマリト

ド走査

方向

(8プロック)ーー

ドラム

号を再生アンづで」轌1蹄し,波形ぎ玉

化器で周波数特性を改善し,信号

検1_1.1器によりディジタル偏・号を取り

川す。次に復訓器に入り,とこで

づ口,,ク伊脚1信号の復剥が行われる

とともに,10 ビットごとに 8 ピットに変換され,もとのシンポルデータが

得られる。シンボルブータは,デコーダに入り,ここで誤り,汀正,あるい

は補正処鳳を受けた後, DA変換器, LPF を通してオーディオ偏号と

してH1打される。

RAM は,二酎示系と再生系で佃別に 128Kピ,引、の容_最を必要とす

るが,とのシステ△では,金剣画lk用にしており,64K ピ," RAM 2

川k*切女している。その役1判は,ブータのパ四ファメモリ,テーづ上にデー

4>

オフシ

一一

ントラソク2

、、、

,ノ'

ヘット
キャプスタン

ATF

信号生成

記録

アンフ

再生アンプ

波形等化噐

信号検出器

RAM

(64K ビット X2)

図2,システム枇成
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夕を分散させるインタリーづ,これの逆操作であるディンタリーづ,ヘ四ド

がテーづに接触する90゜の期問内に信号を記録するための時ル馴岫圧縮,

これの逆操作の時冏轍訂何長である。サーポ回路は,ドラムサーポ,リールサ

ーポ,キャづスタンサーポから構成されており,テーづから再生されたAIF

信号を利用してトラ井ング制御などを行ってφる。マイコンは,システム

全体の制御を締鷲し,牛一入力,サづコード,高速選曲の処理及び曲番,

時問の表示などを行っている。このシヌテ△では48kH.モードと".1

kH.モードを実現しており,以下忙オーディオ特性を示す。

5 HZ~20kHZ 十0.5 dB周波数特性

96dB以上ダイナミ,りクレンジ

0.005%以下ひずみ率

3.2 誤り制御

R-DATでは,誤り訂正能力の高い二重リードソロモン符号と補正能力

の高V、 2トラック完結形インタリーづが採用されている。図 3・にインタ

リーづの概要を示す。 2トラック分のデータを単位として,左右2チャン

才ルのデータを偶数サンづルと脊数サンづルに分け,互いに対角上に交

差するように酉引避する。このため,まれではあるがへ,,ド貝づまり

が原因となって完全に 1トラ,,クの信号が欠落したり,テーづ1四りか

らテーづ幅の約半分までの信号が欠落して、,それぞれのチャンネル

でみると,必ず偶奇いずれかのサンづルが残るので,誤ったサンづル

を前後の正Lいサンづルの平均値で羅き換える平均値補正が可能とな

リ,信頼性が著しU高主っている。

図4,に誤り訂正符号の朧成を示す。符・号は二次元符号であり,

符号平而は 1トラ,,クにつき四平而で構成され,それぞれCI, C2 の

力向に符号化されている。このように二重K符号化されているので,

復号アJレ,'りズムにはいろいろな方法が杉えられる。

とのシステ△では,バーストi汀正能力を符号の持てる能力いっぱいま

で高め,ランダムエラー訂正能力は, CD以下の補問レートとなる復・号

アルゴリズムを採用した。初段の Q復・弓では二重誤りまで訂正を行う

とともに,二而誤り以上では C'フラグを付加する。次段の C皀復号

では, C,ワラグを用いて最火6消失まで訂正を行っている。また,

訂正できない場合は,補正ワラグを付加するが,正し仏データを救う

ため忙,すべてのパターンを綿密に確率剤'算して以下のA補正フラグ,

B補正フラグを選択している。

(1) A補正フラグ

符号を構成する 32シンポルのうち, C,フラグが刊加されているシンポル

のみ補正ワラグを令"川する。

(2) B補正フラグ

符号を描成する32シンポルすべてに補正フラグを付加する。

バーストエラー訂正は,トラ,,クブj向に 792シンポル(テーづ上で幅力向に

約0.3mm)まて宗丁正可能である。

図 5.にランダムエラー訂正能力を示す。図中,訂正領域とは誤りの

すべてが訂正される領域,補正領域とは誤り検出はできたが訂正で

きずに補正される領域,凪音領域とは誤り訂正も誤り検出もできず

忙誤りがそのまま出力される領域を示す。ここで示したのは,完全

ランダムな誤りに対する訂正能力であり,実際にはランダ△エラーとパー

ストエラーが混在している。

図 6.忙実際のシステ△て領1定したづ0,,ク誤り率のデータを示す。

これは樹励をオフトラ,,ク量にして,ヘ,,ドずれに対する誤り率の劣化

を示す、のである。 DA1の伝送系の場合,づ0りク誤り率とシンポル

誤り率の比は約10.1程度であるので,士約釦%程度のオフトラ,,ク

が起こって、,シンボル誤り率を 10-゜(づ口,,ク誤り率て、10-')以下に

抑えることができるので,バーストエラー混在を加味しても,システムの

動作上,十分な性能が確保できる。

3.3 トラッキング

トラ,,キング方式は工りア分割形ATF が採用されている。との方式は,

ヘ,,ドが ATF領域の信号を再生するとき,両隣接トラ,,クから再生

されたクロストーク成分の差が0 となるよら忙,トラッキング制御を行う

ものであり,トラリク中央からのずれ量忙応じた電圧を発生させてキ

ヤづスタンモータを駆動し,テーづの送りスビードを制御している。また,

記録されたパイロ,,ト信号て・トラ',キングを行うので, VTR のような固

定ヘ,,ドが不要となり,メカの小形化に有利である。 ATF領域は,

トラ,ゞクフォーマットからも明らかなように,2箇所に分航されているの

で,多少のトラ,,ク曲がりがあっても,良好なトラッキングが行える。

3.4 高速選曲

R-DATは,従来のテーづシステ△にはない高速選曲が可能という大き

な特長を、つてぃる。テーづ速度はわずか8.15mm心で従来のコンパク

トカセ四卜の 47.6mmlS に比ベ,非常に低速となっているため高速選

N04
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PCM領域
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図 3.インタリーづによるデータ配列
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曲に有利である。しかも,30mmφのドラ△径を使用した場合,90゜

の巻付け角となり,テーづをドラ△に巻き付けたままテーづを高速で

送り,ヘヅドがトラ,,クを斜めに横切るときに再生される信号から選

曲に関する情報を読みとることが可能となる。図 7.は高速走行時

のへヅド軌跡と再生信号を示しており,づラスアジマスヘ,,ドで再生した

ときの、のである。図示のように,再生イ言号は山と谷の部分をもっ

ており,山の部分から選阻什青報を統みとることができる。

テーづ速度を商速にしただけでは,ヘ,,ドとテーづの相対速度が通常

再生時の値からずれてしまい,40佶速程度の高速選曲しか実現で

きない。木機では200倍速を逹成するために,相対速度が一定とな

るよう,ドラムの回転制御を行っている。

テーづを通常再生時のN倍で走行させたとき,相対速度が一定と

なるドラム同転数V←Pm)は次式で近似的1て求まる。

( 1 )フォワード方向 V=60・(R+フ.やN)1πD

( 2 )リバース方向 VI×60・(R-TS・N)1πD

ただし D .ドラ△直径(30mmφ) R .ヘ,,ドとテーづの相対速度(3.13

mls)フ'.通常再生時のテーづ速度(8.15 mmβ)

テーづ速度N q高速)は式(3)で求まる。

( 3 )Ⅳ=r.V1500

ただL Tはドラムが 90゜同転する期問に再生されるエンベ0一づの1、Ⅱ

の数

以上の式忙基づき,マイコンでは次忙示す手順でドラム制御を行っ

て込る。①王ンベローづ検1"回路て、再生エンベローづのU_1の部分を抜き出

したパルス信号を発生させ,とれをマイコンの内部カウンタで計数する。

②引'数値(T)と現在マイコンからドラムサーポ回路ヘ指示しているド

ラ△回転数(V)を用込て式(3){C基づきNを計算する。③求めた

Nを用いて式(1)及び(2)に基づき札段1速度が一定となるVを計算

して,ドラ△サーポ回路ヘ指示する。この力法により,ヘ、ワドとテーづの

相対速度をー一定忙保ち,200倍速の高速逃曲を突現している。コンパ

クトカセットの実用n那艮界は,50倍速程度と言われており, R-DAT

は操作性の点でも格段に有利である。

4.デッキメカニズム

DATの機構部は,基本的にはVTRと同様で高速回転するへッドに

より記録再生を行う。回転へヅド方式は相対速度が大きくとれるた

め,広帯域な信・号を言己録するのに有利であり,またテーづをカセヅト

外部に引き出し走行案内手段によって高精度に走行規制するととが
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できるので,トラ,,クピッチの狄小化にも十分支寸応できることから DAT

のような商密皮記録に適した力式である。

テーづを夕U牝に引き1_Hして回転ドラ△に巻き刊'けるブj式は, VHS

カ'式VTR と同様の M口ーディングカ式を採用している。その理由は

テーづの引き出し呈が少ないので,ローディンづ時問が加縮できるとと

、にスペースが小さくでき,かつテーづの火半はカセ,ゞトと平行に走る

ので厚さ力向のスペースの飢絲勺に込なり,メカニズムの苅形化,小形化

に適しているからである。

テーづの安定走行樹回転ドラムを傾余陰せ,その前後に対称な位置

忙設けたーヌ丁の傾斜ガイドで行っている。回転ドラム,傾斜ガイドの配

置は,コンeユータシミュレーシ.ンで最適位置を求めた。信号を記録再生

する過程では,スペーシングロスが少なく安定なへヅドあたりが要求され

る。とれにはヘ四ド形状とテーづテンシ,ン値の遜定が重要となる。こ

こでは,テーづ剛性,テーづ厚,相対速度をパラメータとして,解析モ

ブルを州i鮮Ξし,最適ヘ'ワド形状及びテーづテンションをシミュレーションによ

り求めた。テーづテンションはドラム入口で 8~10g で,これをー一定値

に保つためテンションサーボをかけている。これにより安定な信号が得

られている。

テーづ走行系を保持するメカシャーシは,歪斜行産のテーづ走行を実現す

＼劃'

図 9,カセリトローディング機織

卜

るため剛性の高仏アjレヨダイカストを採用した。また,韓量化を図るた

め,肉原は,モーダル解析忙より強度を硴認した爽形訓符造としている。

カセット0-ゞイングは, VTR で主流となっているフ0ント0-ゞイングカ式

とした。カセットを水平K挿入するときスライダが開かれる。この部分

が VTR と異なって加る。次の重川乍は VTR と同様で,カセ,,トが吸

引された後,下力に1罪りる動作で'、たが開き,とれと速重力してりー

ルづレーキカ汀幌除され,テーづ0-¥インづ部材をマウス内に挿入する。カセ

ツト0ーディンづとテーづ口ーディングは1司・ーのモータで行っており,それぞ

れの動力をクラリチで切り換えている。また,カセ・,トのセ四ティング時

とイジェクト時に 0ーディンづ機織に過負荷がかかった場合のメカを保

護するりミ,夕は,セ,,ティングナFルイづエクト用を共川オ、るように〕二夫

し,ローブイングメカの小形化と信頼性の向上を図っている。図8.に

テーづ j上行系,図 9.1C カセットローディンづ機村6を示す。

最後に,車載用 R-DAT の外観を図 10.に示す。外形寸法は,

車戯用の標準となりつつぁる DINサイズで,車のダ,ルユポードに収納

できるように小形化を剛っている。

5.むすび

以上,介炉Ⅱ用発したR-DATについて述ベた。 R-DATは性能の大

幅な向上,カセヅトの小形化,機能や操作性の向上などの点で現行の

コンパクトカセ,,トテーづレコーダーより優れており,・一般オー手イオからハイフ

アイオー手イオに至るまで幅広く製品展開される、のとして期待される。

今後はとれらの特長を生かし,速正た価柊で製品を提供してゆくこ

とにより,¥イづ夕jレオーディオ機器の小でDAT は巾心的位羅を占める

ものと杉えられる。

図 10.車織用R・DATの外観

゜ゞーー1,_ニ
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特集

ビジュアルサウンドスビーカーシステム

峡像を伴った・ル辨冉生は,従来の 2チャンネルステレオに比ペて次のよ

うな特徴をもっている。

(1)映像と・ル像との定位が一散する必要がある。

(2)音と1映像との相乗幼宋{Cより1舗場感が坤1人する。

従来の 2チャンネルステレオによる高糾.冉生においては,琳敵者は二

つのスビーカーの左イ改寸称な位靴において最迪なステレオ感を得ること

ができ,この中央の位確からわずかでも松劇Cはずれると正砥1力向か

ら聴とえていた音は,ーカのスeーカーのソjヘ編ってしまうことにな

る。

ーカ,映像を伴った音料再生においては.一人の人が二つのスじ

ーカーの小央で映像を見ながら蔀を琳K場合よりも,多数の人々が

1司時に説聴する場合が多込。この場合,従来の 2チャンネルステレメ、再

生と向じょうな高粋再生を行うと,1寺定の一人(左右のスピーカーの

小央にいる人)を除いた人は,最迪なステレオ感を得ることがむずか

しくなる。しかし,テレビションなどの映像を伴った晋翆訂耳生忙おい

ては,このような溌琳νj法が一般的であるため,広い祝聴範囲にお

いて映像と音像の定位が一效するような音粋咋生ノj式が必要となる。

《ダイヤトーンスビーカーンでは,峡像を作った音料再生系に力けるスビー

カーによる音場冉生力式として,'ヘVAS プj式(WIDEAREA SOU・

ND力式)"を開発し,テ此ヲヨン前力の広い説聴空岡のどの位鎧で

映像を↓ιて、, Hは巾火のづラウン管に延位させることを可能とした。

この WAS ブj式は, yダイヤトーンスビーカー》の VS シリーズ, VS-30 A形,

VS-20 形, VS-15 形及び VS-100 形に搭叔されて製品化されてい

る。

ここでは,この＼VAS 力'式を中心忙ピづユアルサウンドスビーカーシステ△

につ込て述ベる。

まえがき

茂、.鈴木

センターCH

スビーカー

左CH

スビーカー

宏造、・酒井新

スクリーン

サウンドCHスビーカー

従来の 2チャンネjレステレオ再生の場合は,左右のスビーカーを緑浴才泉を

一辺とする正三"リ杉の頂点力り型想的なりスニンづポづションであり,恥叫k

位置が中央から左右忙ずれると畜像の定位はその方向{Cずれること

が,牧田氏によって報告されている山。

叫H象を伴ったときの音のンE位については, NHK の,・「,林氏によっ

て伐告されている山。それによると,ブE右ブj向定位については,告

像の力向と岡像の力向との差が 1ぴ以内のときは音は画像の方から

くるように感じられ,ソj向差が 20'以上のときは,ほとんど1画像の

県少泌を受けない。力向差が 10~20゜の範鬮では影縛の度合忙佃汰差

が生じる。これは,映像を作った音劃汀耳生を行う場合,冊Π血のサイ

ズが小さく,画西のすぐそばにスピーカーを設脳する場合には音は画

而の力'から1劃こえるが,画価iが大きくなるにつれて,音の力向と画

而が一致しなφことを示していて,火画而での再生時の音像と映像

の不一政についての問題を捉起している。

大画血{Cよる1决像と音の呼生の代表例として映画がある。四ぜ血に

おける音等再生力'式は,市1力、3 チャンネル,サラウンド1チャンネjレの 4 チャ

ンネル再生が主流である。映仙弧喰では,図 1.に示すようなスピーカー

の酉引避になっていて,左右のスeーカー忙よりステレオ再生を行い,セ

ンターのスピーカーによって台詞を再生させるために,ステレオ再生と同

時にポーカルは画i川の巾央に定1立するようになっている。

しかし,家庭ICおいて家族と一緒にテ此'ジョンで1央世liなどを楽し

むとき忙は,1師血の正血の郡想的な位隣に祝聴者全員が位置を占め

ることはできな仏。また,ーー人だけでテレビづヨンを見る場合のこと

を吉えても,2チャンネルステレオを試聴する場合とは災なり,りスニング

のベス1ボづションに付二置するケースは少ないのが笑状であろう。この

ような場合,音の定位方向と1当像が一效しないという問題が生じ,

ステレオ再生の特長が発揮できない。

このような問題を解決するために,、,イヤトーン》では映像を伴っ

た場合のスビーカーによる音欝冉生力1てとして, WASブj式を開発し,

画佃の前力の広い悦聴空冏の任意の位羅で視聴してもステレオ感を損

なわずに,音像を画血の巾火に定位させることを可能にした。

図 1.映仙j館におけるスビーカー酉颪置例

**

2 音像定位に及ぽす画像の影響

映写ブース

*郡山製作所

WAS力式は前述のよう忙,広い悦聴範鬮に対応してステレオ感と音

像の1画山iヘの定位を突現する、のである。その原理としては,ハース

効果山を応用し,スピーカーシステ△の指向性をコントロールすることによ

リ,ステレオ音場の聴取範囲を拡火したものである。

ステレオ感を損なうことなく,音像を但加ⅢC定位させる力法として

は,力妨心の映画での告緋再生方式である前力 3チャンネルカ式が肩効

である。しかし,家庭打」のテレピづヨンでの音縛再生の場合にセンター

チャンネルを設け,左右のスeーカーにヌ1して更忙センターチャンネル用スビ

ーカーを加えるととは,スペース上の問題とコスト上の問題が生じ,笑

現が困挑である。

《ダイヤトーンンでは,左右のスビーカーのみでの再生で,スビーカーの指

向性をコントロールするととにより,虚音源と Lてのセンターチャンネルを

構成する力式を開発し,広い視聴範囲忙ヌJ応してステレオ感を損なう

ことなく音像の画面ヘの定位を可能とした。

3.1 スピーカーユニットの異軸配置

WAS方式のーつの具休伽ルして,同じ再生帯域のスじーカーユニ"を

.゛.P 商品価窕所

3 WAS 方式
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2個上下IC酉副置し,更にこれらスビーカーユニ,トの一方は正面を向け,

他力を内側に3σ程度傾けて枇成する異軸配羅枇成のスeーカーシステム

忙ついて述ベる。

スeーカーユニ,ワトのー・般的な指向パターンを図 2,1C破線で示している0

区1からわかるよう k,スビーカーユニ.汁は特有の指向性をもっている

ため,スピーカーから放射される音圧はスビーカーユニ"の正血軸上で最

もレベjレが大きく,正而軸からずれるにつれて音圧が減少する。と

のような指阿性をもっスビーカーでステレオ再生を行う場合,左右のス

ビーカーのセンターから,'れること忙より,

(1)指向性忙よる,左右スビーカーの音圧差が生じる。

(2)左右スピーカーと試聴位置との距部差による音圧差が生じる。

という問題忙より,二つのスビーカーからの音圧レベルに差が生じる

音とともK,音の伝達距際幼辺足なることによる伝達時冏差が生じ,

像は中心に定位しなくなる。

図 2.の実線は同じ特性の二つのスビーカー]ニットを上下忙配置し,

互いに 25゜傾けて異仙配置朧成とした場合の指向パターンである。同

一特性のスビーカーユニ," 2個を同一方向に上下に配置した特性であ

る破線と比峻すると,50OH.ではどちらも全指向性忙近い特性を

示すが,田心.と12kf互では指向性忙差が生じ異,岫配置にするこ

と{Cより,正血ル 30゜方向の音力y攻射されているととがわかる。ナ

なわち,中高域で内側の音が強くなり,ポーカ1レが廸仟血忙定位する原

理が理解できる。

図 3.は刷波数κ対する音圧の変化を,正山杣上と内側 30゜及び

60゜ kつぃて示してぃる。同図(のは従来方式,(b)は異岫配1段方

式の特性であるが,異杣配置方式にするととKより30゜力向の特性

が再生周波数全帯域にわたって,正而励上特性とほぼ同一であるこ

とがわかる。これは,スピーカーシステムの内侭1が正面ブj向と同じ音圧

となりス亡ーカーのサーピスエリアが広くなっているととを示している0

図 4.はテレビづヨンの両側忙スぜーカーを酉引避したステレオ再生の場

合の音圧分布を永している。図において,笑線はテレピジ"ンに向か

つて右側のスビーカーから放射される音の分布であり,破線は左側の

スeーカーから放射される音の分布である。従来の方式による音圧分

布を図 4.(a)に示しているが,左右スビーカーの中心となるづラウン

管の中心轍上を除くと,1~2dBの音圧差が生じていることがわ

かる。これは,中央からずれた位置で祝聴すると,ずれた力のスビ

ーカーの音が大きく聴こえるために,音像の定位方向がづラウン管と

一致しなくなるととを示している。

図 4,化)は異.1噛晋置力ltによる音圧分布である。テレピづヨンの前
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力の広い視聴範囲にわたって,左イiのスピーカーから放射される音1王

がほぽ同じであり,どの位隈でテレピジ.ンを見ていても,左右のス

ビーカーからの音{て大小の差がほとんどなく,音像はづラウン管忙定位

するととが理解できる。

@イヤ1、ーン》では,この塾川1酉Ⅲ置力1勺を1芥城した~VAS 力'式のス

ビーカーシステムを VS-30A 形及び VS-20 形として製品化して込る。

図 5.は, VS-30A形のスピーカーシステムである。なお, VS-30A 形

は異軸配置の WAS方式であると同時に,サラウンドアンづ

を内蔵した,サうウンド剣応のAV用のスeーカーシステムであ

る。
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3.2 偏指向性音響レンズによる VVAS方式の展開

スピーカーシステ△の指向性をコントロールするブj法として,音料レンズがー

般に知られている。音縛レンズの作用は,スピーカー前方の音波の通路

に音粋レンズを配置すること忙より,音波の径路長を長くして等価

的K音速を下げj耐斤率を変える、のであり,一般的にはホーンスビーカ

の指向性をづ口ードにするためにその開口部に取りイ寸けられる。

音欝レンズの原理を応用1門図 2.の尖線のような指向パターンを
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得る力法として1刑発したのが鮖指向性を、つ音料レンズである。偏

指向性音辨レンズの具休例を図 6.に示している。同図(のは幅がそ

れぞれに災なるフィンを何新斗させて縦力「司に暫戯靴し,スビーカーユニ,ワト
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の前ブjに取り付ける描成のものであり,フィンの傾斜方向とは逆方

向の指向性をづ口ードにし,フィンの傾斜方向の指向性はこの音糾レ

ンズがない場合とほぽ同一の特性となるものである。

図 7.に図 6.(司に永す縦力向フィン形式による編指向音粋レン

ズの効果を音且牙旨向周波数特性として示している。図からわかるよ

うに,正而方恂と 30゜力向の音圧レベルが再生周波数の全帯域にわ

たって,ほぽ同一であり,図 3.に示す異杣配置方式による特性と

同じ傾向を示しているととがわかる。更に 60゜ブj向忙ヌJしても音響

レンズがない場合と比ベて,約10dBの改善が行われていることが

わかる。くダイヤトーン》ではとの偏指1句性音縛レンズによる WAS方式

のスビーカーシステムとして,図 8.に示すVS-15A形を昭和61年9月

に製品化して込る。

図 6.化)は横方向のフィン配1鐙であり,ψ吊が左右非剣称なフィン

を下ブj忙傾斜させて横ブj向に酉引置し,スビーカーユニ,汁の前方に取り

付ける1怖成のものである。この力式では,フィンの幅が広い力向の

指向性がづ0ードになり,ψ岳が狄いブj1司の指向性は音瓣レンズがない

場合の特性とほぽ同じになる。

図 9,忙図 6.(め示す樹方向フィン形状による偏指向性音縛レン

ズの効果を音圧指向周波数特牲として示している。との方式の特性

も,図 3.忙示す異削噛引置方式と同じ傾向を示し1昭が広仏フィン側の

指向性がづ口ードになり,図 4,に示すような音圧分布を得るととが

て、きる。
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4.サラウンド再生

音と映像との栩乗効米による臨場感再生の代表例は,映画でのサラ

ウンドによる音粋再生である。映画での音縛再生は,前述のように

前ブj 3 チャンネルとサラウンド1チャンネルの 4チャンネル再生がΞモであり,

図 1.のようなスeーカー酉酎避{Cより,効果音や雰剛気音を側方と後

ブjのサラウンドスビーカーから再生し,魏客が音に囲まれるような臨場感

を出している。また最近は,ビデ才ディスクづレーヤーの醐現忙より,パ、ワ

ケージ系のソフトでドルビーサラウンドカ'式によるサラウンド効采をもつもの

かMえて込る。とのようた状況のヰ・,で,今後は一般家庭でのサラウン

ド再生の術要が増人するものと思われるし,火画面化が進行するヰ・.

でのホームシアター化も進むであろう。

サラウンド効果を右効に再生するスピーカーとしての課題は,

(1)広い指向性

(2)簡便な設羅性

であり,部屋の側力及び後力の広い範囲からサラウンドを冉生できる

スeーカーが白{まれる。

《ダイヤトーン》では,とのサラウンド用スビーカーとして広指向性をもつ

とともに多様な設置性をもつ RS-10 形及びRS-8 形を製品化して

いるが,特忙 RS-10 形は図 10.に示すような全指向性のスビーカー

システ△になってしへる。

、1

4毛添

f','、ι兇
1
'11-gミラ
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5.むすび

映像を伴った音縛再生忙おいては,祝覚情繊が加わることにより,

従来の 2チャンネルステレオとは異なる音場、再生ブj式が必要となる。そ

れは,

(1)映像と音像の定位の・一致性

(2)音と映像との相乗効果忙よる臨場感の琳火

である。

《ダイヤトーン》では,映像と〒〒像の定位の一致性を笑現するために

WAS力'式を開発し,ステレオ感を損なわナに,画而の両サイドのス

ビーカー忙よる音像が山i血に雄位するスビーカーシステムを開発し製品化
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Lている。更に, 11衞場感を再生するためのスeーカー裴置として,広

い指向性をもつとともに,設1溌性の多様なサラウンド用スピーカーも製

品化している。

AV機器としてのテ比り.ンは近年ブ鄭可面化の傾向にあるが, 音

紳再生機瓣も火画而化に対応した臨場感再生が重要であり,シアター

サウンドf内な音場再生用スビーカーが今後更に要求されてくると杉えら

れる。《ダイヤトーン》では,3フィンチカラーテレビ用のスピーカーシステムとし

て, i訴形率で侍劃昜感再生忙但れた VS-10OF形スeーカーシステムも製

品化し(図 11.),多数の機種のビジュアル六打心のスeーカーシステム群を

シリーズ化している。

゛^

図 11. VS-10OF形
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特集

公衆情報表示システム《DIAMOND NET》
マルチメディア,情報サービスへのアプローチ

三笈1苞機技報. V01.60 ・ NO.11.1986

1.まえがき

商度情報社会の到来忙作い,多様化した情縦を新しい形態で提供で

きる情報システムの開兆が求められている。当社では駅,空港などの

公共空剛や競技場,ホールなどのレジャー施設忙おⅥて動画(ビデオ),

静1卜画,音声を組み介わせた情報提供サーピスを行う新しい情報メ手

イア@イ卞モンドネット》を開発,製品化した。

本稿では《ダイヤモンドネ,,ト》のシステム構成,情縦センターと端末の

緋造,情桜の伝送方式などシステムの全容と,笑際の運用例忙っいて

述ベる。

2.システムの概要

図 1.忙くダイヤモンドネット》の基本的なシステ△拙成を示す。システ△は

《NIVP》(MilsuMshi video ptocess0τ)と1乎ばれる映像処理装置を

小心とする情州センターと,センターから送られた映像音闇4情桜を表示

.再生する端末詐から成って込る。恬報センターと端末の問は1本の

光ファイパでホ古ばれており,マルチドロッづ方式で最大65.536,糒末まで

接続可能である。センターは帯域圧縮と多重化技術により RGB 各6

Eツトの列"可,255枚の肺止画,2チャネ1レの音声を同1時忙送出すると

とができる。也蹄泉上の伝送速皮は 80Mbps(メガEりト/秒)である。

野沢俊治、・中野雅章、・足達満即,・岩田修司、・森田俊

くMVPンは到Ⅱ血糸,部止画系,仟声系の各情縦を取り込み,ディづ

タル処理を施して回線に送出する。動仙i信号入力は 10MH.サンづル

でRGB 各6ビリトにディジタル化され,必要であれぱ縮小などの特殊

効果が加えられた後,帯域圧縮処理をうけ送出される。との動画情

帳は常時全端末で表示可能となる。

静止画情報はパソコンをべースとした画像作成奘隈で作成し,

<MVP》に入力する。《MVP>はこれをパケット化し,動画汁脊報の垂

画婦帝判切問K重畳して送出する。この静止画は画面ごとに,時分割

多重された255のチャネル忙分けて送出され,各゛揣末は指定されたチ

ヤネルの情縦のみを受信し表示する。 2チャネルの音声入力は,各チャ

ネルと、 31.5 虹1.サンづルで10 ビリト{こ PCM 符・弓イ断糸,重加断¥上躍の

水平州線期問忙重畳して送出される。これにより動画情轍忙同期し

たバイリンガル又はステレオ音声が全端末にサーピスされる。

また,《MVP》は映像音縛情樹だけでなく,制御情祁を静止画伝

送用のチャネルを通じて送出するととにより各端末を個別忙制御でき,

静止画受信チャネ}レの指定や端末匙源の入切などを指定するととがで

きる。

一方,端末は光ファイバを通して送られてきた情雜の内,動画情報

は帯域伸長した後,常時表尓する。音声、動画情報から分航後DIA

変換,フィルタリンづを行い常時再生する。静止画情様忙関しては,指

TVカメラ

動画系VTR

入力
ヒデオデイスク

D
白区ヨ

他計算機ヘ

画像作成裴置

くDIMPL日

^**

マイクロフォン

オーディオテーブ

静止画入力

音声系入力

(2Ch)

MVP

コンソーノし

光ファイバ回線

ラインモニタ

80Mbps

D

42(フ76)*応用機器研究所朴長崎製作所

大画面

ディスプレイ

定されたチャネルの情報のみを動画

祀上誠から分雜・復号してリフレッシ

ユメモリ上に画像を揣i画し表示する。

また,センターが制御情報によって

許可した場合は,端末で任意の静

止画チャネjレを選択し受信・表示す

ることができる。との場合,送信

巾のどのチャネルを避択しても2秒

以内忙表示が可能である。端末で

表示される映像は, RGB各6ピッ

トの動画とそれに重ね合わされた

静止画で構成される。静止画は1

画面最大60×20字の文字が表示

でき,表示色は 4,096色の中から

16色が選択できる。文字サイズは

6種類が混在使用でき,英数字以

外に漢字,カナ,モザイク,外字が表

示できる。表 1.に端末の仕様を

示。

このように《ダイヤモンドネット》は,

情桜を全ディジタル化しづ]6ファイハ'ケー

づルを通して伝送するととにより,

高品質,高信頼,高速で多彩な映

像音響サービスが行える。

アダプタ

図1.システム構成図

に

端
末
群

端1ンセ



項 ・ 1
ノ, ノ]、 仙 :11

1励

バ; 1冉

デリミタ

」炉

成

1バイト

仕

玉t {毎動:唖

全 lm 師止向

樹斥1,i十師止釦砂);剃支門U河

43(フフフ)

様・犠

レ』

Ij」1

『」

巳

ム小文'1」数

文字サ'ズ

文字種類

放万晰切戊

止

叩

1,200 (60 子.× 20 子n

6柯ヰ訂

英数,カナ, 1支1、1

外1:(DRCS)

モザイク

4ρ%色小 16 色進択

心景色,行景色赴立斯建

令lm行最色 4ρ?6 色小 1 色
1 _1

ン」、 1」

卿」

フラソシγグ(正・逆J'Jd或)

靴ノJ向スタνール(令i癖,稲1分)

卸止画の.V武エリγ新定

レ

川1

アフりケーショγ

表 2. DiMNIS における各階層の規定事項

RGB 芥 6 ビソ 1

峡像粥域 3.5MHZ
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3、伝送方式

3.1 静止画情報伝送方式

くダイヤモンドネ四トンにおける卸止世_1iの伝送は, DiNINIS と1呼ぱれる独

臼のづロトコルによって行われている。 1)iMNIS はIS0σnta・血tion址

Org且nizatlon for standardizalion)の OSI (open system lnterc、

Onnedion)レイ卞モデルに準拠した形式で階層化されており,各階屑

における硯定班項は表 2.に水すとおりである。

仏送はセンターから端ボへの片力向通信で行われる。伝送データは

捉獣サービス

:ノ

規

画像支示,符号化力式

ソ

フ

夕

ム示同甥,侵先処理

リ

一

ク

パケ,,ト化され動画情報の空き水平走査期間(以下,水平走査期冏を

Hと表す)に重畳される。 1H {C 1パケヅトが重畳され,1フィールドで

最大 12Hが重畳のため忙使用される。パケヅトは最大512バイトの可

変長で図 2,忙示すような形式をとる。ヘッダ盲悦士定長でネットワーク

層以ードの佶縦を含み,1ハ'イトごとに誤り訂'正が行える。セヅションフィ

ールド及びユーザー手ータフィールドは,可変長でそれ凶牙忙含まれる長さ

を示すがh畷;こよりネ都揣を検1_Ⅱする。セッシ,ンフィールドでは,衷示の同

1切や優先凌を示す情搾が送られ,ユーザーデータフィールドでは,表示デー

夕や制御用データが送られる。

蝕'イヤモンドネヅト》ではセンター巴端末群は単一伝送路て・接続されて

いるため,物理的ICは全端末に同ーデータが送られるが,論理的な

チャネルを設けること忙より,各端末に個別の情報を伝送するととが

できる。とのために,パケットのへヅダ荊"こはそのパケットが伝送され

ているチャネル番・弓を示す↑青縦が含まれており,各端末は,センターか

ら指定されたチャネル番号のパケ,"のみを取り込み復号する。各端

太の受信チャネル番号は,センターから制御情報を送ることにより随時

変更することができるので,個々の端末に異なる情報を表示したり,

端末をグルーづに分け各グルーづごとに妥なる情報を表示させるよう

な制御が容易忙行える。また,伝送されている他チャネルのデータを

端末側で選択することも可能である。冬チャネjレのデータは内容が変

更されるまで繰り返し伝送されるので,端末で伝送誤りが検出され

たパケヅトは放菜され,次の骸如返し岡期でそのパケットから受信を

行う。師止画情桜の伝送速度は平均征砂 360Kバイト(720パケット)

で,1画面は通常2パケット程度で伝送できる。したがって,255チ

ヤネルすべてで静止画情都を伝送して込る場合でも繰り返し周期は
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STM

トランスペアレントモード

ETM

11少以、Fである。

ユーザーブータフィールドで送られるづ

レゼンテーションレイヤのデータは,キャ

づテンシステム忙おける符号山を拡張

した形式になっている。図 3.に

尓すよう忙全体はコードモード,トう

ンスペアレントモート,コントロールモードの

三つの符・号体系からなり,1パケッ

ト内忙冬符号休系が混在し得る。

コードモードは IS02022 1C基イづく 8

単位符・号体系で,符号セ,,トとし

て英数字,漢字など,カナ,モザイク,

DRCS (DynamlcaⅡy Rede丘nal]1e

C1狐皿d引S0り,画而制御の 6セッ

トを特ってⅥる。現在のシステムで

は上記のよらK文字系の符・号のみ

であるが,図形コマンドなども符・弓

セットを追加することで容易に取

り込める。トランス弌了レントモードで

は DRCS (夕仁村のフォントが伝

送され,端末がフメントを持って

いない特殊文字や.'マークなどを

表示するととが可能になる。コント

ロールモードは端末制御用のコードを

伝送するモードで,各端末を個別

に制御するために端末番号を指定

した符号化が行われる。
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図 5.動画帯域陛斜i・伸長同谿の冊成則
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補問
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静止画情報

各RとGの上位に乗せて

8 ピ,ワト X512 クロ,りク分の

情都にする。ーブj, BLは

IH分を荏汗貞Lた後,4

サづサンづル分(8 ビット)づ

つまとめ,餅341クロ,ワク

から第104 クロックの問に

時冏}丕鞘して送出する。

(図 4.(b))

上記の処理はIH内で行え,か

つ動画情椛を 80MbpS以下にIE

縮することができる 0

図 5.にこの手法を突現する帯

域圧縮・伸長回路の1弛成図を示す。

伸長同路は,新訓削フィルタ部をゲー

トアレー化することにより,1C 約

50 1固とコンパクトにまとめるととが

できた。画質も RGB とも同一解

像度が保障され,クロスカラーの無い

高品質なものが得られる。

3.3 静止画及び音声の重畳方式

帯域圧罷途れた後の耐ル川行・躍は、

I H 力; 8 ピ,り卜 X640 クロ,ワクで 1 フレ

一△が525Hの信号とみなせるが,

右意な動画情縦粉巧ナは第19Hか

ら第257H及び第282Hから第

2

H
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3.2 動画の伝送方式

10 NIHZサンづルで RGB に、 6ピットにブイジタル化されてぃる動i叫1行縦

は,1H形P八SS力'式絶,によるサづサンナルづと時1川多玉により箔縦

圧縮され伝送される。この力式ICより情縦呈を IP に,伝送効率を

3イ高ICでき,80N玲PS の伝送系1系統で高品位なディジタル動画が伝

送できる。以下.図 4.を、とに情報圧縮の手法を示す。

動画情桜は IH を 6ピットX640ク0ヅクでサンづルされているが,お

効画像信号領域は第 105クロックから第 616クロックまでの 512クロ,,ク

である。そこで以下の3ス〒,づのH舗諸処理を行う。

Step l :サづサンづルにより RGB の各情桜昂;を 112 にする。サづサンづル

の位相はHごとに反転させる。(図 4.(0))

StoP2. Bのサづサンづル情縦(6 ビヅト)を下位から 2 ビ,,トごとに B.,

BM, BΠの三つの端数情判1に分削・4"推すろ。

SteP3: RG のサづサンづル'栫縦を多重化tると挺扣寺に, BⅡ, BM を什

立ゞ財肖机表示システム a)1AMOND NET>ーマjレチメディア情搾サービスへのアづ口ーチー.野沢.巾型卜足達.岩田.森田

11

02

]H

、1二二0三仁1→广
f^イf一制

図6

521H の「司で、各Hの第41ク0,,ク

から第616クロックの範鬮である。

それ以外の部分は垂直及び水平の

昂線期問に相当する。したがって,

この偏線期岡剖珍Xこi豊_止画情桜及

び告戸'情縦を重畳することで,す

べての映像音腎情縦を80八仙PSの

伝送路1本で伝送することができ

る。以、ド,図 6.によって重畳力
6 0

式を説明,、る。

静止画情縦は前述のように,1

Hに 1パケヅトが玉畳されるがその

位羅は第 5H から第16H及び第268Hから鮮口79Hの 24H (17

レー△当たり)で,各Hの第 105 クロックから第616 クロ,,クの1切とする。

24Hすべてにパケットが玉畳される必要はなく,またパケヅト長によ

り IH に占めろクロ,,ク数も変化すろが、パケリトの先頭は常に第105

クロリク忙・一致する。

告声は 31,5kH.サンづルて、10ピリトに Aル)変換された後,8mm ゼ

デオと同等の力式で 1サンづル8ビットに圧縮される。したがって,必

要な伝送レートは平均 31.5KBPS(キロハイト/砂)で,これは IH に 2

ハ'イトに相当する。そこで各Hの水平帰線期冏に 2チャネル分4バイト

のデータを重畳して伝送する。重畳位羅は,第10クロ,ワクから第1フク

ロヅクの 8 クロ,,ク問で,2 クロ,,ク{Cわたり1司ーバイ 1、を電畏する。
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4.1 《MVP》

《MVP》は@'イヤモンドネ.,ト》の巾枢と Lてセンターの役割を果たす映

像処理奘置で,外部からビ手オ(動廷D 信号を取り込みディジタル化し,

リアルタイ△で映像処理を施しながら出力するととができる。

図 7.に《MVP》のノ'本構成を示t。各擶成要業は機能ごとにノ'

板化されており,各1'板は三つの独立したハ'スで接統されてゃる。

マイクロづ0セッサハ'スは通常の CPU 制御用のハス, DMAバスは靜止画

などの大量のデータを転送するためのパス,ピデオハ'スはディジタル到j画

の転送用パスである。大半の』'板はマイクロづロセ四サを搭械しており

メインづロセッサ忙制御されながら並列動作を行う。

ビゞ力快制御部は, eデカ涙全体の制御を行う部分で,入力され

るビデオ信号に従ってハ'ス制御に必要なタイミングイ言号を発生する。ピ

ゞオ入力部は各種ピデオ機器から入力されたピデオ信号をRGB各6ビ

,,トでAID変換し,動画情桜としてビデオバスに出力する。その過M!

4 装置構成
で縮小,反転,フリーズなどの処理を施すとと、可能である。フォント

出力部は,動画情報にスーパインポーズする文字や図形の信・弓をビデオバ

ス上忙出力する役割を持ち,文宇の縦横スク0ールやりア}レタイムの時

計表示などの機能も持っている。ピ手オ出力部は必要な処理力y愈さ

れた後の動画情深をピデ才ハ'スから取り込み,前章で述ベた帯域圧縮

を行って 80Mb郡のシリアルイ言号として光フ,イバ回線に出力する0

また,告声入力のPCM符号化とビデオ情都ヘの重畳、との部分で

行われる。

静止画情様は,あらかじめパソコンベースの画像作成装擢で作成さ

れた後,《MVP》ヘ移され,パケヅトフォーマリトに成形された後ハード手

イスクに蓄砧される。情樹サーピスが始まるとスケジュールに従ってディ

スクから読み出され, DMAハ'スを通じて静止画出力部ヘ送られる0

靜止画出力部はパケ,引、のへ,,ダ部情様を付加した後,定められた夕

イニングでビデオハ'ス上忙出力し亘の画情緑に重畳する。

以上のように,《MVP》は最覇のディジタル技術を随所に織り込ん

だ強力な機能を持っ映像処郡奘朧で,なおかっLS1化や笑装技術の
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ビデオ信号

ヒデオ

同期信号

ビデオ

入力部

ビデオバス

制御部

光ファイバ

回線
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コンソール
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ディスク

制御部

コンソール

入力部

改善Kより図 8.忙示すようなコ

ンパクトな構造となっている0

4.2 端未

tダイヤモンドネ.ワト>の端末は, i高速

ディジタルイ云送されるデータを受イ言.

復号し,高品質な映像音料情祁を

再生しユーザーに捉供する夕ーミカレ

である。図9,に端末の外観を,

図 10.に構成を示す。

端末は,回線インタフェース部,動

画情様復号再生部,音声情桃分離

再生部,静止画情綴分際受信部,

卸止画表示メモリ,映像信号発生部,

図 7.《NⅣP》榊成図

バス拡張

インタフェース部

0
IMバイト

FDX2

20M

パイト
HD

キーボード

マウス

通信

制御部

手イスづレイモニタ部,端末制御部の八

つの粉")に大きく分けるととがで

きる。

回線インタフェース部は,80Mbps

の光イ言号を 0IE変換してデータと

クロ,,クを再生し,更{C同1切検出を

行って10MBPS の並列データに変

換する。動画情桜復号再生部は並列データから同期パターンを検出し

て,水平.垂画の同期イ言号を発生すると同時に,図 5.に那した伸

長1川路によりピデオ情桜の伸長を行い, RGB 冬6ピ四ト,10MH.の

信号を再生する。斉声情誓U"解再生部は,.鞍列データから音声情桜^^

RS-232C

RS-422

図 8.《MVP》の外観(外形寸法

60olnmX60o mmX600、mm)

)
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を分部して 1サンづル 8ビヅトを 10ビ

ツトに伸長してDIA変換し,更に

アナログ伸長を行いダイナミ,,クレンジ

85dB以上のハイファイサウンドを再生

する。静止画情報分部受信部は,

並列データから静,止画情机を分部

すると同時にパケ,,1、のへッ互部を

チェックし,ウ揣末制御部が指定した
.>

チャネルと一致した場合は端末制御

部に割込み信号で通知し,そのパ

ケ四卜を保持する。

端末制御部は,静止画受信の通

三菱確機技報. V01,60. NO.11・1986
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図 9.端末の外観
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光ファイバ

80Mbps

^^^^^^^^^^

回黒インターフェース郵、π

光受信器

クロック

'ー^^^

デスクランプラ

データ

r

8

8

10Mbps

8

伺期分離・

タイミング発生部

8

静止画情報

分離受信部

データバyファ

4Kバイト

動画情報復号・再生部

_」
r^

「一

各種タイ

垂直同期信号

水平同期信号

静止画表示メモリ部

静止画
バターンメモリ

480×440× 1×2

ミングパルス

ー、「

8

ー、え

8086CPU

動画情報

分壁再生部

L__

端末制御部

知を受けると受信データを一括して内部の受信バリファメモリに取り込

んだ後,順次復号して静止画衷示メモリに画像として揣画する。ま

た,コントロールモードのデータを受信した場合は,復号した糸冉釆に従っ

て各種の端末制御を行う。づロセ,,サは8086 を 5MH.で使用してお

リ,約 10Kバイトのファームウェアで復号・伶1Ⅱ卸を行っている一郁止画

表示メモリの内容は,動画情報忙同期して読み出されて映像信号発

生部に入り,動画情都と重ね合わせ処画!された後DIA変換され,

RGBアナログ信号として手イスづレイモニタ部に送られ表示される。

5.サービス例

《ダイヤモンドネッ1、》を使用した1寺按サービスの一例として, nH和60年夏

に納入した米国テ十サス州のフ,汁ポールスタジア△の場合を紹介する。こ

のスタづア△は,21若建ての一般客席以外に 300室近い特別観覧室

(個室)やラウンジ,づレスクラづなどがあり,これらの各部屋に端末を

分散設羅する形態でサービスを行って込る。ゲーム前にはチームの歴史

やニュースなどの動画情縦(音声付き)が提供される一方,静止画情

Ⅷにより特定の部屋の端末に歓迎メッセージを出したり,全端末に

「お知1らせ」が表示されたりする。

ゲームが始まるとユーザーは動画情祁でテレピの生中継を楽しみなが

ら,静止画情報で選手やチームの統引'データを知ることができる。と

のときは,端末側のキーパッドで靜止画を選択することにより希望す

る選手の手一夕を見ることができる。なお,とれらのデータはゲーム

静止画

カラーメモリ

60×20×16×2

6,むすび

以上,くダイヤモン"四ト》の全容を紹介した。情報化社会の発屡に仟

今後このようなマルチメディア情縦システムに六寸する要求は蜘大すい,

るとともに多様化,高機能指向化されてくるものと思われる。その

ような社会的要求に支Jして,当社の総合技術力をもって文J応できる

よう検討を続けて込きたい。

參考文献

(1)日本電信電話公社q罰ン技術参考資料ビデオテ"ス通信サービス

のインタフェースせ揣末編),社団法人電気通信協会(Π召59)

(2)足逹ほか:RGB伝送PASS符号化ブ元tの一検討,昭釦信

学惰報システ△部門全大379 (昭6の

プログラムROM

32Kパイト

8

一.

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

音声惰報

分離再生部

ルックァップテーブル

16×12

^^^ーーー^

動画

静止画

RAM

32Kバイト

優先度判別回路

CPU内部バス

R

図 10.゛揣末備成図

D/A変換器

G B

キャラクタROM

128Kバイト

端末制御ポート

^^..1

の進行忙作い刻々と変化していくが,データを管配しているホスト訓

算機から《MVP》に変更データを送出すること忙より,白動的に靜

止画情報が更新され,常に最新の情懐が表示される。また,タウン情

縦や宣伝,交通情報なども卸止画でサービスされる。とれらの情報サ

ービスは,あらかじめ《MVP》にスケジュールをセ.,トしておけぱ自動

的{C行わすことができる。

とのスタづアムて、は,昭和60午のシーズンにパイ0ツトシステムによるサ

ーピスを行い好評を博したので,61午のシーズンからオ新名運用忙入る

五二雄である。

L ____

ディスプレイ

モニタ部
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超高速同報転送ファクシミ1XMELFAS 4570》

1、まえがき

画i像盾報の優れた通信手段であるファクシミリは,国際妙ι格(GⅡ,

GⅢ)に適合するととにより,他機種との相互交信が可能になった

ぼかりでなく,集積回路技術の発達により,装麗の小形化及び低価

格化が進み,とと数年来,急速に普及Lてきた。また,近年,オフィ

スオートメーションとしてその一端を担らファクシミリは,その機能として

市場の要求にマ,,チしたマンマシンインタフェースを持ち、更に小形,多機

能であることが,ますます必要とされるようになってきた。

ここに紹介する新製品《MELFAS457山は,このような市場の

要求に基づいて開発.設副されたくMELFAS4500 ジJーズ》の上位

機種で, A4判標港原稿を約9秒という超高速で電送でき,更に,

ワアクシミリネ,,トワークのセンターマシンとして必要な順次同報,同樹転送

機能などを備えている。また,大容量メモリの採用により,受取人

が限定できる親展通信,記録紙がなくなった場介で、,メモリが代行

して受信するメモリ受信など,先進機能をズJ厶なポディーに井顎戊し

た最島級ファクシミリく'ある。

特2 長

に外観を,表 1.に主な什様を示す。主な特長を次に示し,図 1

(1) 9秒電送

三斐U-FASTEードでの交信では, A4判標亘凱列商でGⅢモードM

R方式(ModHied R仭d) K比ベ,約卯%短縮,9秒電送が可能

である。

(2)自動誤り再送

9秒伝送モードでは自動誤り再送を行う。回線状態の悪化による画

像の乱れが自到珀りK訂正される。

(3) A3 判ワイ"能取り

密倍形イメーづセンサを採用し, A3 判の原稿を読取り電送する。オフ

山中喜夫、・中山・典夫、・高木勝即,・大原

イスで使用する嫉とノVどすべての文汎1扱うことができる。

(り篭話機内蔵

ファクシミ1J に電言舌機を内1歳している。内蔵の電話機は,ダイヤルパルス回

線及びづ,,シュホン回線忙も対応可能である。

(5)順次同報,同報転送

最大100箇所のグルーづ同靴及び最大 6,500箇所の同報転送ができ,

幅広いシステムを拙築することができる。

(6)メモリ受信

受信時に記録紙がない場介は,内蔵メモリに受信内容を A4判標準

原稿で最大80枚分ヨ引意するととができる。

(フ)親屡通信

暗証番号を入力して電送すると,受信側ではいったんメモリ忙菁積

し,受信側で同じ暗証番号が入力された場合,受信紙が排出される。

表 1.《MELFAS 妬7山の主な仕様衷

彰*・金田 イ玉工**

桝

ι1 用

成

結

回

ノノ1g

ー、 J

ジー゛モ七コ〆

送受惣拐卓土式

/1」
1ぜ1

線

、之

三

f 〒

ゞ

加入電話回線,2線式専用回線(3.4kHZ)

ノ^

"ノ

語

式

フプクシミリ通信網(姉 1杯,弟2稲接統契劃D

伝

機

コ'鯉

送

直接結合

'L

走査線富度

オートヂ'イ十ノレ,オートリダ芥ヤル

, PB DP (10PPS .20PPS)共用

J、↓1

、、、ノ

^、、"

J J

ノ"ι

霊

9,600/フ,200/4β00/2,40o bps (自動フナーノレ,{ソク付き)

送

(主) 8 ドソト/mm,(孫D 7.フ,3.85,2.57木/'mm (NIF-1

受(.1"、f)

48(782)*三斐竃機(株)通信機製作所将三菱電機マイコン機器ソフトゥエア(株)

送信原稿の大きき

,二
問

打劾走査幅

9秒,

(G Ⅱモード)

(MF 1 モード)

図 1、《MELFAS 4570》の外観

記録孤サ寸ズ

受偏訊カットカ式

最大幅 297mm (A3),最火長】.】 m

'

3分

フ丁'ン 3分,標池90秒,送恬は 3分

統取り 303mm,記録 254/,210lnm,205mm (GⅡ), 192

mm (ミニ)

ノ

帯竣圧輸力式

ノ

257mm/216mmx】oom 巻口ール紙

統取り方式

師輪長さに介わせてオー 1、カノト

紀

GⅢ規略 MR (二獣元), MH (一汰jD

録

Ξ菱U-フプーストモード

方

ff

式

密錦イメージセγサによる平面走査

't

怯

サーマノしへソドによる感融記録方式

消

量

】50mm (高)×420lnm .D X435mm (奥行)(突出部除く)

艘

'1i

約】3kg

」f

用

注*は A4 標準原稿を線症座8 ドット/mmX3.85木/'mm,9,60obpS で送恬し

たときの画像術報の伝送時問。

力

AC I0OV士10% 50/60EZ

環 1 5~35゜C, 35~80%RH境

動作特平均 58凡V 易1却咋7W
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(8)づログう厶送信

16箇所のあて先ヘ異なる原徳を自到伯勺に順次送信することができる。

(9)中間調竃送

16階調の中問調により,写真や絵などのハーフトーンも電送できる。

(1のワンタ,,チダイヤル

原稿をセットし,あて先ボ'タンを押すだけで内臣力的にダイヤルして送信

tる。噐あて先まで設定可能である。

(11)送信済みスタンづ

送伝'が正常に完了した原確に、スタンづを押すことができる。

その他《MELFAS 4570》では,マルチコビー,白動受信ボーリンづ.

多倒言元印字,受信日時・ページ印字,通信管理レボー1、,店動〒舗氏,向

動線密度吻換,短縮ダイヤルによる自動発信,内動均4穿縮小送信機能

など,数多くの機能を備えて仏る。

3.機構系の構成

機儁系の構成を図 2.に示す。 tヅトは前部の操作而が約25皮傾斜

している。送信'部は,原稿をその傾斜i川K治って西線的に搬送する

よう紀酉引汽している。受信'部は,'ヒ,,トの小央にN二配し,記録紙は同

じく画線的に原稀辻ほぽ平行に搬送し,セ,,トの前部下力から1非出す

る。電気系主要部品は,セットの後部及び最、円郭又収納している。こ

れらの機"洲"Xよ,カラス繊継で強化したづラスチヅクシャーシで一休化

し,装置の小形嵯量化を達成している。

(1)送信部

送信部は,自動給紙部,原稿読取り部,原稿駆動部及び原稿排出部

で継成している。自動給紙部及び原稿郭動部は,従来のくMELFA

S 3000シリーズ》の瓣造をり'に開発した。原秤ι読取り郭はくMELF

<S 4570,Π上C新たに開発した A小則討訓沙の密,行J杉イメーづセンサ

を"拔L,送儒部の小形化,画質の向上、偕頼跿の向_しをN1つた。

この密ノ冶形イメージセンサについては(3)項で詐しく述ベる。

原伶排出部は,ソレノイド郡動力式の送信済み硫認帰のスタンづ機織

を持ち,原秤1が正常に相手先忙送信されたことを硫認した後に,原

稿表面の後端中央イ寸近に"済"の押印を行う。

(2)受信部

受信部は,記録紙収納部,記録部,カッタ部,記録紙駆迂勿部及び記録

紙排Ⅱ」部で備成しており,ほぽ全般に力たって従来の'くMElfAS

3000 シリーズ》と価r穿の1降造とした。

(3)密冶形イメージセンサ

この密j冶形イメージセンサは,画索密度8木/mm,総画索数 2,432ビ

イ〆ージセンサユニット

センターセンサ

送信済みスタンプ用ソレノイド

送信済みスタンプ

原稿排出押圧口ーラ

原稿排出駆動口ーラ

圭合三氏口^ラ

駆動押圧口ーラ

フロントセンサ

原稿選別片

4

サーマルヘット

島

+

読取り口ーラ

排出ガイドB

記録紙排出駆動口ーラ

記録紙ジャムセンサ

.一

1 1
゛

+

+

@

カッタユニット

駆動口ーラ

排出ガイドA

赳i六i速同ゼN郵苦ファクシミリ《MELFAS 4570ン・1_Ⅱ小・巾1-1_1・冷i木・大原・金田

電源ユニット

図 2.機擶系の枇成図

カッタモータ

ソド押圧口ーラノ、、

ペーノぐーセンサ

図 3.谿j汽形イメージセンサの外観図

記録紙

ロッドレンスアレー

電気回路基板

谷

LEDアレー

命

イメージセンサ基板

信号処理回路基板

タイカスト

フレーム
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,,ト,有剣f能取り幅 303mm で,院取りスeード 6 ms,2 値及び 16

階調の中問調出力が可能である。

槌造は図 3.に示すように,受光素子忙前述の 2,432ビットの画素

を持つアモルファスシリコンイメージセンサ基板,原稿の照明用忙発光波長

570nm の発光ダイオードアレー,導光系にF値 1.0 の明るさを持つロッ

ドレンズアレー,更に信号処理基板をアルミダイカスト製のー'体フレー△に収

納している。特に,偏号処理回路基板を薄形化して, B、,ドレンズアレー

の光学的な物像恬恨E獣の内側に収納することで,ユニ"の厚み寸法

を 21mm にまで短縮している。

との密治形イメージセンサの開発によって,従来の CCD受光索子と

球而レンズの組合せによる読取り系に比ベて,原稿読取り部の簡略

化,小形化、佰'頼性の向、上{C大きく寄与した。

4.電気系の構成

《MELFAS 457山のづロック描成を図 4.に示す。この装置は大別

して,キー操作部,佃Ⅱ言号処理部,メモリ部,符・号圧縮・伸張部,記

録部,通信制御部,機織制御部により構成される。以下,各づ口,ψ

の主な特長について説明する。

(1)バネル操作部

操作部には,テンキー,ワンタ,チキー,その他紗戸4個のスィッチ類及び 16

けた 2行の液m邊ミ示器があり,とれらを制御するために 1チッづCP

U を採用した。

(2)画信号処理部

統取り部には密荊イメージセンサを使用して,画質の向上,装置の小形

化及び奘置の信頼性を高めた。画信号処理回路では,カスタムLS1を

開窕し,画信号紺小処即、線密度変換処理など,主に画素変換処理

をイ丁ってし、る。

(3)メモリ部

メモリ部は,画信号ラインメモリ及び符・号化信号メモリに分けられる。

前者は,紙走行系のス△ージングにより騒音幌減を図るとともに,ソフ

トゥエアによる画信号の生成などを容易忙している。後者は,符号化

された画信・号を蓄積するための大容量メモリであり, A4判標準原

稿を約80枚分蓄積することができる。

(4)符号圧縮・伸張部

GⅢ規格適合の MR (ModHiod R田d). MH (Mod追.d HUHnねn)

久f号化,及び GⅣ規怜MMR (Mod讃od Mod追od R肌d)を基に

した高能率符号化力式を採用している。

(5)記録部

1チガCPU を採用し,黒画素の多い画信号に対しても高速記録を

可能とし,また広範囲な温度変化にヌ、1しては一定の記録濃度忙なる

よう最適制御を行っている。

(の通信制御部

三菱U-FASTEードでの超高速電送を実現するため,誤り再送力式

を含む新伝送制御手順を採用した。

(フ)機朧制御部

パルスモータ制御に安価な 4ビ,,ト系1ヲ・ツづ CPU を採用し,機1侍制御

回路の簡索化を図った。

パルスモータ

M

/Uレスモータ

M 一

記録紙

サーマル

ヘッド

5.超高速伝送の実現

この装置は, G Ⅲ, G Ⅱ, MF・・1の各モードの低かに,三菱独自の

モードである U-FAS丁モードを搭赦している。以下, U-FASTE-

ドの特長を述ベる。

U-FASTEードを構成する要素として,①高能率符'号圧縮方式M

MRの採用,②誤り再送方式,③交信手順の短縮化,④大容量メモ

りの搭載などがある。画信号'読取り部から得られた画情報は,符・号

f噺宿されて伝送路に送出されるが,との符号圧縮方式としてGⅣ規

密¥形

イメージセンサ

記録処理回路

メカニカルユニット

読取り処理回路

縮小回路

ディスプレイ制御

操作ボタン処理回数

パルスモータ

制御回路

ラインメモリ

コントロール回路

ACI0OV

メカ制御

駆動回路

50(78り

Gn,ミニ

画信号処理回路

メカシーケンス

伝送制御回路

直流電圧

符号圧乱冒・伸張

電源回路

メモリ

処理回路

モテ'ム

図 4.づ口,ワク図

NCU
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電話器

電話回線



格のMMR をべースにしたご次元圧縮力式を採用して仏る。しかし

ながら,との力式によれぱ画情報のすべてを二次元にて符号・化する

ため,伝送路上でピットエラーが発生した場合,復号側(受信側D で

はそれ以降の画情轍を復号するととが不可能となる。したがって,

上盲己ビ,ワトエうーが発生した場合,

とれを訂正する機能は不可欠であ

る。この装置では従来機種から採

用している信頼性の高い三菱誤り

再送方式{こ修正を幼院, U-FAST

モード忙最適な力式を実現した。

②受信側 GⅢ機との力式の既略は次のようなもの

である。

送信側で符・弓化した 2K ピット

の画情郁をーつのづ口,,クとしてフ

レー△朧成を行い,伝送路に送川す
③受信側 GⅡノMF-VMF-2機

ると同時にメモリにもストアしてお

く0 各々のフレーム忙は,フレーム

NO.及びフレームチェックワードがイ、"川

されている。受信側は,名たのフ

レー△についてフレームチェ,ワクを行い,

伝送エラーが検出された際には,

再送要求イ言号を返送Lて,エラーがあったフレームからの再送信を要

求する。送信側はそれを受けて,要求されたフレー△のデータをメモ

りから再送信する。また,画信・号送出時問の短縮の抵かに,交信手

順に、三焚独自の方式を採用してぃる。従来30ob郡のモ手厶で行

つて仏た手順の一部を高速モデ△で行うなどの方法により,1枚の

原稿を送信する場合, GⅢモード{て比ベ5秒以上の手順短縮効果を

得ている。更に,伝送路_にのビ,,トエラーが多仏場合にモデ△の通信速

度を下げる機能,逆にピットエラーがない場合に通信速度を上げる機

能により,きめ細かな伝送制御を行ってぃる。高速伝送のためには,

画信弓の高速読取り及び高速記録が必要であるが,この装羅では大

容址メモリを採用し,効果的なバッファリンづを行うととにより,その

F1的を達成した。

以上により,三菱U-FASTEードにおいては, A4判標準原稿を

約9秒で伝送できるとともに,交信手順に要する時冏も短縮, Lか

もデータ1ラーのない歪6品位な1血質を得るととができる。

①受信側 MELFAS 4500シリーズ(U-FASTEード)

匠ヨ・Eヨ、圧丑区ヨ・区十圧ヨ

び

ーーーーーー^

区1区ヨ・圧ヨ・圧ヨ・巨汁巨牙

取り信号

処理

51(785)

区1区Ξ一区刃一区1区ヨー

( a )

符号圧純

(U-FAST)

蓄積処理

区二J

(U-FAST)

(b)圧縮符号変換処理

図 5、同祁時の符号変換処即図

従来のファクシミリ1司桜機能では,但計青縦を前もって符・号圧靴ルてメ

モリに脊汗礎し,との符・号圧縦ルた厄硝言弓をそのまま相手機に送幽す

る方式が一般的であり,例えば,村喝11Ξ縮を MREードにて行った

場合には, MH機との交信が不可能であった。

この装濯では,カスタムLS1の採用,符号圧縮・イ肝張処理の高速化

により,前もってメモリに蓄積した圧縮画イ言弓を,いったん元の画

情慨K復号し,相手機に合わせた通信モードに再符弓化するように

したので, MR機, MH機力"昆在する場合でも同靴交信が可能とな

つた。また,廸H言弓処理 LS1の採用により,画イ晉号の均等縮小処

理及び線密度変換処理を容易に行うことができ, GⅢ, GⅡ, MF

-1, MF-2機が混在するシステ△での同縦機能も可能となった。以下,

この1午号変換処理につφて説明する。

図 5.(0)は画fN製をメモリに蓄積する過程を示したもので,メモ

りの使用率を高めるため,符号化方式として GⅣ規格のMMR を

基にした浩扮踊卦守号化(以下, U-FAST と祀す)を採用した。同

図(b)はメモリに帯槌された符・弓圧縮信号を,受信ぢ剣則のモードに合

わせて再符号化する過程を示したものである。

①は受信機側が《MELFAS 4500シリーズ》であるが,メモリに帯

祐したU-FAST符・号圧縮信号が,例えぼB4刈であって相手機記

録紙がA4判の場合,相手記録紙に合わせて縮小する必要があるの

で,同一符号化モードでもいったん狩号1[阿長処理を行い,画H言号縮

小処理により A4判サイズに変換した後, U-FASTEードにて再符

号化している。②は受信機側がGⅢ機の場合で,再符号化処理が

相手畿に介わせ, MR又はMHに変わるだけで符号変換処理過程

は上述と同様である。③は,受信機側1がGⅡ機又はMF-1/MF-2

機の場合を示したもので,このモードでは,符・号11阿長処皿し復号し

た元の画信号をそのまま扣手機に送山する。ただし,メモリ忙菁積さ

れた符号IE繩H言号の副)せ査線密度が7.7木/mm である場合は,相

手機に介わせ 3.85本/mm,又は 257木/mm になるよう副疋査

線密凌変換処理を行う。

6

(MR/MH)

同報時のマルチモード交信

超高速同報転送ファクシミリ'1MELFAS 4570》・1_[円.・小山・冷1木・大原・企田

.J゛、J゛、、".^ー、ー.ー、^、L/ー、ノー、ーノー、、ゴー^「Lコー、"゛、、"ー、コ^

市場の要求{C マ,,チしたファクシミリを実現するため,《MELFAS 45

7のでは,基板の高密度笑奘化及びカスタム1Cの採用による部品点

数の大1馬削減,主た,メイン CPU のソフトゥエア容量を軽減するとと

、に処理速度の向上を図るため,複数個のCPUを使用し,機能別

K分担,処理するマルチCPU方式を採用した。その結果,同報機能

を装備したファクシミリとしては,従来機種に比ベ多機能で,かつ,

小形,低価怖化が可能となった。

今後,更にこの技術を発展させて,市場の要求K適合する製吊え

開発,設計していきたい。

7 む す



M6385グラフィックデイスプレイ装置

1.まえがき

近午,各苑アナJケーションソフトゥエアの開発により, CAD の応用分野

が大きく広がってきている。これを支えているのが,グラフィ,りクディス

づレイの普及である。当社では,《MELCAD-MD》をはじめとする

各種CAD白ステ△を販売している。応用分野の拡大忙より,ユーザー

の要求、多様化してきた。また,マンマシンインタフェースの重要性から,

機能・セ鮪Ξの向上も要求されてきた。ーカ,1S0 によるグラフィ,,クス

の楞訓野ヒがなされ,各村K斗票準化が進められている。とのように,

づラフィックディスづレイには,ユーザーの要求にこたえ,標酉倒ヒを図ると込

う二つの課題がある。 M6385 (図 1.)は.これらの課題に対する

ーつの解答である。

グラフィ,りクディスづレイは,マイクロづロセ,ワサの普及,各種電子部品の進

歩などにより機能・性能が向上してきている。このようなハードウェ

アの発展に文Jして,ソフトゥエア財産の活用を図るととを目的に,グラ

フィ,,クスの標準化が進められている。 1980年ごろから, CORE仕様

による標準化が進められ,各社からCORE仕様準拠の製品が発売

された。最近では,ソフトゥエアインタフェースが,より厳密に規定されて

いる GKS規格忙進展してぃる。

(1) CORE仕様

CORE とは,コア(核)という意味で, CORE什様は米圃 ACM の

SIGGRAPH (グラフィ,,ク専門委員会)により,19π午に発表され,

1979 午{C改訂された。

(2) GKS 規1各(G捻Phk Kan.1 Systan)

IS0 により, 1984年(C GKS-2D (ご次元版)が規怜化された。

GKS-3D (三次元版)は現在審議中である。

図 2.に示すように,アづりケーシ.ンづ口づラムは,楞Ⅱ倒ヒされたソフト

ウェアインタフェースにより,グラフィヅクシテステ△を使用する。各端末の相

述点K対しては,グラフィ四クシステ△ソフトゥエアが六、1処する。このよう

に標準化忙よって,ソフトゥエアのマシンへの依存性は小さくなり,各

種のグラフィックディスづレイ,各種の計算機が使用可能{てなった。この

結果,システムの自由皮がMし,多様な 1ーザー要求に対しても,対応

が容易Kなった。

標準化のぢぇ方は,アづりケーシ.ンづ0づラ△のレベルのものであるた

め,直接的忙は端末の機能に依存しない。しかし,端末側に標準化

^

中須弘平、・大櫛喜イ弌志、

'"t乳Jι、
'含ι'ミ1,ラt・

2,グラフィックディスプレイの技術動向

グラフィ,,クゞイスづレイを衷示方式で分類すると,ランダムスキャン形,スル

ージチューづ形,ラスタスキャン形に分類される。これらのうち,最も新し

いうスタスキ十ン形が,明るい砧轍i、カラー表示,塗りつぶし表示など

の特長により,現在の主流となっている。 M6385 は,とのラスタス

キャン形である。

づラワイ,,ク手イスづレイを機能而からみる巴,ホスト計算機依存形と機

能分散形に分類される。ホスト依存形は,処理が畄矛屯て〒高速処理が

できる反而,計算機忙負荷が集小する。機能分散形は,端末側忙図

形のセグメント処理と座標変換機能を特たせている。端末側で,図形

の移動・1回転・拡火・計却卜などを処理できるので,計算機の負荷は

比絞的嵯φ。火容呈の表示を行ら場合は,機能分散形が適してφる。

CAE/CAD/CAMの分野では,用途に応じてホスト依存形と機能

分散形が使い分けられて込る。

図 1. M卵85 の外観

ノ

^

アプリケーション

プログラム

52(786)*計算機製作所 三菱確機技.1. V01,60 ・ NO. U .1986

グラフィックシステム

ソフトウエア

ソフトウエア

本体

ハードウェア

端末(A牙分

端末田形)

端末(C形)

ソフトウェア

本体

この部分のイ士様が標準化されている。

:アプリケーションプログラム

端末ドライバ(端末制御ソフトゥエア)

図 2. GKSシステムの概念図
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されたシステムで仙用される基本的な機能がないを,ソフトゥエアに多

大な負荷がかかり,機能・性能の面で不禾ルなる。このため,端末

側にも標準化されたシステ△に適した機能が必要となる。 N16385-2

/-3 では,将来性を杉慮し, CORE仕様よりも GKS規格に準拠

することとした。また,現在の他社の状況や将来動向から吉えて必

要な機能は, GKS の拡帳として盛り込んだ。特に,三次元隠画処

理,光i原副1欄Cよるシェーディンづは,必すG真)と杉えた。

3.システム構成と各モデルの特長

M6385 は,汎Π括十算機《MELCOM EXシリーズ>,くMELCOM-

COSM0 シリーズ》(以、F, EXシリーズ, COSM0 シリーズとよぶ)又は

ミニコンくMELCOM70 MXシリーズ》に接続され, CADシステムを拙

成する(図 3.,図 4.)。接続方式は計算機の述いに応じて,高速シ

リアルインタフェースと汎用パラレルインタフェースを備えている。転送速度は,

50O KBP.(十ロバイト/砂)(パラレル)と最大 IMbps(シリアル)を実現し,

端末の高速処理性能にマ,庁する転送速皮を確保した。

M儒舗には,機能{C支1応Lた三っのモ手ルがある。名モデルの火
きな述いは,図形の座標系である。

. M6385-1 デハイス四井票系

. M 6385-2 二次元座標系

. M6385-3 三次元座標系

CPU

グラフィックディスプレイ

制伺装置

チャ才、ル

汎用計算機

EXシリーズ

COSM0シリーズ

同軸インタフェース

ノ、

項

図 3.

表 2. M6385-1 の1班略仕様

騨形定笠空岡

U

システム儁成挫1(同岫インタフェース)

汎用パラレル

インタフェース

CPU

グシフィ

ノクι長li叱

ノぐノフブサイズ

ノくjiヌ'{女ノノ

卜色ノ、レッ

チャ才、ル

ブリミテ'ブ

M6385

10ビソト又捻Πビソ1

ミコ"ノ

(MXシリーズ)

プログラ 1、1Ⅲ鄭

256K ノぐイト

仕

16 色/1,670 万色(標i1り

256 色/】、670 万色(オプシ.ン)

ンH

性

M6385

輔杜

挫除亥換/
クリソビyグ

能

江'訂Πユ80×】,024表示の場合に X歴標のみΠビソトオj効。

フログラム分岐,ライトペン制御,タゾしソ 1、制御

ビクセノレ拙画

和

表承色,鞍孫,ブリ ン夕

並列

インタフエース

様

ベウタ処理

英・数,カナ

泌字σIS第]永池)

図4

宮』

80ns/ビナセル

し

項

50万ベクタ/秒

システム拙成図(並列インタフェース)

表 1.共通仕様

M6385

表 3. M6385-2 の概1略仕様

図形定弦空問

n

フ」、

ニケ'ラフー

ツク桟能

ノぐノフブサ'ズ

部

C

'示色/

卜色ノ、レフ

詔

、1

R

分

盗

入出力幟器

ブリミテ H ブ

16 又は 32 ビント(モードUNeo

ム示寸江(mm)

M6385

T

解

0.8M,ぐイト(1桑1北)~3.8M パイト G仕大)

厶

キ

式

壮

16 色/1,670万色(標"の

256 色/】,670 万色(オブシ.ン)

ホストイソタプ

フJく

20 'ソチカラー

能

文

杜

ブンタション

、ミ

属性

仕

夕

60HZ ノγイソタレース

比標変換/
クリノビング

ポリライン,ポリマーカ,キ十ラクタ,,父リ='ソ,

円,円弧,扇,長方形,格子XI.なゼ, GKS+掘、虫{

ブレ

冒」

付加犠能

ド

N16385 グラフィ.りクディスづレイ裴匙・「1リ貞.ブく1節

1,024 × 1,024

ピクセル1は画

種

歌示色,線荷,プリソク,ホ塗り

ド

ソ

ー、、

270 × 270

様

JIS配列

英・数,カナ

訣字σIS第 1,錦 2水4り

卜

クタ処理

カナ漢字亥換

32 キー, LED 付き

^

様

冨ソソール桜能

工V用ノ、ードウェフあり

Ⅱインチ

ス

80ns,ノピタセノレ

A3/'A4 カラー(熱転写方式)

項

1,2εO × 1,024

337 ×270

15万ベクタノ秒

高辿シνアノレ(同軸),
寸述パラレル(HDC)}一方を選択

あ

表 4. M6385-3 の概略仕様

掛形定式空脚

ノぐソフブサイズ

1_1

ゞ、示色/

卜色ノ、レソ

グラフィ

ツ,,1裟 h毛

16又は32 ビノ 1、(モードリH契)

1欠

腔橡変換/
クリンピング

0.8 M ,ぐイ 1 G象4の~3.8 M バイ 1

札

256 色ノ1,670 刀色(橡バ10

4,096 色ノ、1,670 万色(オプシ"ン)

隠而

M6385-2 に岡じ

(ブリミテ'ブ,"、示膳性,文字死)

処理

デブス処理

姓

光仰

専用ハードウェアあり(迂説変換可能)

h、

11t

Z パノフブ式,1ニモさ]5 ビソ 1

付加裟能

処

ビウセノレ1愚画

あり(冨ンスタント,グーロー)

理

ベクタ処理

最大256段階

カナ渙字変換

しR大)

'瓢光1努;,平行光陳,ア,汁剛冗(介'1}6 まで)

コソソール機i彪

16 種の半透捗レ{ターン

80口S/ピウセノレ

10 万ベクタ/秒
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(1) M卵85-i

従来機種M4385-1C の機能拡張を行ったものである。

(の刷速処理性能 システムレスボンス0.5秒(平丘D

仏)メモリ容址堪リ川 32Kパイト^)256Kハ'イト

(の表示色増加 8 色^、16 色又は 256 色

QD 文字衣示機能向上・・・・拡大,新〒ト,回転

(2) M63肪一2

GKS-2D規怖にヌⅡ'した、のである。

(0)高速処P1性能・・・・・ハードゥエア 1C よる座標変換・クリ,ゞじンづ

(b)多色表ボ 256 色(同時表示色)/1,670 万色

(0)表示料"抑司上・・・・・16 又は 32 ビット図形定義空問

(3) M6385-3

M63肪一2に三次元処皿機能を加えたものである。

(司透祝変換を含むΞ次元座標変換

仙)専用ハードゥエアによる高速隠而処理

(C)光i原計工1によるシェーディング

QD 半透川・1表尓

4.1 ドウェア構成ノ、^

M63肪は,デハイス座標系のモデル1 から,三次元座標系の隠而処理

・光源処郡を行うモデル3 までを,統・ーハードゥエアアーキテクチャで実現

している。このホ占果,上位モデルへの機種の移行は,ハードゥエアモジュ

ールの追加及びマイクロづ0グラム用ディスクシートの差し換えにより,フィ

ールドづレートア,りづ力新lj行Ξになっている。以ード1C名・モジュールの心N要を述

べる(図 5.)。

(1)計算機インタフェース

リUI」の1高速パラレルインタフェースと三斐標耳釘司,Ⅲ1 シリアルインタフェースの両

力をサポートし,各種のホスト計算機に接続可能とした。制御ノ←ドゥ

エアは, Am 2910 と 8 ビ.,トの ALU を使用し,サイクル 160 ns,32 ビ

ツト/インス1ラクションの水Nり杉マイクロづロセヅサを枇成している。

ハードコビー

奘置

(2)ディスづレイづロセッサ

M飴85 全休の管理を行うづロセッサで, MC68010 と 512Kパイトの

づログラムメモリで構成している。また,キーポード,夕づレ,汁などの 10デ

バイスの制御もしている。

(3 )セグメントバヅファメモリ

図形表示用のコマンドとデータのi氾憶を行う yモリで,最火4Mバイト

突装される。計算機との手一夕転送効率及びセづメントデータトラバース時

(パッファづログラム笑行時)の効率を者え,計算機インタフェース,システ△

バス(ディスづレイづロセ,ワサ),ゞイスづレイコントローラのt二つのづロセ,りサからア

クセスできる 3ボートメモリを織成した。

(4)ディスづレイコント0ーラ

セづメントデータ構造の拶井斤,セグメントゞータのトラパースを行う表示処理用

の専用づ0セ,,サで、 Am2910, Am29116,32 ビ'汁乗算器,64 ビ,,

トハ'レルシフ夕を使用し,サイクル 160n.,64 ビット/インストラクシ.ンの水平

形マイクロづBセッサを1侍成した。

(5)座標変換・クリッビング機櫛

M6385-2/-3 で笑奘される座標変換・クリッづ処埋用の専用づロセ,,サ

で, Am 2910, Am29116,32 ビット釆算器,64 ビヅトバレルシフ夕を使

用し,サイクル 160ns,64 ビ引、/インストラクションの水平形マイクロづロセヅ

サを橋成した。

(の直線発生器(DDA. Digitol DHfeルnU址 An誠y加り

BN託n1旧m のアルゴリズムを実行する XY 座標DDA と,とう配加算

を行う Z座標DDA,カラーインデヅクスDDA をハードゥエアで衞成してい

る。笑行サイクルは80郎で,各サイクル1ビクセルの座標データを幽力す

る。

(フ) Zバヅファメモリ

M6385-3 で尖装される隠面処理用メモリで,に80×1,024ビクセルX

16ピヅトの構成である。 Z座標の比較用忙はその内15ビットを使用し,

残り 1ビ.ワトは特殊用途に使用して仏る。

(8)フレームパッファメモリ

表力U・Ⅱメモリで,に80×1ρ24ビクセルX12 ビット(最ブ0 擶成のメモリを
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4 、^ ドウェア

ホスト

計算機

(コマンド処理)

計算機

インタフェース

セグメント

メモリ

フレキシフル

デイスク

ディスプレイ

ブロセッサ

(表示処理)

(10処理)
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ディスプレイ

コントローラ

ANキーボード

Zバッファ

メモリ

座標変換

クリッビング機構

(;主)

PFキーボート

(M6385-2/-3)

(M6385-3)

フレームバッファ

メモリ

タブレット

図 5. M6385ハードゥエア構成図
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制御部

ビデオ

回路

(オプション)

コントロール

タイアル

モニタ

装置

(注)直線発生器を含む



2組使用しダづルパ,りファを構成してぃる。

四)ザオ回路

カラールックァッづテーづル(LUT),120 MI・b ビチオ DA 変換器を使11jし,

表示データをピデ才信号{C変換する。 LUT はフレームバッファメモリの朧

成に合わせて,8 ビット入力(256 色) 24 ビヅト出力と 12 ピヅト入力

(4,096色) 24 ビリト川力の 2 種を用意した。
4.2 ドウェアの特長ノ、^

(1)マルチづ0セッサ挑成

グラフィ,,クディスづレイの機能を大別すると,コマンド処理,表示処邸,

10デハイス処理の3大機能となる。

(のコマンド処理

ホスト削'算機との問のコマンド処埋及びデータ転送処皿を行う。

(b)表示処理

図形データを処皿し,線分や文字の表ボを発生させる。

(C) 10 デハ'イス処理

牛ーボードや夕づレ,汁などのオペレータ入力処即及びアラーム 1嶋動,ラ

ンづ点灯などの山力処皿を行う。

以上の3火機能に,全休制御の機能を加えると,ディスづレイの全

機能完成となる。 M6385 では,との 3大機能を各々のイ帥刈づロセッ

サに割り当てて,負荷の分散・最適化を図った。なお,10デハイス処

理と全体制御を,ーつのづロセッサに割り当てた。づロセッサには,汎

用づロセッサと専用づ0セッサがあり,冬々の特長がある。汎用づロセ,リ

サは,多くの入力/出力を時分割で処理でき,ダイナミ,クな動作が

可能である。その反而,徴妙なハードゥエア制御には適して仇ない。

専用づロセリサは,設計に応じて機能・性能が決まり,一般には高速

なハードゥエア制御を行う場合に使用される。汎用づロセッサ忙比ベる

と,入出力数は少なく,逐次処理形のスタティ,ワクな動作に適してぃ

る。

M6385 では,これらのづ0セッサの特性から,10 デハ'イスと全体佑lj

御には汎用づロセッサ,コマンド処理及び表示処理には専用づロセッサを

採用した。更に,表示処理の性能向上のため,凶酔票変換・クリ,,ビング

機朧を」哲設可能とした。このように,処理づ山クを分割することに

よって,各モデルに六すして最迪なハードゥエア描成が得られた。

(2 )クリ,ゞづ処理

GKSのように高皮なグラフィ,ψ機能を笑現するディスづレイでは,揣

画効率を向上するとともにDDAの胸効けたからあ'、れた図形が1川

り込んで表示されないよう,ビューボートで図形を切り取るクリ,,づ処

理が必ψ頁となる。従来のクリッづ処理では,線分の中点を順リσRめて

ビューボート枠に収束させる中点分割法が多く使用されたが, M6385

-2/-3 では,同次座標空間てf高速にク小,づ計算を行うため,行列

演算により直接図形とビューボート枠の交点を)Rめるアルゴリズムを開窕

55 (789)

L採用した。

5.1 M6385-1

従来機M4385-1C のコマンドに文Jし,火!止データの表示,文字のき

め細かな制御,漢字の充笑などの要求忙ヌJ応するため,以下のコマ

ンドの追加1・拡張を行った。

'バ・りファづログラ△アドレス空問の拡張

.文字の拡大・縮小・回転・文字冏脊'などの属性制御

・文字セ,汁の拡張σIS第2水準まで)

'カラールヅクァ・りづテーづル設定

5.2 M6385-2/.3

(1) GKS コマンド

二次元.三次元GKS に準拠した機能の内,ι揣末側でサボート可能な

レベル1C までのコマンド約 160種をインナJメントした。なお,三次元

については,1S0 で審議小であるのでDP8805 を参杉に機能を決

定した。また, GKS-3 Dの言'語バインディングにっ込ても,現状では

二次元のハインディングを参杉とした独内なものとなってぃるが,これ

らはIS0で規格化され次第バージョンアッづを杉嫡:する。

(2)拡張コマンド

CAD のインタラクティづな操作で要求されるセづメント内ナJミティづの編

集コマンドを追加した。このコマンドの一部の機能は専用づロゼ,サで

実行させることにより,応答性能の向上を図ってぃる。左た,ウィン

ドゥ制御,セづメントの階層化,光源処理・シェー手インづ処理など約50

種のコマンドを GKS矛盾しな込形で拡張し,グラフィリク,揣末の将来正功

向を杉1'したコマンドセ'"をj1上様した。

5 コマンドセット

当社では,くMELCADシリーズ》として,機械設計CAD 企!W設副・

CAD,その他各種のCADシステムを販売してぃる。今回開発した

M6385-1 は,《MELCAD-MDンシステ△で使用してぃる M4385-1C

の後継機として最適であり,システムの性能向上ιC役立っものと硫信

して仏る。また,二次元/三次元処郡のM6385-2/-3も,今後発

展する CADシステムの機能・性能の向上に寄与できる込のと杉えて

いる。

CADシステムに限らず,機械にとって、人1剖が主役でなくてはな

らない。とのためにはユーザーの声を反映し,更K使いやすいシステム

に改良していきたい。

最後に,開発にあたって, CADシステム構築の立場から佃1指導,

御協力いただいた関係各位に深く感謝の意を表する。

6 む
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グラフィックイコライザー1Cシリーズ

1.まえがき

ホームステレオや力ーオー手イオ,ラジカセなどを1・い心とした最近のオーディオ

セ,,トでは,その基本性能の向上もさることながら,マイコンや駒羽1

LS1を使用してエレクトロニクス化すろこと忙より, 1'於作性の向上や機

能而での向士オ訓叉]られている。小でも音楽を山K人の好みに応じて

音質をコントロールするづ予フィックィコライザーシステムは,広く曹及し始め

ており、コンパクトディスク(CD)の登場などで飛嵐!的に音質が向上し,

また多厨ゴヒした音楽ソースとあいまって,オーディオシステム忙お仏て重

要な付加裟能となってきた。

グラフィックィコうイザーとは, j珂波数冽に分けられたレベル゛艇をj]Jのス

ライドポリュームを数個(民生用では3~12素子程度)並ベたもので,

とのスライドポリュー△によってグラフ化された周波数特性を,口で見な

がら細かくコント0ールできる特長がある。元来づラフィ四クィコライザーシ

ステ△は,レコーディングスタジオなどでヨキシングやトラ,,クダウンをする場合

の斉質補正用や,劇場,音楽ホール,屋外ステージなどのPA (PUNk

Address)と呼ばれる音糾システムにおいて,迷質袖正やハウリング防

止のためのシステ△として用いられており.いわゆるづ口用装置とし

て知られていた。しかしながら,最近では半轡休技術の発達により,

トランジスタやオペアンづIC などが低価格で供船可能となり,これらの

システ△がホームステレ才やラジカセなど一般民生機器に、屡開されてきた。

今回当社では,業界忙先駆けてとれらグラフィ,,クィコライザーシステムに最

適なりニア1Cシリーズを 4機種製品化したので,その1!i長,1H途なと

{てついて紹介する。

2.グラフィックイコライザー回路の基本動作原理

図 1.はグラフィヅクィコライザーの基本回路で,増幅隅&Aκはトランジスタ

やオベアンづIC などを用いた負帰還W州吊Hて1賦mりに俳成されてい

る。図において CιR の伯1列回路が共振するととにより,共振j,勺波

数j。や々(共振特性のⅡ_1のするどさをポす)が決定され,可変抵抗

VR (スライトボリューム)の操作により,特定の刷波数メ0 のみを1帽金

(づースト)したり,低下(力四ト)あるいは平担(フラット)な特性を白

ル1{て作ることが可能である。ここで,ιCによる直列共振回路は,

j。=ν2πVιCで決定される周波数で最も低仏インピーダンスZ となる

ので,この共振回路を鼎州甜長Aの入力側ヘ入れるか,負婦還ルーづ

内K入れるかで共振周波数にヌ、1する」1艸1,'度AT を変化させて, j司波

数特性に山や谷の特性をもたせるととでコントロールする。ととで,

この共振インeーダンスをZ とし,フラリト,づースト,カット特性について

説明する。

図 2.はオペアンづを増幅器Aに応用したフラ,,ト崎の囲路である。

オペアンづの正入力+1N と負入力一1N は,イマづナルカ.ートの原四!忙よ

り端子間忙は電位差がないよう忙動作する。図のフラヅト時は、ボリ

ユー△ VRの中点を共振インビーダンスZで接地した形となる。ここで,

R,や R旦にヌ1して VR を大きな値{C選び,かつ共振,,ンビーダンスが

VR12 より十分小さく無祝できる値とし,入カイ言弓を Viとすると,

十IN に司リ川される信号 Vイは,

VR

2

山田友右、

R
R1

となり, Vιが少し減変された形で入力される。ーカ,-1N側は負

掃逮ルーづの中忙 VRP が入ること忙なり,その」曽幅率 A,ノは,

V/=vix

これらのレベルは白由に

可変できるものである。

との原理は,バンドパスフ

イ}レタ,又はバンドカットフ

イルタと同様の、ので,

づラフィ、ワクイコライザーは,

との共振回路を応用し

たフィルタの集まりと考

えて、よく,必要数,

これらのワイルタと共振

寸

b1

一1

となり若干の増幅度が得られ,先に示Lた Vi'をとの'・'で増幅す

る形となり,&と&を同じ値忙すれぱ,増幅度',は 1となっ

て平坦な特性が得られる。

図 3.及び図 4.はそれぞれ力"ト「1寺とづースト時の例で, VR の値

がRI,&に比ベて十分大きいとすれぱ, VR は無祝して共振時の

」曽1岫魯功ξ求められる。との場合,共振インビーダンスをZ とすれぱ,カ

ツト時は&と Zのア,,テネータ回路 G戒哀回路)となり増1昭率Aアは,

( 3 )Ay=^
-RI+Z

となり,尚波数特性は大きく力汁される。ーカ,づースト時は,と

の Z と&によるメペアンづの反転」竹幅器として動作し,その増幅率

Aγは,

R1

VR A

鳥

56(79の

( 1 )

j=^
゜- 2π016

A, C方向(カツト)

j

Ib方向

1

jo j

図 1.基本 1田路

ド北伊丹製作所

( 4 )

と大きくづーストされる。もちろんとれらの」i艸岳率は,カ,介,づースト

ともに最大変化時を説明したもので,スライド VR の位隈忙よっては,

( 2 )
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図 3.カゞト時 図 4.づースト時

回路を並列に按統して,スライドVRによるグラフ化された周波数特
性コントロールシステムである。

3・三菱クラフィックィユライザー 1Cの基本構成

クラフィ,,クィコライザーは,、占くは前述のような共振回路を備成させるた

めにコイルιとコンデンサ Cの心列共振阿路を用いてきたが,コイルを

必要とし、特に低い刷波数では数へンリの大きな、のが要求される

ため,小形,嵯!止,低佃1怖のノ蕪で民生用セ,,トには現ヲg内でなかっ
た。

当社では,このコイルに扣凹する剖多ナをトランづスタ, Xはオペアンづ

などを使用して疑似的にコイルと同等の動作を可能とするシミュレート

インダクタ 1旦W各を使jⅡし,コンデンサとスライドポリュームを按続するだけで

鮪単にクラフィックィコライザー山1路が榊成できるように 1チ,づ IC 化で

製品化した0 とのシミュレー1インダクタ回路は,図 5. K示すようにト

ランシスタ又はオペアンづで拙成された」暫ψ品器 A と,コンデンサでインダクタ

しを笑現するものである。シミュレー1インダクタ回路の詳細な動作原郡

は省略するが,図 5.忙おいて,コンデンサ Cιがオペアンづの正帰還ルー

づに入っているのが特徴で,コンデンサカリ珂波数が浩jくなるとインピ_

タンスが低、ドする,すなわち,インダクタンスと逝の刷波数1寺性になる

ととを羽リ刊して,この蛎}還ルーづ仏」に Cιを入れることで疑似的に

インダクタンス特性をもたせている。との場合、インダクタンスιは,ι=

Cι'&'&で表せるので,この山1路に外付け C"を直列按続すると,
共振回路j。は,

f。=112πVZC ( 5 )

式(5)の基本式から,

Z

ν

k

A
Z

π十Z

1 N

1・
A

Z

π

1じ=^
R 十Z

Z

、1
ι

冗

Z

0

(フ)

となる0 三斐グうフィックィコライザー1C は,この共振山1路にトランづスタ

を使用した普及版と,オペアンづを使用した Hi-Fi形と,用途IC応じ

てシリーズ化している。このシリーズでは,共振回路用の 1、ランジスタ及

びオペアンづのほか忙,共振1旦1路用の抵抗2本と,,調遷」沖蠣用のオペア

ンづを内蔵している。特ICとのシリーズでは,各共振回路はもとより

負辯還」竹幅用の才ペアンづには,高耐圧低雑音のづロセスを使用して,
オーディオの厳しいスペックにヌJ応している。なかでも,オペアンづは単

品としてオーディオ市場で笑i貨の高い低鯏箔'汎用オペアンづM5218の1川

路描成及びづロセスを流用しており,商い性能を得てぃる。

4,三菱グラフィックィコライザー 1C ラインナップ

表 1・に三饗グラフィックィコライザー1Cシリーズのラインナッづを紹介する。

M5226 は,トランジスタブゾ式の共振回路を用いた5索子のタイづで,
との製品が,業界で初めてモノリシリクリニア1C として製吊.化されたも

ので,主にラづカセ,普及タイづの力ーオーディオ,モづユラーステレオなどに
採井はれている。

M聡27, M能29 は,それぞれ5索子,7染子のタイづで,共振山1

路をオペアンづ、1蒜成にするととにより,商互イナミックレンジ,低ひずみ率

化特性が図られており,ホームステレオ,高級力ーオーゞイオなど, Hi-Fi

オーディオ文J応となっている。 M能43 は,トランジスタ村遅成による 3 業

子ステレオタイづのもので,普及形のラづカセや力ーメーディオにヌ寸応させ

た製品で,特にラジカセなどの単一確源を使用するセットに六J応させ,

内部に基準確圧 V祀/回路を内蔵させるととにより, V卯12レベルシフ

C1

0・V々を

冗2

A

&

図 5・シミュレートインダクタンス回路

jo=112, Cι・&・&.C" (の ト山1路を夕付寸けしなくても,安定なパイアス状態が保てる回路が内蔵
と塾ミされる。また,共振j"波数における山の銃さを表す々は, されている。

表 1.三凌グラフィヅクィコライザー1C の製品一覧

ι= Cι.究1・ R2
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表 2. M5229P の最大定格,確気的特性
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また,図 6.に紹介するように,これらのシリーズは,16Pin 及び

20 pin DIL の標準パヅケーづの低かに,超小形セットや,ハイづり,,ド1C

など忙最適なミニフラ四ト(S0 タイづ)パッケーづもシリーズ化されており,

高密皮突装化にも対応している。図 7.は,このシリーズの最、索子

数の多い Hi-Fi7索子タイづM5229 のチ,づ写真である。また,図

8.は M5243 の,図 9.は M5229 のづロック図を示す。表 2.は M

兜29P/FP の最大定絡,俺気的特性,図 10.は代表的な応用回路

列,図 11.はその刷波数侍性をポす。
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図 10, Hi-Fiク'ラフィ,りクィコライザー 1C M5229P の応用f川路例
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5.用途

三斐グラフィ,ワクィコライザー 1C は,今まで述ベてきたように,ホームステレ

オや力ーオーディオ,ラジカセなどはもとより,最近では,音質を重視し

たステレオタイづのテレビ,カラオケセ,りト,更には篭子ピアノ,シンセサイザー,

エレキギターなどの竃子楽器まで用途は広がっており,今後ますます

音づくりのかなめとして成長する分野と思われる。また,単に今回

紹介したシリーズを使用するだけでなく,複数個直列接続して素子数

を増やした応用や,スライド VRの代わりに,あらかじめ設定してお

いた抵抗を, CMOS篭子スィリチとマイコンの組合せで切換コント0ール

Q=π子云牙7^;

2k 5k lok 20k 50k

(HZ)

(M5229P)の刷波数特性

20kΩγ丑

X7

毒

吠』

グうフィ・りクィコライザー 1C シリーズ・山田

単位抵抗:Ω

客墨:F

することにより,づりセットタイづの音質コントロールシステムなども腔開さ

れている。図 12.は M5227P を採用したづラフィックィコライザー付き

のステレオづりメインアンづの例である。

6.むすび

今回製品化したグラフィヅクィコライザー1Cの概略を紹介してきたが,今

後の製品化の課題として, CDなどで代表されるディジタル音源によ

る高 SIN 局ダイナミックレンジ化に対応して,グラフィックィコライザー 1C

も,更忙低解仁斉, i島ダイナミヅクレンリ,低ひずみ率化が必要となって

くる。また,機能商でも,マイコンや専用 LS1 とインタフェース化して,

スライド VR を確子化したり,また,バーグラフ化表示されたスペクトラム

アナライザディスづレイなどとも接続可能な製品が要求されてくると思わ

れるので,今後更にシリーズ化に努めたい。

図 12・グラフィックィコライザーイ寸きづりメインアンづ
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アモルファスシリコン密着升多イメージセンサ

1.まえがき

近年,情Ⅷ化社会の到来に向けて急激な情W最の処理が必要になっ

ている。このため,ファクシミリ,イメーづりーダなどの画像読取り装1盗に

おいても市餌文り速度,向質の向上とと、忙小形化・低仙格化が望ま

れてぃる。画像読取り装濯の小形化,薄形化,ユニ,"化を図るため

に,従来のような縮小光学系ではなく等イ竒光学系を用いた密芯形イ

メージセンサが必要とされるようになってきた。密着形イメーづセンサの

山現により,従来品の置き換えとと、に新しい用途の展開も予想さ

れる。

光電変換材制・として優れた特長を持つa-si: H沌1僅を用いたサン

ドイッチ形フ才トダイオードアレー,及びこのフォトダイオードを駆動するため

の専用LS1と信号処風回路及び光学系を・一体化したアモルファスシリコン

(a-si)密培形イメージセンサを開発しa),分解能が 8 ド,,ト/mm でA

4サイズの G3ファクシミリ対応のセンサユニ,ゞトを実用化した。

2.構造と製造プロセス

新しく開発した密着形イメージセンサは,小形化及び統取り特性の均一

化を図るため忙,フォトダイオードと駆動用IC とで惜成されるセンサ基

板,信号処理回路,周辺回路実装などに新技術を開発・遭用した。

2.1 構造

a-si密着形イメーづセンサは,図 1.に示すような七つの要粂から構成

されている。以下にその要索と機能を示す。

(1)原儒浦イド:原稿を搬送するガイド板

(2) LEDアレー:中心波長が 570nm (YeⅡOW-GNen)の原科祺御列

用光源

(3) 0,,ドレンズアレー.原稿上の画像情祁をセンサ基板上に等佶結像

する光学系で,開口角 20゜,物像間E厩雛 16.7mm,焦点深度0.2mm,

等価 F 値0.95 である。

(4)放熱板:LEDアレーの放熱と機構部を構成

(5)センサ基板: a-siストライづ形P-i接合フォトダイオードアレーと剛姉力

用ICで擶成され,光電変換を行う。

信号処理回路基板

羽山昌宏、・飛田敏男、・加藤雅敏"・井岡杲雄

(のフレキシづル基板.センサ玉以長と信号処則旦1路基板との確気的な

接統を行う。

(フ)イ言号処理回路基板.センサ基板を娜動し,サンづルホーjレド,不均

一補正,などを行い2値信号を出力する。

図 2.は統取り原稿サイズA4,分解能8ドット/mm,の 0-si密柚

形イメーづセンサの外観である。

2.2 製造プロセスフロー

a-si往ザ高形イメーづtンサのづロセスフローを図 3.にン」ミす。センサ玉以友の

一{=゛ヤーぜヤ山ナ、ノミニ之、.三ご豊ばだ辻だ^ー¥ーーーψーゼー'踊北^

1-一辻一ーー=黙鵬一ー=ー=波一、゛'、で、モでt/"rヲてー!,^サ,、、,、一辻二易支一'、、^1゛,^一嘘ごj乏?ヤ野7ー'<. C、'、ヅξ。'にΞ^叉!^鷺獣勢立

センサ基板

(のセンサ1'板

"゛巳一.、"

60(794)*材'料研究所*ネ商品研究所*緜通信機製作所

LEDアレー

図 1,.-si密治J杉イメージセンサの紲j成

.'ゞ

化)信号処理回路基版

図 2.密ノ筈形イメーづセンサユニ、汁の外観
(45.5 mmX36 nunX260 mm, A 41誠)

^

フレキシブル

基板

放熱板

.拡'

塑曇

基板佐.

原稿ガイト

Cr/A1咸膜

AリCTバターニンク

a-S1成駮

熱処理

IT0成阪

リード端子印刷

IT0バターニンク

ヨーS1パターニンク

保護コート

ボンディング

図 3、 a-si密j盲形イメーづセンサのづロセスフ0-
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断而図を図 4.に示す。パイレ'りクス

ガ'ラス基板(270mmX20mmxl.1

mm)上にフォ"イオードの個別電

極及び配線遵体としてCいAI,

光電変換材料としてi形及びP形

a-si: H,共通電極としてIT0が

順次成膜及びパターニンづされ,

1,728 ドットのサンドイッチ形 a-siフォ

トダイオードアレーが形成れさる。そ

の後,暗電流の低減と特性の安定

化のため,25ぴCの熱処理を経てセンサ部の保護コートカ討恋される。そ

の後,1チ"づ当たり悦個のフォトタイオードが邸匝力できる 27佃の娜動

用 IC (チヅづサイズフ.6mmX2.5mm)のポン手イング及び IC 保護用モ_
ルドカ討厄される。

その結果,フォ1,'イオードアレー巴振動用 IC とを高密度に一休化実

奘した極めてコンパクトなセンサリ'板(他社に比ベてν2以下)が得ら

れた0 作成されたセンサメ'板に,光学系,信号処理同路基板,機構
部などが細立・朋藥される。

3.読取りユニット

IT0共通電極

3.1 センサ基板

3.1,1 フォトダイオード素子

密j冷形イメージセンサに用φられるワオトダイオードアレーは,良好なフォトダ

イオー1ぐ4寺性酎氏コスト化が要求される。したがって,コストパフォ_マン

スの良φフォ1,イオード索子備造の設訓'と材料の選択が重要となる。

水牙ξイヒアモルファスシリコン(且一si: H)蒋}漠は,

(1)不純物のドービングにより P, n制御が可能である。

(2)可視光に支、jする吸収係数が大きいため,分光感度が視感度と
マ・ワチングしてし、る。

(3) i高抵抗のためフォ"イオード索子冏の 0-si層のアイソレーションが
不要である。

(4)大きな明1店比で光応符性の良仏サン1{イ,,チ形フ才陵イオード索
子が可能である。

保護辰

i-a-SI

モールド

Cr個別電極 導電性接着剤

図 4.イメージセンサ基板の枇造

駆動用LSI

(5)大而殖にわたり均一で安定なi嗣悦が形成できるため,長尺化,

大而積化が容易である。

(の基板との整A性が良いため,長尺化が容易で安価なガラス基

板が使用できる。

などの特長があるため,フォ1,'イオードの光電変換材料・として適して

おり,密濳形イメージセンサのフォトダイオード素子の主流になりっつぁる。

署材台形イメージセンサに用いられるサンドイ,,チ形0-siフォトダイオードアレ

の素子構造は,図 5.に示すように 0-si層がフォ1,イオード索子ご

とに分獣された 0-si分航形と,述続している 0-siストライづ形の二

つの流れがある。 a-si分削t形の代表例は P-1-n 形フォ抄イオードアレー

(以下, P-i-n形と呼ぶ)で, a-siストライづ形の代表例はショヅトキー

形フォ1,イオードアレー(以下, i ストライづ形と11乎ぶ)である。 P-i-n 形,

i ストライづ形及び a-siストライづ形 P-i按合フォトダイオードアレー(以下,

P-iストライづ形ι呼ぶ)のそれぞれにつーて,素子織造及びフォ惨イ

オード'!1寺性を闘ベたC)心X心(5)。

その結果, P-iストライづ形の設計の最適化を図るととによって P-

i-n形巴同等の特性をもち,低コスト化を達成するととができた。

図 5.(a)に示すように, P-i-n 形は隣接フォトダイオード冏て・a-si層

が分誹されているため,隣接間のクロストークがなく,また a-si層の

有効画積が小さいととから受光感度領域の広がりがない反面,0-si

端而のりーク電流を抑制するために端面パッシベーシ.ン映を必要とす

る。このため,索子構造及び製造工程の複雑化はさけられず,コスト

i高になる。しかしながら, P-i-n接合を用いているため特性は優れ,

入出力端子
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図 5.フォトダイオードアレーの素子構造

アモルファスシリコン密"弁形イメージセンサ・羽ル1・飛田・力1俳嘉.井岡

ITO

P-a-S

1ーヨーSI

Cr

ガラス

-a-SI

1ストライフ形

卞りイ

3-S1ストライプ形

卜

一S

一S

(ヨ)

ITO

i-a-SI

Cr

Cr

ガラス

P-」ストライプ形

」一日一SJ

Cr

ITO

P-3-S↓

1-a-SI

C1

1丁0

P-a-SI
1-a-SI

Cr

(C)

61 (795)

P一日一S

主
走
査
方
向
断
面

副
走
査
方
向
断
面

、
ホ
リ
イ
ミ
ド



安定性,再現性も良い。

一方, iストライづ形は図 5.(b)に示すよう忙,素子構造と製造

工程が簡単忙なり低コスト化が図れる。しかしながら,ショ・"キーパリ

アは P-i-n接合忙比ベてその再現性が悪く, i形0-si層上{て特別

な前処理を施さないく・1T0 を直接成膜した場合,実用に耐える明

暗比と再現性が得忙くい。

新しく開発した a-siストライづ形 P-i接合フォトダイオードアレー素子構

造は図 5.(0)に示すように,パイレ,,クスガラス基板上{C, cr個別電

極をパターン形成した後, i形とP形の 0-si層を成膜L,共通上部

電極に IT0 を用いた。 a-S1屑は,フォトダイオード素子打勺を分部しない

ストライづ形状としてぃるが,0-siの商抵抗な牲質を利川して端而パ

ツシベーシ,ン膜を不要とした。また, P形a-si層は,受光感度領域

の広がりを抑止するΠ的でIT0膜が被覆されていない領域を除去

した。

0-si苅膜は, H.希釈した SiH肋'スのづ口一放確法を用い, i形

とP形 a-SL H膜を連続したチャンバで積層した。なお, P形 a-si

のドーピンづガスは B9H。ガスを用いた。0-siの成膜条件は成膜圧力が

130PO,基板加剤Y品度が 25σC である。 i形と P形 a-siのh剣椣速

度は,それぞれ,23nmlmin,3.1nmlmin である。

i形 0-si の標準的な暗導電率と光学的バゞ¥+ツづは,1×10-゜

SI^m,1.76 eV であり, P形 a-si のそれぞれは,4.5 × 10-' slcm,

1.60eV である。 a-si 刊村僅は CF'.ガスを用いたづラズマエヅチング法に

よりパターン形成をした。 1T0 膜の特性はシート抵抗15Ω10,透過

率は 85%以上である。

図 6.にP-1ストライづ形の標準的な電流一電圧特性を示す。光電流

は570nm,100IX のもとで測定した。なお,図には比較のため同

じ解像度である 8ドット/mmのP-i-n形と,1T0成膜前忙特別な前

処理を施したiストライづ形の標準的な賠電流一電圧特性を示した0

この図から分かるよう K, P-i-n形は良好な整流特性を示している。

密蒲形イメージセンサの使用領域である負印加電圧のもとでは, P-iスト

ライづ形は P-i-n形と同レベルの小さなりーク電流を示し, iストライづ

形より優れているととが分かる。

P-iストライづ形と iストライづ形の光電流と電極構造にっいて調ベた

結果,光電流は 0-siのストライづ幅に依存することが分かった御御0

受光感度は,0-siが C"とIT0 の両側電極によって挟まれた領域

だけでなく,特Ka-siがC"の片側電極のみをもっ領域に、存在する

ことが分かった。 ct の片側電極のみをもっ a-si領域の受光感度は,

両側電極によって挟まれた a-si領域の 5%弱(1001×)であった0

Cr の片側電極のみをもっ 0-si領域幅功ξ0.7mm のとき,光電流

は両側確極忙よって挟まれた 0-si領域の光電流の 1.2~1.3偕程度

であった。とれに刈'して,1T0 の片側電極のみをもっ a-si領域の

光電流は,両側電極によって挟まれたa-si領域の約0.4%で無祝で

きることが分かった。 cr の片側W'.砺のみをもっ a-si領域は,光電

流の負電圧依存性を大きくさせる原因となり,また光電流q,)一照

度(ι)特性のγ値qPⅨυ)は 0.85と小さくγ値を低下させる原因

となっている。

以上のように, a-si層をストライづ形状とすること忙よるフォトダイ

オード特性の低下を抑止する目的で, C,の片側電極のみを、つP

形a-si層の除去と,0-si幅及びセンサ部からの C,電極取り出しパ

ターンなどの設計の最適化を行うこと Kよって,極めて良好な特性

を得ることができた。

その結果,明賠化が 1,000以上で,光電流のパイアス電圧依存性が

小さくなり,γ値として 0.96が得られた。分光感度特性は図 7・に

示すように可視光620mnで極大をとる。素子を形成した後,暗電

流の低減と特性の安定化を図る目的で250゜Cの熱処理を施した。

3.1,2 周辺実装

フォトダイオードは,光透過率95%以上の逐明ジJコーン樹脂をスクリーン

日翫訓した保護コート U嘆厚50μm)で被覆した。その結果づレ、,シャク,,

カーテスト(121゜C,2atm.) 330時田],温度サイクル(-30~+85゜C,

各30分) 350サイクルの信頼性試験後もフォトダイ才ードの光電流,陪電

流,などフォトダイオード特性にはほとんど変化がなく,極めて良好な

パヅシベーション効果が得られた。

ICチ,づは, A晒部泉上K Agエボ千シ系の導電性ベーストでダイポンデ

イングした後,115μm ビッチのワイヤポンディングを行った。センサ基板上

の共通電極の一部及び1/0端子はA1バリド上にAUボリイミド系の導

電性ペーストを用いたコーティングを行い,フレキシづル基板と圧接により

電気的なコンタクトを得ている。フレキシづル基板には,ノイズ抑止用の

チ,づコンデンサが電源ラインとアース問にはんだ付けされ,センサ基板と

の接続部の端子はAUめっきされている。

10-6

IiK570nm,1001×)

トライプ形.:-1ス

トライプ形

△: P-1-n形

10-9 0 ストライプ形
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図 6.電流一電圧特性
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図 7.フ才トダイオードの分光感度特性
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これらの周辺実装ではセンサ基

板に加わる熱履歴,基板のハンドリ

ング・保管・乾燐Ⅱ寺におけるセンサ

基板の帯電,ワイヤホンゞインづ時のサ

ーづ発生,などに起因するフォトダ

イオードの特性劣化な゛しは破壊が

発生しやす仏。そこで,センサメ'

板の製造づロセス及び突奘づロセスに

おける静電気対策のため、づロセス

の細部において1寺別な工夫を行っ

3,2 駆動回路

3.2,1 基本動作

読取りユニ・"の光電変換方式とし

て,帯積力式を用いている。図

8.に阿路"飯艾を示す。シフルジスタ

には,クロック信・号と 1クロック分だ

けHigl)レベルの SIN 信号が, j例1切

的{て入力される。関において,2番

ΠのフォトダイオードS旦に注nすると,

S1

ヒ_

S2

シフトレジスタの Q31_Ⅱ力が Hlg、レベルになったときトランジスタ Tr9 が

ON になり,ダイオード客最 Cd が充確される。 Q.が LOW レベルにな

リ,再びSIN信号が入力されて Q.,がHighレベルになるまでの"割司

には,フォトダイオードに,入射光耻に比例した光電流が流れ,とれは

ダイオード容品 Cd の放電電流巴なる。との1周期の時周を蓄積時冏

7S といい,帯利川寺1剖 rS を経過した後, Q0 が Hlgh レベルになると、

バッファアンづのⅡ」力に按続されたアナロづスィ,,チが ON になり、Ⅱ_1力端

子には次式で与えられる確1、11 V0 が1_H力される。

C」2

S3

Cd

SIN

CLK

T,2

S6ヨ

L^_

S64

-1 1/,,dt
VO=ーーーーー^

Q.

動1ノ師頁域く、光電流1,は,端子冏確圧に依存しないため,入射光

呈が・一定であれぱ'式(1)は,

-11,・ rs
VO=ーーーーー. ( 2 )

となり,入射光_耻に比例した川力が得られる。

3.2.2 駆動用 IC

邸動用 IC は図 8.に示すように,64個のバヅファアンづ,アナ0グスィ四チ,

センサリセ,,ト用スィヅチ及び 65 段のシフトレジスタで構成されている。図

{Cおいて,配線パターンの線問容呈の影紳を杉えると,2番目のフォ

トダイオードS旦の信号'が,出力端子 V0 ヘⅡ_1ブJされるとき,同時に 1

番目のフ才"イオードS,への充確が行われ、線開容最C巴を通じて確

荷が流れ込みⅡ_1力信号を変動させることが分かる。したがって感度

均一性をi拓めるためには,線問容_晒を小さくし、更にそのぱらつき

を小さくすることが必要である。

このために廓動用ICのセンサ入カパリドは,1Cチッづの一辺に千鳥

状に集中して再引汽させている。フォ"イメードからの配線長がほぽー

定になり,個別,耐亟の線問容示のばらつきによる感度均一性ヘの影

縛はなくなっている。また,この IC を使用した結果,センサ基棚崎

を 20mm と極めて減少させるととができた。たお,卵動用IC はフ

才阪'イオードからの入カリーク電流を 10OPA 以下とするために,詞路

全体をCMOSで備成した。

ノ

Photodlode

Q.

図 8.密j竹形イメーづセンサの'亦価詞路 4郭動用IC 1チガ分)

Q'

Shift Reg15ter

ーー.

VS

SwitchAnalog

」

Q臼

仁号λ力

BU仟er Arnp

Q劇

アンフ'

3.2.3 信号処理回路

信・弓処理回路のづ0,,ク図を図 9.に示す。センサJ劇友から得られる信

、弓入力は,バリファアンづにより」N1冊されサンづルホールドされた後,不均

一補正回路に入力される。不均一補正回路では,センサの感疫ばら

つき,照明むら,など忙起因するイ言弓の不均一性が,あらかじめ

ROM に桃納されているデータによりピリトご巴に補正される。補正

された信号は, AGC同路,2値化回路を経て2値信号として出力

される。したがって,外部からクロリク信号とデータ要求信・弓を入力

するだけで2値信号を得ることができる。

このよらに、統取りユニ,ワトは佶号処理回路と光学系が一体化され

ているため,ユーザーは無訟搾キてイ吏用できるよらになってぃる。

3.3 読取り特性

図 10'はセンサJ餅反の光磁変換特性を示している。図から鉋和露光

昂;は 1.51×・S,光篭変換特性のン値は 0.96 となり非常に良い直線性

を示して゛る。との数値は,祐度の高や2値出力が得られるだけで

なく,このセンサが小冏調の統取りにも十分適用できることを示し

てしへる。

図 11.は觧像皮特性を示しており,41Plmm (Hne p0辻lmm)の

空問周波数における NITF (Mod田飢ion TN郎{a Fundion)は 56

% であり,十分な鮓像座を特っている。表 1.にこの密詰形イメーづ

センサの諸特性を尓す。また,図 12.にはこの密j6形イメーリセンサで

読み取った偏・号を感熱づりンタに出力させた例で,主走査方向及び副

走査力向ともに十分な解像度が得られている。

4,むすび

a-siワオ1,イオード索子とその駆正功用IC,信号用処理回路及び光学系

を非常にコンパクトにユニ,汁化した 0-si密j旨形イメージセンサを開発・

実用化した。とれは,分解能 8ド,,1、/mm, A 4サイズ,読取り速度

63 (797)

Q砧

( 1 )

サンフ'ル

ホールド

図 9.儒・弓処皿同路のづロック図
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表 1.密芯形イメージセンサの性能

飽和電光呈.1.51×・S

ン値(傾き).0.96

目
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図 12.読取り例

高性能化,浩H言頼性忙よって,ファクDヨリのみならず,ノ>後新しい

応用・展開を図れるものと期待される。

介後は武池到象度化,読取りサイズの大形化,コストパフォーマンスの更

に向_1二を円指した開発により,市」昜二ーズにこたえる所存である。

(原稿受付昭侃一6-4)
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大出力CO.レーザ溶接技術

1.まえがき

C0旦レーザは,近午そのブq"力化が図られ,而子ビームとともに高工

ネルギー密度熱源巴して,切断をはじめ溶接,熱処郡などの加工分野

に適用されて仏る山。筆者らは通商産業省の大型づロジェクト「超島性

能レーザー応用複合生産システム」(昭和能~59午皮)の一褒として,

20IAV級大出力 C0旦レーザ発振器及び加工技術の開発を行ってき
柁〕た 0

本稿では,新しい放電励起方式SAGEを採用した加工用の連続

発振大川力C09レーザを用いた深溶込み溶接にっφて紹介する。特

に,不安定形共振器の主要パラメータであるビームの拡大率@1値)

や,架光ビームの焦点深度の溶込み深さやビード形成現象に及ぽす影

粋にっいて,遅子ビーム溶接の場介巴比岐しながら述ベるとととす
る。

オく Jギ平本誠剛 奥田寺.

2.20kW 級大出力 CO。レーザ

2.1 SAGE式レーザの特徴

ことで使用した大出カレーザでは,長時問にわたって安定したピー△

品質と出力を硫保するために,半透過鏡を使用しない不安定形共振

器を採用している。との発振器は3杣画交形(光",放確,ガス流の

因
'L;'、

3軸が万.いにル气交した構成のものを仏う)で,無声放而(SⅡont Di、

.oharge. SD)を補助放電とした直流グロー放確の励起ブj式(sil.nt、

dischatge Assisted DC GIOW Discl]aTge Excitation : SAGEブjiて)

を新しく取り入れたものである御山御。

20kNV級大出力 SAGEブ五艾 C02レーザの外観を図 1.{C示す。

写真からもわかるように,20kW レーザとしてはコンパクトな奘羅で

ある0 図 2.は共振器の光学系を示したものである。正分岐共焦点

形共振器の不安定形共振器で,一組の凹商及び凸而全反射ミラーで

枇成されている。ビームの取り出しは,凸部ミラーの近くに配羅され

た穴あきミラーで行われるが,取り出されるビームはドーナッ状のりン

グモードビームである。

不安定形共振器では,りング状パターンの外径D0 と内径D'との

上KD9/D,)をピーム拡大率U と呼ぶが,との拡大率Nがピームの

架光特性,1ネルギー分布特性や溶接性能に重要な影郷を及ぽす綱。
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GAS VELocnY 80m/S

C0ユーCO-N2 -He

SD電力フ.2kw

ビーム拡大率U :

20

2-1-6-32

10

ビ_ム拡大率Uは,共振器を朧成する光学素子を変更するととによ

り設定できるが,本稿では U の値を 1.5,2.0,2.5 に設定した場合

について述ベるとととする。

取出しミラーにより,共振器外部忙取り出されたビームは,取出し

窓近傍(近視野)では,図 3.(0)のアクリルバーンパターンレナ功像で

示すような中抜けのりング状をしているが,レンズやミラーなどの集光

用光学素子により集光すると,光の同折現象忙より速視野像は,同

関(b)に示すような中央に鋭いビークをもっ軸対称のガウシアンモード

に近い 1ネル半一分布形態となる。

2'2 発振特性

20kW級大出力 C09レーザの発振特性を図 4.に示す。とれは最大

出力を得たときの発振特性で,高出力領域で、発振効率が低下しな

込ように,補助放電爪の SD確力を適当な値に設定することにより

得られたものである。冬ガス圧力において.山力はほぽ画線状に増

加し 20kW以上の出力力新辱られている。

ガス圧力 80T0辻,ガス對じ切り条件下において,最大出力 265

kw,発振効率16.5%が得られ,長時問の連続運転においても安定

した山力が硫保されている。

3.溶接現象の特徴

電子ピーム溶接やレーザ溶接では,被溶接材のビー△照身寸部にビー△ホー

ルと呼ぱれる深いキャピティが形成され,被溶接材内部にエネルギーが

辿接伝達され,深い溶込みが形成される。とのピームホールは,照射

ビームの集光状態によって大きな影縛をらける。ここでは,ピームの

集光特性忙影瓣を及ぽすビーム拡大率Mや焦点深度とビード形成現

象との関係について述ベることとする。

3.1 ビーム拡大率lfの溶込み深さに及ぽす影響

ビ_△拡大率Uは既に述ベたように,ビー△の外径と内径との比であ

るが,りンづモードe一△をレンズで架光すると,中心部K鋭仏ぜークを

もっエネルギー分布形態巴なり, U値が大きいほど中心強度は局く,

集光スボ,介は小さくなる(ただL回折卵論が成立する範囲)ので,

エネルギー密度は高くなる。

図 5.は各溶接速度における溶込み深さを, U値をパラメータとし

て示したものである。なお,図中には上帥立のために電子ビーム溶接

の場合の溶込み深さをヲ籍己してある。供試材兆1・は 25mm 厚のステン

レス鋼 SUS304 で,溶接姿勢はすべて下向き姿勢である。レーザ溶

接では白一】叶'ガスとしてへりウムガスを用いたが,づラズマ除去は特にお

0 50

24

放電電力(kw)

図 4.窕振出力特性
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,

溶接条件
電子ビーム溶接ノ加速電圧:80kv

ワークディスタンス:250mm

5 × 10-2Torr真空度

レーザ溶接/集光レンズ:znse,j:250mm

ビーム拡大率:01.5,マ2.0,02.5

シールドガス:1He 80 vrnin

材料: JIS SUS 304

出力:10kw
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こなわなかった。

レーザや電子ビーム溶接では,ビーム集光位置(焦

点)を被溶接材のどの位羅忙設定するかによって,

溶込み深さが著しく変化するピードの遷移現象御

が現れるが,予備検討の結果から各速度忙おける

最大溶込みを与える位羅に設定した。いずれの溶

接法においても,溶込み深さは溶接速度が火きく

なるとともに減少してゆくが,低速度域での溶込

み深さの波少傾向は電子ピー△溶接の力が著しく,

レーザ溶接では上副或的小さい。いいかえると一而子

ビーム溶接では溶按速度を遅くすると溶込みは急

に火きくなるが,レーザ溶按ではさほど火きくなら

ないと仏うことである。

とれはレーザ溶接の場合は,低速域ではづラズマ

の発生が顕著で,レーザピームがこのづラズマに吸」収

あるいは散乱され,ビーム1ネルギーがゼ'ームホール底部

に府効に伝達されなくなるためであること,及び

溶込みが深くなって溶融金属の一部がビームホール

底部に所藷τ込み,ビームが底部に心才剣乍用しなくな

るためであると思われる。しかし入1値が火きく

なり,ピー△エネルギー密度が高くなると,ビームホール

の形成が安定に斜討Jされるので,ビームホール底部ま

て爪劉妾エネルギーが投入され溶込みが大きく牛1加す

るものと杉えられる。

レーザ及び冠子ピー△溶接におけるピード断而形状

の一例を図 6.に示す。 M値が2.5と大きいので,

材料

出力

集光レンズ

シールドガス

」1S SUS 304

10kw

Znse,ノ:250mm

He 80 vmln

20

即^
、,、.ーーイ<1 ノナ

底部のとがった"くさび形"の Eードが得られ、電子ビーム溶接の場

合と同様にアスペクト比(溶込み深さ/ピード1町)の火きなビード形状

となっている。図 7.はハ1値を変化させたときの溶込み深さ及び

溶込み形状の変化を示したものである。 U値が大きくなるに従い

ビード幅が狄くなり,溶込み深さが火きいピード形状ヘと変遷してい

くのがわかる。

3.2 ビード形成現象

ピーム拡大率は,溶込み深さのみならずピード形成現象にも大きな影

縄を及ぽす。

図 8.は各U値におけるハンeンづビードの発生限界を示したもので

ある。ここでハンピングビードと仏うのは,ビード1崎が爪"挑的に変動した

四凸のはげしいビード形態を示すもので,ときにはビード側部忙鋭込

切り込みの生じたアンダカットを作うことがある。とれは溶接進行方

向に細長くのびた液柱の不安定現象に基づく、ので,高速になるほ

ど発生しやすいものである。したがって,とのハンビンづが発生する

と健全な溶接部が得られないので,これが溶接の限界速疫となるわ

けである。ハンビング発生限界が高速側にあれぱあるほどよいわけで

あるが,図 8.に示すように, N値が火きくなってビームの集光性

が良くなるほど,すなわちエネルギー密皮力町高くなるほど低速側で

ハンビングが発生する。八11.5 でのハンeンづ発生限界は釣 10mlmin

であるの忙対し, M2.5 では約 5mlmin付近でハンピングが発生する

ようになる。アンダカ"をイ'Fうハンビングは,いずれのハ4値において

も抵ぽ 15mlmin 付近で発生するようになる。

確子ビーム溶接の場合と比較したものを図9.に示す。いずれの出

力においても U値が火きいほど低速でハンじンづが発生しており,

U2.5 の場合には而子ピー△溶接の場合とほぽ同様の傾向を示す。

大山力 C09レーザ溶接技祐卜平本・大宅・奥Π_1・永井・菱井
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ビーム拡大率 N

ピーム拡火率の溶込みに及ぽす影縄
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ただし,電子ピーム溶接の場合にはいずれもアンダか"を作うハンビン

グとなっている。

以上のことからレーザ溶接の場合,ビーム拡大率Nを大きくする

とピード形成現象は電子ピームi容接の場合とよく似たものになると巴

67(80D
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がわかる。

3.3 焦点深度の溶込み深さに及ぽす影響

レーザビームは一般忙焦点深度が浅いといわれており,深溶込み溶接を

行う忙は,できるだけ焦点深度の深い光学系を選択する必要がある。

焦点深度巴は,ビームの活性領域(ピームのエネルギー密度が抵ぽ一定

の領域)の大きさをφうが,ことでは集光ビームのスボ,,ト半径が焦

点面でのスボヅト半径のV吾佶Kなる点の焦点西からの距酢の2倍

を焦点深度と定義する。同折郡論によれぱ,焦点深度は光学系のF

値(F=焦゛1廊獣/ビーム径)の2乗に比例するが御,その反面F値

が火きくなると,焦点而でのピームスポ'汁径は F 値に比例するので

ビームカ絲交りきれなくなり,結果としてエネル半一密度が低下する。

図 10,は F値の溶込み深さに及ぽ,、県三畔を尓したものである。

低速(1mlmln)では, F値が大きくなるに従ってビード1隔が広くな

リ,"ワインカ,,づ"状の Eード形状となるものの溶込み深さはあまり変

化しない。,、なわち低速域では長焦点レンズを用いて、, eームの活

性領域が長いのでi容込み深さはあ主り減少しないものと思われる。

しかし,高速(5mlmin)の場合には eームのエネルギー密度が溶込み

を大きく支配するようになるので,エネルギー密度の低い長焦点レンズ

を用いた場合には,溶込み深さは念U敷に小さくなってゆくことがわ

カ、る。

4,むすび

新しい放電励起方式SAGE を用いた 20RW級大出力C09レーザを

用いた深溶込み溶接技術を紹介した。要、点を主とめると

次のようになる。

(1)りングモードe一△にお仏ては,ビー△1広大率ハ1は溶込

み深さに大きな影瓣を及ぽし, N値が大き仏ほど深溶

込みが得られ,アスくクト比の大きな溶込み形状となる。

今回,溶接速度 lmlmln,出力 10kW の条什下でステン

レス鋼の溶接に女Jして,14.5mm の溶込みが得られた。

(2)ピード形成現象は, U値が大きくなるに従い而子

ピーム溶接のそれに近づき,ハンeンづ発生限界も低速側に

移行する。

(3)低速度条件下では, F値を約4~約9主で変化さ

せても溶込み深さに大きな変化はみられなかった。ただ

し F値が大きくなると表而ビード幅が広くなり,溶込み

形状はワインカ,,づ状を呈するようになる。また席速城で

はF値の増大とと屯に溶込み深さは急に浅くなり,じーム

のエネルギー密度低下の影瓣、が火きい酒のと判断される。

20kW級大出力 C02レーザは,産業用レーザとして信

頼性,而1久性が証明され,今後ますます高能率加工機と

して溶接や熱処理といった劃リ川工分野で広く利用される

ものと川湘*れる。

電子ビーム溶接

20

唐接条件

電子ビーム唐接/加速電圧:80kv

ワークディスタンス:250mm

5 × 10-2Torr真空度

レーザ俗接ノ集光レンズ:znse,ノ:250mm

ビーム拡大キ:ハ,1.5~25

シールドガス: He 80 vmin

材料: JIS SUS 304

15

10

レーザ溶接

5

0

材科

出力

集光レンス

JIS SUS 304

10kvv

KCI(ノ:40ornm_ 60ornm),

Znse(j :?50rnm)

ビーム拡大牢:25

シールドガス: He 80 リmln

4

(原稿受付昭矼一6-3の

考參 文献

A. uomo'i .t 01..1いV DO0. NO.Ⅳ一375-84 (198り

秋葉抵か.超高性能レーザー応川複合生産システム研究開発成

果発表会論文集, P.2妬(1985)

菱井ほか.三菱電機技靴,60, NO.3, P.22 印π61)

( 1 )

( 2 )

図9

20

8

唐接速度(m/min)

ピード形成現象の比皎

16

( 3 )

瀞^

12

12

16

8

68(802)

.

20

膨^

4

゜＼舞圏゜＼^,

溶接速度

Im/m川

3m/m川

5m/m川

10m/m伯

△

0

.

4

謬^

△

5

図 10

( 4 )

F イ直

F値の溶込み形状に及ぽす影弩

6

斐井ほか

59)

永井ほか

腕i浜ほか

荒田ほか

( 5 )

(の

(フ)

^.
ノノノー

△

7

レーザー学会研究会祁告, RTM-84-26, P.19 (昭

8

光一」た,14, NO,3, P

レーザー研究,13, NO

i容接e,会三占,49, NO

9 10
5mm

L^1

185 (昭 6の

4, P.17 (昭6の

10, P.29 (「1H55)

三斐而機技報. V01.60. NO.11.1986

ビング及び

アンダカット
M:25

ー
.
ー一
入

,
:
,
〔
〔
〔
＼
一

V
 
X
,
 
V

Y
¥
0
 
＼
<

2U
 
＼
,
 
V

印
＼
.
ー

X

＼
.

/

ド

N
、

t
.

1

/
0(

E
E
)
如
咲
武
製
迎

(
妾
)
 
R
男

ヒ常

0
.
口
△

/
广
 
0



0

-J.='

菱入退室管理システム
^

^

^

《MELACCESS》
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このたび三菱屯機ては、三菱入退室管理システム《MELAC

CESSXメルアクセス)を製品化しました。

急述な情縦化を遂げ、複雑になってぃく呪代社会ては、より

高度なセキュリティが必要となっています。《MELACCESS》

は、その要部"二応えるべく、これまでのシステムが持たなかっ

た掌形判別機を佃人蔽別裴羅として採用。より正付が"D(佃

人融知Dを実現し、さらにアクセスコントロール機能と管哩

機能を一段と充突させJ放重て'確かな入退室智り里を可能としま

した。

《MELACCESS》は、重叟リ旭女からオフィスにいたるまで、安

全対策を求められるあらゆる場所に適川てきます。

特長

@最火2000人の佃人微別能力。

ID番リ、氏名、所屈、アクセスレベルなどの仙人情繊の変史、抹

ノ,4'ぎ".'イ.、ノ"<゛,乎1ヲノ f豆.ぐ三M一券

システムの構成

消も飾単に行え、仙人恬帳管理のわずらわしさを觧消しました。

.入室時だけて'なく、選室時.管理。

入室.退塗の文Kつい)管理も行っており、不正な打、動を兄逃さず、

管理エリアへのアクセス状況を細力く把批てきます。

.4征類の仙人識別裴識は構成白在。

佃人蔽別裴朧として掌形判別機、ランキー付'カードリーダ、カー

ドリーダ、テンキーが川点されてぃます。管理エリアのセキュリ

ティレベルに合わせて、過性かつ染欧なシステム""女が"1能tす。

.入退室aι1玉データの紀'憶容U:は、約36万回分。

フロツピーディスクによる外部バックァップも、,寸能て'、データ検

索機能も充尖しており、これまてのシステムのように多大な保管

スペースと11予岡を必要としません。

.允実したアクセスコントロール機能。

小央処理裴置(CPU)による一元管理のもとに、アクセスレベル規

制、1]舸卦帯規制、不止アクセス監視、在室者硫,1忽など、ほかにも

多くの機能が用意されています。
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このたび三菱電機は、ユニバーサルコン

トローラ<FACTORY MATE>シリーズ

に、監視・データ処理主体の、 16ビット

CPUを搭載したデータ処理ユニット、ラ

ツク取付構造t8ビットCPUを搭載したV

0処理用コントローラて'ある言十制ユニット

及び1/0信号の入出カユニットとして、リ

モート入出カユニット、拡張入出カユニ

ツトを登場させシリーズの充実をはかり

ましナご。

これらのユニットを活用することにより

従来のUM-88B形とあわせて、言十測・監

視・データ処理のシステムが、より一層

システム構成しゃすくなりました。

三菱ユニバーサルコントローラ

現場に合わせた計測制御システムを実現。

16ビット

データ処理ユニット

ωM-86M形)

特長

.データ処理ユニット

@16ビット CPU(8086-2、8MHZ)を採剛し、高速処理、大容量メ

モリ(最大832Kバ'イト)を実gιしています。

.日木語コンカレントCP/M-86を採用し、マルチタスク処理が

可能てす。

.二菱パーソナルコンビュータMULTI-16ε互換性を持たせてあ

るため、 MULT卜16の資産がそのまま流用てきます。

.りモート入出カユニット、言t制ユニット、UM-88B とは50OKBPS

の高速通信でりンクてき、配線工事の費用の削減がはかれます。

国計制ユニット

.Z80B(6MH力相当品のCPUを採用することにより、 1・5倍(当

社UM-88B比)の高速処理を実現すると共に、お客様で蓄枝され

た8ビットCPUのノウハウが活用て'きます。

.VMEパ'ス qEEE I014)の口ーカノレパ'スて、ある1/0チャンオ、ル

バスを採用しましたのて、、1/0チャンえ、ルバ'ス規格に合致したボ

ドが計制ユニットて使用て'きる環境を整えました。

@1/0チャンえ、ノレパ'スの採用により、小型て'多くの入出カイ百号の

処理を行うことがてきます。

.割込み処理やビット処理をコマンドレベルて装備したR-BAS

ICを準備しましたのて、イベントに対するレスポンスを必要とす

る処理に適しています。

.SRAMデ'スク(オプション)により、フロッピーディスクを使

用しないて'もファイル処理が行えるため、高速かつ高信ま頁性なフ

アイノレ管理がて、きます。

.マシン語開発用のモニタデバッガにより、マシン語プログラム

の開発が効率よく行えます。

日本語コンカレントCP/M-86はデージタノレリサーチ杜の商標てす。

V0チャンネル

専用ケーブル

3m

血N

,

UM-86M形に専用ケーブ

ル(3m)で接続してV0信

号の入出力を行う

拡張入出カユニット

美尋

測.監祝し'十訓'y

}"'『1

同軸ケーブル50OKBps lkm

通信

六、ー・_夕作成・ノ
らOAゾフトじー

.'ー゛

0~5ぴC(ファン冷創叩割

NO、 H

ス

プログラム可能な盤組込形

計制ユニット

゛'←.、ー^

麺、N ,'、_、_.、
データ処理ユニット

(UM一能B形)

11111

戯闘

¥"^、

仕様

通信バスてデータや信号

の通信を行う1/0信号入

出力用の

リモート入出カユニット

川Ⅱ

CPU

本

主メモリ

(RA入1/R0入1)

鞭邉

198670(804)

UM-86Mデータ処理ユニット

カレンダ・時計

'ー.' 1

外部メモリ

プ

内藏インタフェース

体

1 8086-2( 8MHZ)

'^、"~ι

ゞ立大832Kパ'イト(RA卜1)

汎用 ス口

8"FDD /fフ、ノレ

寸フ'ションボー

1;

卜

年、月、ヨ時、分、村b1ソ子山しウアップ(す)

仁

ソフト{;よる設庄、 8'FDDノパ'プル

プログラム自動立上

5"FDD、 8'FDD、 CRT、 K/B

RS-232-C、プリンタ

ノ卜

サ

文

ローカルユニット

(LM-LU弭分

イ

抽

ク'ラフイ

3スロソト

1瞭

BASIC(ROM):32K,!イト

メ 4 ン(RAM):32K,tイト

R,゛ンク(RAM):32Kパ"イト X8=256KB

ROM,tンク〔ROM}:8Kバイト X8=餌KB

ズ

・f・

サ

Z80B(6MHZ)相当品

計'11ユニット

AC舗~121V 50-60H2 20OVA以下

キ

父

種

イ

色

0

8'FDD/,Sブルより可

^

類

5"FDD ,fプル

ノ

12/14/20d ンチカラー(8色)

,:

ク

年、旦、U、時、分、秒レしテWしクァップ1"

_[

S

英数、カナ、図形、第1/第2水凖'憾字

;1

スイッチ仁て股定、5TDDノパ'プル爪ゞンク

640×450(カラー2画而〕

類

RS-232-C

CRT.K田、プリンタ・5'FDⅨオプソヨン)

132字ノ行 1 色

ド

英数、カナ、図形、泓字

標準キーボード(防吹カバー千D

,'
U口

12 スロソト/フスロットノ2スロノト

.日本誥 CCP/M-86

.MBASIC PIUS(ⅡD

AC85~12】V 50-60"Z 170VA以下

メインノRバンク丹屯掬償

SDCA(伝送)1/F、拡帳VF

その他MULT卜16Ⅲ用の

各種オプションが

裴者て'きます。

燭

5"FDDノパサ、ルノRバンクより可

ノ

14インチカラー(8色ν12インチグリーン

一

囲

央数、"ナ

' ズ

温

132才ソ行 1 色

ノレ

英数、カナ、図形、浜字

酎

ス画す玉{

度

シートキー飛ードノ簡易キーa{ード

CP/M-80

R-BASIC

0~50゜C

拡張入出カユニットおよび

リモート入出カユニソト用の

入出カボード

メモリ、ニーティリナイソフト辨ード等

ν0飛ードは下記品があり1す。

D/1 ]6CH、 D/0 16CH

A/1 16CH、 A/0 2CH

P/1 16CH 4CH

,Ⅱ源:士100OV、外部入出力:士50OV(コモンのみ)

1'2×50μSeC 標凖波形 7kv

三菱電機技報 V01.60
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フ.5 × 2

4.1×2/4.8×2

業務用空気熱源ヒートポンプ給湯機

CAH-FQ形シリーズ

典〒ゞtイ

11-、_
1拳喜ヨ、1'

゛

、'シ

イ<ン1
/J、"、J

、J

くJ Jノ十ノ
、ノ

"ノ、JJ/

づノ

Jユ

^1

タンク貯湯システム例
①

,j

.

空冷式ヒートポンプによる耗ゞ易分野は著しく伸長しており、

安全・衞生的・無公害・省工才、等々て市場の高じ評価を得て

います。

当社はこのヒートポンフ泳試易普及の推進役の一翼をになって

きましたが、このたび、業界初の60゜C出湯が可能な空気熱源

ヒートポンフ゜ま舗昜機を開発いたしました。

用途として、ホテル、寮施設、病院、りハビリ→ニンター、ス

ポーツクラブ、温水フ゜ール、浴場等カリι込まれており、この

ような大量に湯の必要な場所およびご女全性が亜祝される場

所に最適なキ舗昜機と考えられています。以下にCAH・FQ形シ

リーズのすぐれた特長をこ紹介いたします。

特長

.ψ岳広い使用範囲一・・・'外支U且度は冬の一15゜Cから夏の40゜C まて'、

ヒートポンフ゜給湯機の配.湯温度釦゜Cが吋"能て'す。

.マイコンによる新冷媒1剖御の採用・,・・一当村・独白の冷媒術11御力'式

(SPEX)採用により、常に最適な述転が可能てす。

.全白動給湯・ー・・・安全て'クリーンな屯気によるヒートポンフ゜給湯

のため、迎転は全自動。りモコン撚作で述転管理がてきます。

a赤錨のない温水・・・・・・釧製水側熱交換排の採川により、赤錨の心

配がありません。

.ziスペース・ tiι工]"・ーー・ネ合1昜システムは屋_トに架小して設避て

き、しかもユニット1人」に温水循環ポンフ゜が内蔵、可能てす。

.槽内の水位が下がれぱ①より信号をもらい電磁弁が開き給7kします。

.給水墨はヒートポンプチラーの出口水温が一定(5アC)になるように調節されます。

.従って槽内の水の温度は常に一定に保たれているわけです。

.この方式は、貯陽槽を割合に小さくできます。またヒートポンブ給勗機は可

能な限りフル回転させます。(冬期で約20時問)

'Ξ

Ⅱ00

1

1500

仕様

貯晶タンク

占度検出ム:槽内水遇検知

B.ヒートボンプ出口,旦度検知
水仕検出 L:杷内水位栓出

凡'il_1

④
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外
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1.

ノ」(kcal/h)

1貞

形名

1「

電動二方弁循磁弁

循環ホンフ

(mソh)

裴

1、,」

⑧

(mAq)

古(ホン{幻)

(k、V)

CAH・3FQ

イ,」、

図

、i

色

8900/9900

さ

/k交
側換
4,キ 11

空気熱"

ヒートボンプチラー

CAH・FO

1,20/1.34

f

(mm)

f1

i去二L 冷叫(トン(庄定トン)

0.6/0.8

(mm)

」」气

3.2/3.フ

47/47

(1れm)

刷賀

冷

1

- r,

ト!貝

71(805)

Ξ

媒イ]↑

CAH・5FQ

冷

小

H900/17000

1360

1

温水温皮制御

媒

788

2.10/2.34

1血ノ

788

付

制

2.1/2.5

東

貯陽用タンクの鞁小容址

崇1.能力、;E気牡性は゛tの条什による。外気温15'C、温水壮,'150て

崇2・騒音仙は吸人爾から lm離れて、 1mの酌」さの位;豈て、測定し力Aスケールの音て、1。(灰¥知畜な L)
濠3・貯揚用タンクの等址は、デフロスト述転を'常に行う kめ_上太以上の容風としてくガさや。

4.4/5.2

'

1,11

47/48

屈

f】

1.4/1'6

CAH-8FQ

2]300/2UO0

1550

[」

Ⅱ口

788

3.00/3.40

788

1.25/1.60

6.8/8.0

(ι)

49/51

,tールグレー<マン七ル 2.5Y 6/1>

CAH-10FQ

2.1/2.4

全驚閉XI

直入始

三'H 20OV 50/印H.

29100/32600

1900

788

4.32/4.80

動力式

500

788

3.3/4.0

260

9.0/10.8

52/53

5.5

CAH-15FQ

3,3/3.9

環ポンプ

43400/49500

6.3/フ.1

2000

978

800

978

1.山、1.6

12.9/15.8

355

'小管バ

8ビソトマイクロコンピュ

スーツチによる切替G宝方撚作、于元抹作可能)

卦1・欽

トマ寸クロコンピュータ制御8ビソ

5.乍5

SPEXシステム

鍋

フ.5

CAH-20FQ

4.ν4.8

R22

糾込可能(ポンプは客先チ配)

59000/67000

8.フ/10.0

1900

リモコンパ才、ノレ1個ΦC24V)

1580

790

1100

3.3/4.3

530

18.ν21.8

5.5×2

3,3×2/3.9×2

56/57

夕制御

令.高閉X2

"、1.人(微i次姑動)

2000

1960

980

1500

720
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特許と新案臣匝亜西脚側脚棚N◎削脚剛剛脚

との窕明は湯沸器と保温器の両機能を備えた液休加熱器に関する

もので,俄品,,の湯に常i品の水を追加したり,あるいは停竃等によ

り沙"}乱が股定温皮より U難下した場合に,再"例掻させるようにして

伽動的に殺菌・消澁が行われるよう忙したものである。

I×1において,容器(図示せず)に常温の水を満たし,確源a)に接

統すると,各温度スィッチ(2),(3),(4)がオく温を検知して ON と

なり,りレー(6)が動作し,接点(5)が ON,接点(フ)は b-C 問が按

続されて湯沸し主ヒータ(8)に通電される。その後水温の上昇ととも

に温度スィッチ(3), i品度スィッチ(2)が雌Ⅱ火各々の設定温皮でOFF

し,水1品が 100゜C 忙逹してν例鳶すると,最後に温度スィッチ(4)が

OFF となり,りレー(のが OFF して接点(フ)は 0-C問を接統する。

リレー(6)がOFF した後,しぱらく自然放冷されて湯,品が保温温度

まで降下すると,それ以後は温度スィ,,チ(2)の ON-OFF到H乍忙よ

リ,ルー(1のを制御して保温Lータ(9)への通電が断続し,容器内

の湯温を一定に保持する。

ここで容器内に満たした保淵十ゆ湯を約半分取り出し,新たに常

W、1の水を追加して満水としたときの湯温は図 2,のA点からB点ま

で降、トするが,これを保Z乱ヒータ(9)で加熱して保添朧乱度まであげ

る忙は長時冏を要するととも忙追加された水の殺菌・消謹が行われ

有償開放にっいてのお問合せ先三菱電機株式会社特許部 TEL (03)218-2136

「液体加 器」(特許第1113025号)

発明者 F_1」f ,.
.

ないという不具合が生じる。

そこで,図 1.忙示すこの発明の液体加1熱器においてはi胤皮スィ,リ

チ(3)が保温温度よりも降下Lた湯温を検知してりレー(6)を作動せ

しめ,主ヒータ(8)に通確を行い,再び 10O C 主で加熱してi州溝さ

せ,しかる後前記の動作をくり返すように恬成Lている。

したがって,この発明によれぱ,湯の使用忙より残湯量が少なく

なって新た忙常温の水を追加したり,あるいは停電等により湯澀が

設定温度以下に降下したときは,白到"内忙主とータ(8)に通笵され

て再泌川捌乍用を行うので,殺菌・消遜が必ず行われて衛生的である

という効果がある。

<次号予定>Ξ菱電機技報 V01.60 NO.12 光応用計測制御システム特集
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.光大ブロが拓いた時代

.工業技術院大型プロジェクト"光1心汗括1'3川邇卸システム"
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.光蝉性力式振動センサ

.無中継広域伝送サブシステムの現場突証

普通論文
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三菱深夜電力用電気温水器

自動運転形《マイコ/ダイヤホット》

M「臥愚剖D仏1質)T

少便用・翌白炉っ

残量
50C

150@.

100'.

50'.

マイコン制御形温水器は、優れた節電効果が評価され、業界

の主流機種となっています。このたび菱電機て、は、このマ

イコン制征肝,温水器の操イ乍性をさらに向上させた、自動運転

機能付マイコン温水器伯動マイコンダイヤホット)を新発売

しました。

この自動マイコンダイヤホットは、従来からの手動切替えに

よる湯温設定の他に、毎日変化する給湯負荷データに基づき、

翌日の使用湯量を自動的に予測制御し、ユー舮一の使用状況

に合った沸上げをしながら節電を実現する、自動運転機能を

採用していますさらに、旅行などに便利な運転停止予約機

能と、離れた所からのON OFF制御がてきる、テレコントロ

ール端子を備えるなど、今まてにないユニークな機能を採用

し、現代の社会状況にマッチした、利便性追求形の温水器と

なっています

鰻高.

.

中 .

電カモ=ター

.

特長

.過去の使用湯量からマイコンが翌日の使用湯量を予測し、沸上

げ湯温を自動制御する「自動」運転機能により、約150。の節電がt

きます。

.使用湯量に応じて沸上げ能力を4段階に選択tきる「湯温設定」

スィツチを適切に使用すれぱ、約240。の節電が可能て、す。

.沸ヒげ湯温を約92゜C (当社従来品は約85゜C)ι高くし、保温材の

強化と合わせ、給温能力を拡大しました。

.連転停止予約機能により、最高9日問まて'の沸上げ停止がてき

まt 停止日数を経過した翌日には自動的にもとの,斐定て沸上げ

るのて'、家族旅行に出かける時などにとても便利てす

.タンク内の残湯量を50゜Cの混合湯に換算して3段階に表不する

便利な残湯表不方式を採用しました

様

適用電力制度

機種区分

形 名

タンク容量

{発電圧
正熱
体消費電力

制御用電源

沸き上げ湯温

高さ
外彩寸法
(cm〕 外径

製品重量本体

仕')満水畔

型式認可番号

タンク

ケ ス

保温材

渦度関節罫

度過昇防止碁

標準タイプ

GRE-3?42 GRE・4642

GRE・3742K GRE-4642K

370ι 460ι

深夜電力(8時問)用通電制御型(マイコンダイヤホット)

格

185

4.4kw

防雨タイプ 配管内蔵防胴タイプ

CRE 3752 GRE 4652 GRE 3762 GRE-4662

嘗 69

奥行 84

139

599

可81-11521

5.4kw

460ι

単相 20OV

5.4kw4.4kw

単相 10OW
消費電力約3W(常時通電)

約55'C ~約92'C

179 179176

370ι

d68(75)

95

465

,8111521

176

防

φ76 (83)

、

幅
468 (75) ψ76 (83)

奧行

95 128105

465 565 498

甲幻・11521,81-11521 甲81-11521

圧延鋼板+グラスライニング

塗装鋼板+アクリル塗装

グラスウーノレ 50m凱

温度検知サーミスタ(熱量制御方式)

,tイメタル式 220V 20omA

1見酸銅パイプシーズヒーター、スズメッキ処理

アース端子げース棒付促)

電流動作形 20OV 30A 感度 15mA、0.15.C

3/4'(20A)

自動運転少量使用運転停止日数(デージ釦"
残湯表刀く(50ι、100ι、150ι)
湯温設定
深夜遺カモニター

ノモコン操作湯温設定スイッチ、自動運転スイッチ
少」武使用スイッチ、運転停止口数スイッチ

ノモコンケーブル偶11売)

外部遺源防食法

73(807)

105

565

甲8111馳1

第2i果夜亀
カ(5時問)
用(マイコン
ダイヤホット)

標準タイプ

GRE-3272

GRE・3訂2K

320ι

食

370ι

156.5

漏電しゃ断胃

給(湯水)掖枕口

'.4kw

460e

φ68 (75)

表尓ランプ

5.4kw

185

モ

87

407

可81-11522

6kw

の

、

0

.

体
ス

川
一

発
ア

他
法

9
7
6
7



第二世代CDフレーヤー用LSI
M51563P M51564P M50421P

CDプレーヤー市場は急速に拡大し、今年度は800万台規模に

達する勢いてす。製品形体も据え置き形だけてなく、ポータ

プル形、ラジカセー体形、車載形などバリエーションが拡が

りっつぁります。このような動きに対応し、このたび菱電

機ては、第_世代CDプレーヤー用IC、M51563P、M51564P、

M50421Pを開発いたしました。高性能化に加え、ポータプル

化に対応した小形化、低消費電力化、省外付部品化を図り、

より幅広い要求にこたえます。

特長

.M51563P

『透明モールド技術』の適用により、微弱光電流を扱うフォトデ'

テクタとプリアンプを世界に先がけて1チップ化し、耐外来雑音

特性を向上させました。光ピックァップ本体上の、従来光検知器

がマウントされてぃた部分に実装されるため、セットの高密度化

にも大きく貢献します。

.M51564P

光ピックァップサー寸ミコントロール用アンプとロジックコントロ

ーノレ機能を1チップ化しました。ポータプル用途を考慮し、 UP

DOWN両方向にオートサーチてきるフォーカスサーチ回路を備え

てぃます。マイコンとのインタフェースもM50421P と共通のシリ

アノレパ'スにより簡単化しています。

.M50421P

HFコンバ'レータ、無調整VCO、 PLL回路を内蔵し、少ない外付

部品て検波、ビットクロック再生PLLを構成することがてきます。

ま九、 2倍のオーバ'ーサンプリング変換を行うディジタルフィルタ

を内蔵し、 M51563PからのHF信号を受けて、 DAコンバ'ータヘデ

ータを送出するまての全ての信号処理を行います。加えてマイコ

』』'・・イ
一^

夏江.
.1 1

U

一^

霞 鹽

ンとのインタフェースを単純化したCLVサー"ξコントロールを備

え、これらの機能を高密度CMOSプロセスにより低消費電力て、1

チップに集積しました。

習

翻

システム構成図

謡

0

デイユク

光ビウクァノプ

プリ,ンプ

74(808)

M51鼻コP

仕様

M51563P

定格電源電圧士5Vor+5V脚
24ピンフラット

ノξツケージ
リ_ドピ゛チ透ヨ月モーノレド

0.8mm

ウエハプロセス BIP

140mw消費士5Vシステム
電力+5Vシステム 70mw

注1) M51563P 5V仕様は開発中

M51564P

士5Vor+5V

36ピンフラッ
ノξツケージ
0.8mm

BIP+12L

140mw

70mw

M50421P

+5V

トフ2ピンクワッ
フラットパッケー
0.8mm

CMOS

90mw

90mw
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コ/ハクトティスクフレーヤー

DP I00OH形

^

Ca.^丁r ^'冥_轟^=1^

町盟庄
.コ^'.、'^^.^^

乏「一ー'1 t-1 -ーー「'^t 乏「「^

ーー^

当機種は、ダイヤトーンコンハクトディスクフレーヤーのフ

ラッグシッフ機として開発ハ才、ル高さ50mmの薄形設ミ1で、

高密度のデザインと豊かな音楽性を訴求しています。

豊かな音楽性の実現のために、高純度信号仏送と高剛性無共

振機構を。艾。十思、想として、次のような特長を備えています。

「ーー^ L^

ーー「一ー"1

特長

.当社独自のオフティカルダイレクトアンフ内蔵光ヒックアッフ

を開発。信号検出用の光検知器とフりアンフを体化、検仕,イロ号

のSN比を改善し、高純度信号仏送を可能にしています。

.キャビえ、ツト構造を、電源部、ディジタル回路部、アナログ回

路部、メカニズム部の4分割とし、相互の電気磁気的干渉を防止。

音質の高品位化をはかると共に各部を徹底した制振構造とし、高

剛性無共振構造を追求しています。

.光ヒックアップの走行にはりニヤモータ方式を採用、低騒音高

速アクセスを可能にし操イ乍性を高めました。

.4倍オーバーサンフりングディジタルフィルター、オーディオ

回路部専用電源トランスを使用し、ディジタル部とアナログ部を

分離し音質の向上をはかっています。

仕様

形

チャンオ、ノレ数

周波数1寺性

ダイナミックレンジ

DIATON[

名

SN比

高調波含有率

チャンオ、ルセノξレーション

ワウ・フラッター

2 チャンオ、ノレ

4 ~2000OHZ+0.3dB

96dB以上

94dB以上

0.00300以下( 1kHZ)

94dB以上(1kHZ)

測定限界( 0.0010OW.peak)以下

出,力電圧

外形寸法

重量

消費電力

DP-100OH

2 +0.2V

(φ畠)425×(局さ)60×(奥行)330mm

7 kg

15W

、

0

.

0
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「


